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個 海水中106Ruのクルマエビによる濃縮､およぴ
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〝

細 岡山県
〝

紬 広島県
〝

拍 山口県
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Ⅰ環境に関する調査(陸､大気)

(内容が海洋にわたるものを一部含む)
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〔2)冬期の季節風に伴う高濃度自然放射能の発生機構

気象庁観測部測候課

本多 正

岩 見沢 測候 所

今井 俊男

北海道大学 工学部

猪口 禾井市

1 緒言

昨年に弓Fき続き気象庁音洋部の啓風丸と気象研究所の指導によってl与ノア8年と同様に､海上

山岳の1j視点同時窮胤を盲979年2月中旬実施した｡今匡=ま柑78年2月上旬と1叩9年2月中旬の

により高展覧白澤放射能の発生機構と変動解析を行なった｡この日的は大気洗浄のうち降雪

手妻洗車√Raln-コ1｣t)語果を崇t]るためであり､基礎的な研究となっている｡観測協力機関も昨年

気象庁観測部･気象研究所応用気象研究部･札幌管区気象台(観測課寿都測候所岩見沢測イi≡

海道大学博学部工学部)である｡

2 調査の慨要

l 使用した貨車斗

(り こ毎上観測賓牙ン

気象庁観測部啓風九による日本海北部(東経l節度北緯43度)の浮遊じん測定資料(】9刀

び1叩9年)〔高層観軌賓拍(1979年2月中旬)･レーダ観測資料｡

f2)海岸観測賛オ斗

寿都測候所における浮遊じん測定資料(1978年および1979年)と降雪の測定資料｡

〔3〕山岳観1則資料

]L毎道大学手稲山雲物理観測所における浮遊じん測定資料(t978年およぴ1979年)

瑚 その他

車｣囁管区気象台0稚内地方気象台の高層観測資料および盛館海洋気象台レーダ観測讃

風丸函館海洋気象台札幌管区気象台によるレーダエコー合成｡

2 気象二状1兄

こしつ願測は西高東低の気圧パターン時をを利用して行われる｡気圧の谷が通過したあと更

の吹き出しを予測して24時間連続測定を行なって高濃度自然放射能の出現を捕えようとす

ある｡



図1

1979年-2月
9日へ｣2日

9時の地上
天気図 ∴･∴∴.-
3 高濃度自然放射性工エロゾルの発生について

1979年2月10日～同年2月12日の啓風丸高層観測資料による解析を囲2に示す｡札中晃管[

の観測もまた酷似しといるので省略する｡これは高子農度自然放射能の最大1直が現われた

心に描いたものてやぁる｡

この図によると1979年2月10日からI1日の前半にかけて前面収束､】1日の正午過ぎからキ

が明らかである｡上層の寒気は2月10[]21時過ぎから急速に入っている｡雲形はCuから〔

した経過を経ているものと考えられる｡点描の部分は過飽和域であり､矢印方向は気流

示すと共に一種の工エロゾルなだれを起す条件も満たしている｡凝結による雲塊中のエ

増加は加速度的に増大し益々その‡農度を大きくする｡このようにして斜線部分のような

然放射性エエロゾル柱が作り出されるものと考えられる｡



4 自然放射能の変動とその定′性的解析

1979年2月7日′､ゝノ13巨の方丈射告邑変動を図3に示す｡
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図 31979年2月7日へ一t3日における各観測点における放射能の変動

変重力ニ状態は既に昨年∴報告した1973年の形によく似ているが今回の方が非常にはつきり

(り この変重力については次のように考えられる｡先ず囲4に示した単位気柱の質量ph r

pは時間に対して一様と仮定して単位気柱の連続一次元の形に導く｡

放射能i農度をβとすると

｡.一√､h.____｣_止=〔√
蛙一血二凸⊥過



要道ーーβ曽--------(3)

血･認一也------------(4)

9f 匂ス

さらに2次元についても同様に

也=-〔碧十苛つ‥---(5)∂f

次に(り式の形を)欠式のように変形

訂=針招十増柏諒一-･(占)
d{ ∂叫_

‥.∂ム.__∂バ.
∂ゎ

この各項のオーダーを与えてみる｡

肌 ～ T ～

10∫soe(軸)

L ～100加 ～10㌔m

テ昌～｡;完e｡Ⅴ～U～】0折h～
dz ～10加 ～16g｡m

以上のことから揖妾～-轟

(蒜～

となり他の項よりも小さく無視することができる0その他の項をみると圧〕h･である｡

貰=

如
前
出
射
如
訂

十

十

α讃十レ
曽†

十碧十

旦塵
御

旦空虚

鬼
9才

となり(り式と(7)式から

･亜ニッ･誠心･訝〆f

オ･ぜ=一品宮元f

となるのでさらに変形させて

二､ニ≡言

｣ ･･一子鼻瑚=-ん彦
以上のことから概要ではあるが､2次元的には大気中で収束があるところでは放射能の

し､発散があるところでは減少する｡そこで(9)式を次のように置き替えることによつ

10gβ=A
とおくと､仙/肌=叫心蔵なるので

許･が票十寄;一品雷 許+け叫=一品膏
(川)を禿め得るが､この式が持つ意味は次のとおりである｡

左辺の第l項:時間変化を示す項で図3で観測されたように放射能の変動二状態を示してい

左辺の第2モ頁:移i充項である｡

右 辺:気柱の収束0発散を示している｡ただし､ここでは尋▽Aか見積もれな
是と仮定するが､左辺第l:項と右辺の変動が結びついた形であることは推



(3)大安適碑能の鉛直分布測度

筑泉布教沖嘲測候諌

高層乳象告親潮才2裸
シ

争

修森
本
捜
寺
領

山不

1.鰭盲

犬欄内で寅雄細た頼東験宰相肘3親射他の塵が.榔麺の週部や廊

下恥ふく紳L′長期何に射滞留L仁後.酎K地上ド稗下Lてきていヨガ

す‡濾如､爆発の朗や.節度煮付と掃い恥り食い巨ある｡脚力ミラジオ
ブ摘出3高層鳩胸放射能測定包腹案し′二の如の判断同党と喜郎野蚕

よう匡なって久Lいが二郎紬′天質吋の船齢卑ヒ.窄の凄勃の裸子与才醜す

と･顔射ナ鴫与トレサ′とLて勧菅軸叶3欠如上物曳破線す3ニとにあ3
兇加おけち降下庫の細絶値とのタ締の布教阜鯛をすちのも一つギある｡

2.細を研見の 旛卑

イ.輔車対 象

=笥は′lう_7?早年月/…l戒頼長狐印書館野の高層経線削う
綿射酎､ンチの勧鳩十一門㌻早9月J2日【ニ郎蕨第九郡土曜町酎の

ケツト御軒ヵ､ら鋸軌如守の掛値を対比した｡
ロ 測 定 方 液

センサー執A,パ≠メ/､∫クの仙J他.
ガンマ線エネルギ一席弘領域:♂､∫∫～♂､7/Mev.
新教方式 こデイレアト｡

J.寓 歯

今回の掛値ドは,御用枕前の大軌郎朗廉が-ぇヶーつづ･ヮ含まれ身り

/9ア才卑J月り甘のす固のオ2j回｢2βキロトれのJか月絶と,/9

/2月/中日のヰ固の津2∫回r2∂キロトン)の4瑚後の測定値となった
席の僅は､ほぼ十艶lた形となってい吉のl柑ヰ深い｡

今後は.解義楕の値ぞ′ユネ′レト別の潮見賂の輸考孝扁線との何時測度

盲令鹿茸ドつとめ､剰ぇ風教れ媚抑と合い圭って解耕す′すの盲鹿古君L､ム
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し4〕東京l了おけきトlけウム年下子

細叫先年 姥如孝屑定常
朱 鳥賊子鯉′岬清

I.錦書

棚担如拙両斬lこあt再叫卑下号り測定㌢汀フてき長.用と†d包
の向砕い仰J/～/昭子感奮凍て簡出れた用の鹿書中鹿足皇行フたウr削

いて秘す才.
ヱ 珊貞潜果中耗軒

かド/腫早か与/ヂ坤事r中川の月内卑下甘(坤亡こんM-〕皇Lめト
恵三lリ脚千り/チ紳諷石･り軸と印sY碑t峰下音あ拍丙硬か車内郎

〔叫♪㌔,)と中風*喀寮費が行仙た年･貝･日皇し机R.
/〃廿年少与′折恒rり用か細†㌢r鋒下骨りた帯如ノ/押し/7〟千頼如

lの㍗あ∋｡こ山う句碑勲掛モいア郎圏lミ鍵盤きれた}Hと†Os†今滞留脚

下昔り鹿干如か与′紬翻哺巧射げ甘恒-あ亨ことが折-フ仁･
唐ヱ丁･上れL机ラ`ミ′中軌り7g咋玖未/咋巾ドア何の水爆宮無印フてt･3

和音り測度鹿如上輝こフIIぞ一甘/御子規律/,咋ぎ㍗掛ぎII庶麿皇L机

/搾キ～/伊千lこl手痛デL./告隼千いや､舶用.,日韓沖今泉稚拙は†も
と並行してし･亨.かJHと宇℃ナとの車内軒音吐(,H/す一sr〕をみ亨とノ/7瑚

/榊千手r早け善部Lた｡/7〟キが与/F7/早けは額郎噂如み与れで.′ア掛

ドl一再出動椚=めL′/脚牛け減少=㍉
3H痺下号が雄卜′F7/千車㍗ほ(横ばり姫舞±Lゎし輌挿′′7/7～/枠中

た中尉哨兵境目さヰりrあり′即断放出主れた3Hが卵塊ら翌キ再出
痺下tt紺折こと`ミよさもの㌃あき｡え/脚千り卑商噂加け/潤子碑棄酔
よ3もり丁･あ3.

馳巧りlミ相計†㌔†･漑Ir或眉園和博破婚両甘JRめ.卑下卸戸ウニ

比げ小棒東廣叩われ持朗吟如年増如すきミとが哺与かド与フた･きた軒
喪寮明子わ船齢′地表面への卑下官け叫-りヒLて†℃†りオがヰIlため.酔

叫鴨†伽戒ケ†さことがめかフに･

か購ト/捏ヱ与り康幸廉lりっりと如拉Jミ放出士頼うHもt拍†㌢rゥ創
J事

孟∧盈で恩の紹嵐虚∠トA上線畠lた.｣lL.｣.L正好一､畠i
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し5〕E路絹再彗∫′押針卑下曹

坤嘩叶 他動鞠研
磨患域幸姓

J.緒言

亦の′ヱ鹿臭(劇膚′線内′釧軋軸′甚昔′史郎砲兵′大枚′鵜島′斉

藤阿′柵)輔ナき′'とsみよげ押sr中細軒号の観相鹿叩7た頼

躯地如/ア7アキ/柑与≠傾が烏規鳥碩更)｡
′叩千lこ行わ拙柏餅療ば銅′用(触郎,〃月/印(紬軋丑一層

慕､よが/克郎単8(如掴)?5厨け･あき.

紳輔け3′～とs′押sr浄下骨ド吋†き中固碑奥番場嬰と′,‰卑下骨り李

lこつ=､て報告ナ3｡

ヱ.飼主虚業り概軒

泉Jド鮨(東泉郎lニ研き′'モs,†℃絹向郎膏,朗sイ甲s,吐お川神
色Lめす.
泉か塙鮎咋酎沌′他車痛けさ†‰綿棒下号およが･和音左し叫.

如lミロ車中佗地車･こ抑き′きを‡′押sr紳軒鮎よ碑向触手左佃卜

泉千tこ咋匝水脚行仙た齢′¥り愛車柑抽サ卸､減車掛りさ

下があきか紺ざt紺柑L(q)ノ紬叫り頗索敵よき子層軒辛(b〕と

軋の椚sγ/†も如職日韓叫与れ富り∫こ地軸葉唐(射′り巧詔

′7押チト7月け′材∬同軸境(甘仏′り碩響け射り/タブ咋=

如叶周甲傭如¥の壁千咋紳ヒり′くアーシ障りり碓畢抽‡･
患Tl机仁･†℃T帥軒車¢碑軋ヒば印斬首`ミか巾帥峰碑咄

煮て‥み与れきりに′舟R昏叔索敵てよ盲†os一軒(吼)ゥピー′け′純水外

寮ドよ言†8sr碑下(♭)りど-〃りもーくれ咄軋′く水爆東韓錦上練れ

辛かこ止グくl手と一子りお(れが太さく乍きことがわかった.
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(6〕土壌およひ､凍麦甲が0釦こついて

戯輝産省展観蠣舛
駒村敗手 薄村昭人 小

1絹言

月召和う2年八東､農抑セ(水田･メ叫乍)土壌とぞこに栽埴生鬼亡附こ米麦手

に降下鉄柵城種による請来吠克と守れう頼経卑見化互細怪してきたが今回

軸酵異につきぞの欄尊皇報軒すろ｡

2 錦室鮨乳の碑

=鞠の凍玖と卦碑別宅強
拭軒乃碑敢把､綿敷去打よか瀕裡の紳藷はすべて前鞄とl司一わ去∫こよっ

(2)弛奮緒乳

争句碑ら爪rこ帯泉左長和亡土壌と規子え1こ針丁て客約†ろ｡
イ 象印虹壌

壇紳引卑方主か●52年畏の

収触lこ本田より鞠しrこ咋土.

瑠恥骨乙牛恭､Jかい冒ち卑見の凧

糸軸に畑画瑞より撤しに錦上

ヤの1Mヤ性韓板アンモニウ入

港液抽£定頒愚㌔r鯛長泉1

之Lこ示しrこ｡

氷層土壌ヤの†¢占r合音は合包

子相互で11叫亡兄㌦と

前年見終ちオ冊直より硝¶C匝
ヰ0

車lこ裁′れrこが､畑土壊

の裡5r鯛Jユ今嘲千珂と

して竹≠C拓れよの値と
示し昨年及値とt司レベル

であっ丁こ.

土‡酎の9β加増ヰlこは
為しい地軸があソ､前

泉1水田土壌中の廣頻憩㌔,(刊
拭科珠槻 東判了娘l

月訴口引年
増.和5Z卑

〈ノー11

1

2 ～ 36

1～ 2う

表乙 畑土壌ヤの畳襖各押鳥r(≠



埼L7し､うこと呵卜絶ミ観客コハrこ｡

ナ相､畑土射の如か含量の密卑如L主虐=lこ香しナニ｡向上壌こ朋砕
ピークに戴ケ傾何五泉し,陀～ 門年長つ櫨惇ビーフ時のlち薦泉のし

て袖下し一入慨嘆碑果敢卑何人前のヲ占キ貝の胤二迫っ､､きこゝ巌年ぼ膵

い棉苫呈していろ｡

】ヨ1に示すとぉ､プ､札田､神南土壌宵明隼知合をこ蘭まとんど姜寛が終

いが こゝ衷卑は畑土壊が7k切土壌よりやさ轟い確言示している｡
ロ 禾友子史

覇紳FZキ乳冬ア蛸ほ泉､

白米あこよ打rヲキ泉巷亥麦ヤ

の紳ふ合音舌泉3およか､､泉†

に弄し丁こ｡ニ折ら子即の粗
鋼は釦盲畔仰且として五泉
Sヰ 綿89PC㌢憎と軒
耳鼻よりや､高い値を斉､し.

衷如lうPC狗ぐ前年度と
岡じ埴巧考う小に｡

由軋り聖r裸身コ五泉の和

一/5て､あ如トト貴印占r合を

lユ前払と何軒て.五泉Jリ為
しく高＼､植五泉し丁ニ｡

泉ヨ 五泉･匂泉のデ℃一食草し

鹿斗 小えほ貴)呼の押5r食阜(

札束子えヤの舛jr合音王妃軸りに北野して斗ると上髭土壌の堵命と郵碗

示した｡

経年鯛甘昨占r含量主項2に泉した｡え呆･闇米打紺･真東の如5r食卓は

楓か傾向主籠掃Lてあ､さにわ 入監からの且辞巧軋こよろ影響ほ胸中て
ら爪う｡

3 鴇浄

克郎モ土壌と見えの惣巧軋1こ､数年確ばいポ海､～やゝ商ナ傾何互未し

尾桝土壌の違塊酎℃r食号･ユだ軸がスト､が今風叫で水田工壊‖竹節
壌折鶴細翫ネし.雁終として鳴りヨ`卑凍の値に迫､レベル基線稗し

てやり顆帥三う染渡となってい呑｡

本泉の船上患と同様こゝ数年楓rい水隠一紙碕して､､るがギの樋刷払し
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(7)放射衝て探の怖蹄(翻り

一土頑御経の大トとP∂srぉよが′卵白り唱名(り
ノ

腰細見難晒巧御
和昭人 馬抑呆伍号小

1願書

玄米が♂Sr!耶〔s巧果(綽確約)･よ土壌の碑頼によソ異兢｡ての凍師一

一腰赦すか桔働嘲､腐匝の合音卑があ呑こと互艶に鞄壱しrこ■
争固け土壌l卿生別に針あレ.思あ身のわ5｢.′叩c∫の呪為′風見耗につさ礫

のうう印5rl二つ‥いて取巻1ろ｡

2親融解の凋落
(l)泉東方凍

イ 土恕嘩臓呵
威範土壌(之机仰帆て)互β･∫およひ小8･β7ヨ畔帆の蒔で､そ小で小勢J

β.∫竹仰(オ1あ朴)おdぴβ.5～β.岬ヨ肌肌(イ2嵐分)互碑rこ｡♂･呼ヨノ

の鬼子t王妃韓議で愉あし♂･昭～β･り(オヲ風食)打よ甘､β､町神州品下
針=摘蜂しrこ.

ロ
土触手へりヂ05r′即cざの吸着

吼軌淡い.風嵐錮左耳5笥に鼻動トラロ凧ゼ互添和しコウドチSr(ふ

即G(〔9α)和∫♂ββ甲領主呵時に加ぇ傾倒和ラご也l可破線き疎

破局恥理練直lじ･創粗し上翻左プ糧酎も宣命としJニ｡二美風年分と1日サ

ンモニラム簸でう呵油嵐iくり逢し､合をレアこものと直線筋宣命とし､
斬新申出相互同色邑如し丁こ･

(?)細泉
イ 各線土塊の納紐叔

煮11=ネしrニヒおり､

高田土壌lま牙†嵐介し粘

土)lこ ぅムアズ命中する

れ隠勾工費の彗小はわ
すか宮､宮メにすぎな帝､

イこ｡甲崩土壌ほ¥れう

泉1､恩葎土壌の御幾当叔

∴-､.∵.･▲-`一.･■t′■･∴-･巨､
e引命嵐t二媒レr二土痺の奇特lヒ



ロ 土壌私経と7K恕性印加叡宮

上瘡機負二よソP℃γの′ド品性あ

如骨l絹薄り即.泉2ド矛､すこ~ ぺ

とくノア希刃象で易しくタく高田工溶

壕がこれ`こフさ∵蜜同工壌でt才ケ甘地

かっrこ｡

谷風命lこついて徹すると､倉上

賓乙もオl>冴ぇ>才う>牙今風外

の傾向呈示し､土触手り小J､､ほ
と凍掛王釦ふ∫よケくなっrこ,埼Iここ

の傾伺はず商工壌て濁しく､オtあ
分l才約7♂声各年し､才ヰ画命一こ鞘

/7/㌔存在しrこ｡

60

㌦
′､

書 棚
)

20

才1 2 3 斗虐

直= 土壌蛸封ヰ遁吐㌔r
励上の崩呆かう.才一あ如よう

甘比輪状きいエ壌敢抽Srイオンl喫属し細いれ利あ如ような鵜
卸二項名コれろ二乙が諌され｢こ｡ま｢こ固ノ鼻命て-も土瘡噸一二より隼如

上こ為しいぇ菓がわることがわがっr二｡
ハ 土壌粒径ヒ範賂国是恒､?βふ押印奉

団2ノ泉2Jこ

示し｢こ画定乙サ

＼宜1痺ヒチ○釦が
強か二繚伍して

打り､渦潮lこよ

ろこの立命町税

榔胱掛髄馳
でわうとされて

＼､ろ｡

土療粒耳動命

とアOSr巾凡為モ

r塘吏叫ば､粒

子和1､ミく了丁ろ

ほどヂ○釦の呵乳

1｡｡警一軒庖,摘嘉㌍転生
島田工癒 甲看土疲 各呵

牙
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う 鮨藷

90師aエ壌に路勒に碩亀さ小､千の鬼掛コ土壌の碑鞄のみな与す､土壌粒子

より賓与ろ｡ど､のエ凍て一も耶の′トニいはと潔く頃為し軋藍､)王小う0碕･こ盈

わ5rの風見膏が予がっ丁こ.

謀草加郎かり即Gについて廟寸すち千旦ぐあろ｡

鹿2 土壌輯細入きさが㌔rの晩卦二及ぼ碑瑠

土 壌 名

水落性(A)

軒車軸忠1回目
ケ a ･

(
牙
プ
嵐
舟
)

ケ 3 キ ク

酢専胸先(ト3匡咽書†〔B)4

(A)十(B〕

水溶′壮亘倉 声

置墳叱り十β)丘介 ノ′

風見互介 グ

(り:(β〕

O
･
5
～
…
(
孝
三
血
ネ
)

水滴ノ性==

詐ヰ州債l回牒

レ 2ク

′′ ヨ タ

酢寄畑獣(1-う耶)封(即ヶ

〔Aj 十 (β〕

7K蕗惟正価
舛

最強咄しA十β)邑ケ ･.

1軋鼓古か

(月J: Hり

らワ苫7

ヰろぅう

1196

3+1

∫盲70

12G57

47呈

的1

IO.9

1:0.9

水溶催(A) cp机

酢ヰ弗ばl回目 cp凧



ヤ
ぅ
風
卦
)

(A)T(β) ⊂叩

水路他言介 琉

勤酎主用TB)邑命 中

風見直介 け

拍): =り

0
1
0
1
～
↑
へ
牙
斗
一
風
令
)

水敵性(A) ?竹

節留袖獣1何句 cp叶､

一ノ 2 ナ

シ 3 シ
▲7

司碑地史(トヨ回目〕軒しβ)4

雄)T しB) ソ

巫確唯む介

置掛性〔A十β〕亘舟

敵互介

しA)･ 用リ



(8〕家畜の骨中叩sr濃度調査(19了9年度)

農林水産省家畜衛生試験土着北ブ毎道支場

岩田神之介 佐伯隆清 相良登代子

1 緒言

放射性降下物質による家畜飼養環境の放射能汚染を,家畜の骨中90Sr濃度の推移尤

∫フ年度より調査している｡これまでの分析結果では,家畜の骨中90Sr遠慮は,方朋

下量を比較的よく反映して,/9占∫年前後をピークとして,その後は次第に王威少し1

かし,90Srの長い物理的半減期とSr自体の難代謝性のために,現在もなお汚染レ♪

｡この推移をさらに継続して調査するために,前年度にならい家畜の骨中90Srを分割
お,前年度は中間報告であったので,これもあわせて報告する｡

2 調査研究の概要

(1) 材料と方法

分析喜式料は,北海道で,/97ぎ年3月より7月にかけて採取した馬//例,牛ノ

/979年3月より7月にかけて採取した馬/∫例,午よ3例の腕前骨である｡

分析方法は,言式料を乾式灰化後,ジー(2-エチルーヘキシル〕リン酸によ■る901

出法によった｡

(2) 分析結果

馬については,表1に/97ざ年度の結果を,表2に/979年度の結果を示し†

8年度の平均値
c26･97±/4･44Z

p ci/g･C a (=比し,/979月

値は £#.よ占 p Cl/gロ C a で,わずかに低くなっている｡

午につし､ては,表3に/97ぎ年度の結果を,表4に/9フ9年度の結果を示しナ

ぎ年度の平士別直 /3･ぎ7±9･/∫ p Cl/g･C a に比し,/979年虐

は ぎ･よ/±∫･ぎ♂ p Ci/g･C a で,若干低くなっている｡/9､ぎフ召

移は図1に示した｡

3 結語

/9∫7年からの推移をみると,/9占∫年のピーク以来,プ欠第に減少しているが/

よりは横ばいとなり,汚染物の降下以前の環境にもどるまでは,なお長期間を要する

えられ,今後も引続き調査が必要である｡



表1馬の分析結果(1978年〕

月齢 pcユ/g｡C認

14 2 d｡d

16 2 5.3

16 18.0

1d 15｡9

1d 12｡4

2 4 2l.5

2 4 17.占

6 0 14.4

9 d 5 0｡d

10 8 4 3.5

18〔〕 5 C.8

l｡4 7

l｡4 7

l.3 0

l.19

l.0 4

l.3 0

l.2 4

1.2 2

】.9 4

l.9 0

2｡4l

ll例の平士甜直

2d｡9 7 +14.4d

表3 午の分析結果(19了8年)
※

月齢 p ci/g.c a

t 4 2 3.4

2 4 l.7

2 4 l.9

2 4 2 0.4

2 4 2 0.5

2 4 2 d.5

3 d 2.3

7 2 1l.3

7 2 7.0

12 0 2 3.7

12 0 1d.3

t 3 2 1l.d

l.4 0

0.4 7

0.4 6

1｡3 3

l.2 9

t.4 3

0.5 0

t.0 5

0.8 0

1.4 0

l.0 7

0.9 2

12 イ列の平士勺値

13･87 士 9･15

表2 馬の分析結果(19了9年j

月齢 p cl/g.c a

2 4 1l｡5

2 4 13,3

4 8 15.1

8 4 2 d｡3

8 4 3 7.3

10 8 3 7｡4

10 8 12｡5

12 0 19.1

13 2 1d｡d

13 2 2 8.5

14 4 18.1

15 d 2 3｡8

19 2 4 2.1

2 4 0 3 2.0

2 d4 3 0.3

0｡8 5

l｡0 0

0｡9 0

l.2 d

l.d 2

l.5 7

0.8 9

l｡0 4

l｡0 5

t.2 2

0｡9 9

t.3 5

l｡51

l｡31

l.4 0

15 例の平土勺イ虐

24.4d 十10｡2d

表4 牛の分析結果(1979年)

月齢 p ci/g｡C a

13 7.0

3 d 7｡7

3d l｡9

3 占 d｡3

3 6 3.d

3 d 2.3

3 占 12.d

3(う 2.5

3 占 3.1

4 8 7｡3

7 2 8｡3

7 2 2 0.7

8 4 1l.O

10 8 2 7.9

10 8 9.1

0｡d 8

1.10

0.5 3

0.6 7

0｡5 3

0.4 4

0.9 2

0.4 d

O.4 d

O.d 8

0.7 5

l.14

0｡7 8

1.3 5

0.8 2

15例の平均値



超1 195丁年以降の家畜の骨中90Sr濃度の相子茅

1970



(9)句比何千坪へ恒lけ隼ヒ70sr?降下ドつtlて

範細見叶把ヰ化働ざ見好
施碑勝‡ノ発射仁兄}

巧簑
甘
∵
〃

′ノ

′′

卜け叫ヒテロ5r

楕下卑比視身J締楓

のリ

卯ノ

山度和
明
.

一一一,･上■

句千手宰へ彗時下lこ｢tlて甚ノ前報丁い

ドよぅちがいと筒音しrこ｡サ即ス′

ヨ針子～g月′7～7月′′/ロ～甚月?jチ湖畔こかJ′学′牲ぞ■れワ
け摘滴頼っ′埠触乍つ与がいドつ暮tて報壊すも｡
比沖こあtlてはj郎を碑tもず～g月再考丁骨がイセ碩卜(う

はチト舛p/車こ

ヲ♂srっ稗下骨l

ム
･
ヒ

門叫刊
-
ノ
ナ
.
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‖
｢
-
ノ

ト

ヰに折lては′トlけウ∠t即苛っ鞭碑村､でいこじは前ドつべ

く′ミ硝呵り阜葦舶ノ干とみ帥′鵜夫は
ま子ロ～曹♂Nド名軋けこ｡こつ祀域へう
占月が草何と血らt駄て}呵つrニー
割れ隼鶉

奪

っ

隼-郎庚
軌′拍

●

ヽ

′〕=てヰ′帥頼て如ヒボナか､こ℃がこ巾かイこ一これlこ柑(

年はノ尊卑lて冊､小竹くl千旦青鬼に袴下骨っ鵜えがみ頼r
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Apr-June
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(10)斬に叫ヨ大礼卿咋呵｡ILトニウ∠､･了りソ)ん増

牡鹿碑軋塘埠杷詣揮中

華初印頭一丸鞄脹乙.着†嘩甘味梅脇j

凋卑見賓･/†叫わでの餌lこ叫31仰臥=ひ卯軋岬7骨相
鴨1･Jぴ〟鳴即今と貴に唱に示しモ｡フ珊トニウち何絶嘩∩埠7ヰ軋か

Lて抑如軋/ヱ砺亡′/加L′1∫J凡打〆〃帥しとた3｡研十柏尾碑7一嘩

〔ヱ｡シ〔√/ふリIコ/∫JJ年′こ射丸モ.卑下キーlて勺楓緑色tこ鳩車し.ノ佃年にIl

と万,た.

7｡いニウq何代嘩十村軋りP放射和郎丁子碑軸肛折紙咋朋
たれ丑放紳加九巧手綿棒ご胡ヒリう食草掛こか⊥か早々ぜて.貴官り
/頼年こ仰確り租丸棒下卑吼暴いこ奇てJうに呈並利敵り.1久モ

ル〔ご/叫プノ媒〆ノ町て弓りふ川此･…･tβ一よで郎ごと叫れ
如か5叫如軒ヰモ書体L.降下埼lてかブコ神′笹/抑直見東泉殿亡亡で

ノ経ねソ′神′乱嘩7健棒･つ.ノ･
Depositiono-90sr.聞csand239叫㍉inTokyo ごちjと各揮丁丸七.
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/昭和拍か∫仙可Rケ叶卜那抽工情Jにあ里大礼観中仙帥

モ巧フた･をぼモコ叫々孝亡妻に.泉ユ･こ言て｡大礼ヰq榊叶○軋叫触(

ぼ利巧〔;/椚小言･前途β吉備鮎息､･一駅ネし職.

紅如に丸†は完膚幽ヰつ叶細孔て叫β一々阜

/ヂ7Jヰ 句椚耳埠 瑚十1笥 卸′ル･1-れ♪仰1

〔JO†Mり (J古`p亡;仰し･中小づ (スJ
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(11)降下性′℃ の三脚査

叔射線医学慮細旛叶

樫田義彦岩鰯新井

仁崩吉

原嘲漁の降下姓`℃硝遺ヤにみり㌢瑠且射止渕杏弟網で

j守年より主としし縫物嫡墟みよが礫酪アルコール中の′℃濃度i判定し.て皇

これlム･一ノ年吐埴動こみいて-よ､キ巾体成分ゃり′℃浦風が､号り年り人乳嵐
り ′℃護良阜よく丸軋すき柑りでなく､泉如イブ山こおけj圧Cり椚咽

…抑畔地相祀ともなり､人体へ巾触舅顛掛値嘩且っデーータを績まこと
L仁伊であヨ0これう一物重科の嘩去頭け与/℃渡餌穂綿室郎と､/､一

′7ア∂2年巾/米軋ソ剋二よ5太郎賊車齢こよって､/ア占j卑いよ･これ哨
′十C躍如ユ白餅衡レヾルであ急伸呼で万鹿舌巾釣?纏増に砲身うま蕃

一たが･lの楓耳の呵け拝t摘敏郎凍れたの5･フランス､閥巾席キ席
1L二石廊軒の消費牽の対〔の萄摩と思われまレべl呵責動さで敏郎れた｡鮒如､
凰jよで払_/ア～/9呼彗万鹿泉巾艶固机旛拶Lて方り､注邑うべ李レベ心

如や′長軸豆lこ嘲線プてしtきよラに見乙5｡本年も引かて睨一席
七~･モの結軋も倦軋書ま｡

2.葡如示確巾轍寮

叫志村およド咄
イ.魂蕗ア心コー′レ

軸鼻翼婚アJLコーJL阜幕酔こ槻し､唐下郎ルコルエ埠拠､の､座甘
嫡脅重度吋りう田植アルコール-あ･よげ癌軋晩酌心コルなと､皇席

外芭鼻了心コー心主人与し七｡アルユールlよ_滴蜜舟渦常澄イ周遵溜Lたゎ
漢捉Lてより碓紅塵しtのち､キシレン･シンナレー㌣ヒ/り･こ混食

2P仇ゼ圭酪シンチレーション法王絶した｡

ロ､堪極東錘､

軋朗唱埼で載塘とれた′`やまじぐ`よっ･ナモー}レも抽楓L-これ盲埼軋し

げル･エてlレに史とも｡このβき電舶ヒLて′i紬シニ/チレーレけβ
_ R 入

dヽ
J lノ亡j . ∧ J_ ′ノ■′､ 一 ▲､ ノノ

､入
山

_



(2)鼻毛果

判定法臣如,泉2 に泉う｡℃濃度の尊命は･鹿憲/き寸ド含まれ5′
車間値tt､ぁj｡

友｣.再録南アルコーん干の一℃濃度､

点東 屋畦 上埴 聖濃度仲ノ〝カj韓〕

生せ轟 底地亀
住甘藷 鼻息鳥農

且甘蕗 鮭粗

菓汁鱗 鮭本県

癖廣 カリ･yピン

親政仲川′ 力申ピン

痺廣 タイ

滴壌 デイ

梱7心十ル パキスタン

線描7Jレナ1レ
■′インド

楓漸恥封レ プラン入

泄旛アイい｢ル
藤棚れjづレ

瀞瑠プルユづレ

楓瑠了Jしコル

湛適れしコール
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/
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パ.
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血
叩
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出れ /7･3土ロ･3

舶 /占･βエ♂･ヨ

月晩噂■作･9土β･3

脚払津/ア･首上皿3

出水 /7t∫土0･j

十息 /7･ヰ工β.ヨ

池永 /7･アユαう

肥鮎耳 げ･D土β･ヨ

年製 /7･占工♂■j

右嘲 ノ7･阜工q3

ケ乳 ノア･7工♂■3

根
笠
張
碓
如

月

ノダ.古土ロ･∂

/7･ケ工β.3

ノ7･∫二仁β.ヨ

ノ7･才 ±qj

/夙5- ±β･3

ノ冗ヲ｢エロ.う

ノ7.?]L払う



泉2地軸輪連中の 枠C頒皮

虐東 岸叱 ′ヰC護良仲所朗〕
々まじモ〔托一一り取直御輿塘

路和#年度直 /ア.♂]ヒβ･/

略知日年度泉 /アり｢ユ♂｣

3 結藷

碓酪ア虹11しみよぴ､亜働満油中の竹濃度ば､=すれも/占■β～揮j

∂鹿慕の乾田でカリ一大軋泉線畝中り仲C確度が.雌蝶喝度獲で刷∃
Lヾル1あ3こt呈示史Llい為｡こ¢レペーレは.包怒レべIレの之0～邦プ
値〔-ぁソ･槻の一長瀬坤な和昭向せ患者Ll=之たい｡
最乱ド､靡酪ア･しコール入手lニ軒囁か互腸った埴商緋の風了ル]一山ユ鳩
車し上If-き｡



(12〕最境中I沌､け与トリイウAの測定狗査

頼射線直草炭合珂見叶

鹿田鼓昂.井上象れ岩倉密計任岬畢チ

1.鵠言

fO年来行って予てII与鹿与力施汲腐乱見び一般瑠塊の痺水′錆純水万ビ･切札園

ナウAの測息調査夏木年度毛実施しr=.また気圏のトリチウム¢剰ぇ調査の手潜め

敵組甘請で-り大気7絹泉サトリチウム･の剰え封子った｡

ヱ.網査岡見り凧車

軸岬碩与力絶後触れ煉水地､え挿‥錘牛=ヱ0日痩を･下如丸りであも
相島県′大熊･島岡地且 舛年3月ヱ律

茨城鼻.安藤･大洗地区 弱年ウ司郎′∫巧け月l冊′劇年ア

帯同具.強㈲地色 朗与り月ヱ日

属♯鼻′敦賀･美諌･高森･大飯地色カ年拉月午日

島廠鼻′鹿島地色 ∫ヨキム月t8,弱年け月l日

碑賃県′玄海地邑 舛耳3月三門
痛水地､吉.仲原別とLて､りノ凍頭印氷れ原水とrd･さ棒水tかZ次郎戸棚巧藩ホ

飲料水′(い頼も千慮Jれてt･うもりモ含む)主対象としl電巧躍卿多ド応じ､て

地鳥と迫力ロLr=.測え如倭刺として､桝C如上〃経机…属官紘一そ柑,

化シンナし一ア(無礼Soし一り相川ヱヒ舶し､テフロンバイア′しモ舶Lてイj

ゲラウンド未練シ>チし〆シタンカウンタ仙0舶LBlドより脚朗†刺し丁ニ･

以下れ卑フにや地下机ど≠電解業病=ルかjO伽凍縮後､同舟こ東ヰシ:

ション請lてより青†測LT=･

前餌碑摘果を和一如ド禾可.い㌢ホモ前掛司碓､一息†ルべ一レt掃ワ

昨年.=比してゃゃ識サしていうヒIlう傾向よあさ･ミ､え牢机舶ヒいえも･
人気絹気中トリキウムけ.十尊.放直町こいlて採取した｡穏取けヱ印…｢

即液化了う簡便りオ詣で行い一直線lニ鍾泉してl朗阜l=tサンルヒしr=｡
山凍如､無智して束†本シンナし一ション詫で､長藤則え⊥た･まrニ､棉東､原子二

朗畑中トリ斗ウムのモニタリンク坤面の碑正や､気象を咋rJビlの居襲用い
如素舶毛利足し丁二.堅氷秦は･7にを水素がスド且和え､綿工業梢林見碓

碩水泰阜綿鼻骨析計を†鯛Lて潮見Lた｡



ら宵月巨か暮7ト質軒埠rよど一アポ現われうニヒオこ許されてい各｡亨仁･乞の郎拍

を舶の賓化ヒの礪ド.婚戚相月閑軌条式あ与ことがわが与｡気象手咋ドト丁度

大気甲【7ト滴ヒ丁膵気の鯛の一隻水素剛立体平射のくすいれを観測亨きニヒドり･

ソナウムー官た､疎膚囲気酎如句愴哨暴でチる有終他ご射られ与｡

う､解語

長官に鼻血∫年嘲欄痩了咋功トリチウム護良レベルり推浄音示す･原与力鬼≠

一般媚舟トド､プす･一′しアウトりナウムポー息凍康幸倖フて･一号手実ド如[は

納庸気†･ニい丁=TO濃度けt季節如少ご大きく･且草け′～∫′C′ノ
であう¢ミ､描～官射=甘jβ～∫0〆Jんうq′･r音量虐の崇酎れ上帯ほすこ
今綾鯛困りフォー′し了ウトトリサウれれ蹄丁姥鮎更欄直しいlく子息であ

姦トワ中の感官仔計数頒象り常準塙鼻帝王確(2√)r示

i 岡地直 (ぎう年IIR2日)
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(13j経由掛り観

一滴耕締?長尋軸

扁晩餐直艶師事珂
軸借 家楠久

1奉書

長和卿勧萌し1叫古土恵与触Lてぃ癖和ま碑塙碗
分解癒し.傲判炬癖細密舅謝報う栗堵才dミヒ掴如し

閥lてよ∂高硬変秀替地巴叫確埠敵虻卑と郎水物磨璃壷瑠､
メラ触ワて叫良癖鼻癖舵宣絶ヒしt摩努佃断水平場榔
直に釘如蘭軸恰て宴施Lた｡

ヱ初動醸9裾多
感軒㈲煉紬山上康桓音頭与れて伏在J.雅趣摘督払う

叫硝貸してエ虜中一て着帯土牛之腑酵ぽl叫客～ほ挙如拍酸性中
経酪種9うタ､長碑で.し歩も易勧性中大与"㈲srに者且して.翻

によヨ確中破碍絹顛嘲鮎j塊し､勧昧〆主礫経魂えに∋｡
に本覿巨帝牽む行毎っ丘.
拍､椅倭野如韓lて毒フて店､癖漸勘柁梅よ叫形異材軒｣

カモ席た｡

柵鴫は､虐珊岡磨下松ID凸餌上号俸し､イオン安礫韓.てよリー邑

牌tてより桝｢む配管分鮭して虜麒都南賀し､偲ペツけラうシ

ヾチト山一プtニよっ.?誓r令敵直後と約ヱ凰触り†♪γとつ新坪酢確衰

叫礫雛命5r音戸旗スペjト抑リサく細孔血:NtRS-
∫1～よぎ(=7占～J?アり〕して､両足ヒ肩章掩有った｡
岬射貫町軸汰虎如ふけ㌻放下米へ9?㌔叩克廟紳′ま､†うワヰ

観馳囁斯か)吉I主私て喪中オ向輔細､/?7埠律偉観軒

誓ニ㌍､ニ蒜ニ…憲雲慧題諾警告ごご
して"ゝ1とあ∫Ll.qD5細工唐車線青首よヽは貯富士山もりもあJdr

り感触歩lタち<放下如汝人す√本ううり彩管り封～とヱ呆してhよも申ヒ
(匡=)｡



ち占ヒり姉を"｡帥.土壌

車中ふ中軸庄歓"よd藤生他

l哺直11みり､敵号仔よっ彩
管出り傾如噸㊥主軋.醸ヰ

り紳ふ敵中彩管も萄めち鵬｡
11｢1年七みけ∋?p5一軒米碧
転借叫?は､l?り卑は軸5r

卑稽古よ㌦敵中和ふ離水堰

くかつ毛ユヒと､l?り訂卑には
韓称ナカネフち之と木与酢

に末すようぬ恕′ヾ≠一ン折帯産
土れてへJ七申と腰車外d｡

3 結篭

球赦lユ衷亀七軋た軸s岬土壌

メタ控pK､可鹿kK宙すふま屯

aげラズーノとlては､U)泉

埴寛硬と垂木音､〔之)土壌ヘヤ
凝胤碑粁よユ癖k唖£よが

;電設恕ご品弥
い)土壌鶴勧翫且ふて?
溶炉加ぇて 叫ヰゆaTキラ丸

虚妄のね?豪禰､歓挙がi肌
よ爽､､吏lて細1虎什て､qOむっ

土壌木与勧鴨地下水1中軸ベ
ターゾウ帝斜にフヒ埠毒叫｡
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(14〕屋内にみけも圭間鋤裾線量碑査一神苑地オ

東射線壷紬巧充軒

御株潮音藤根工藤高弁偉

沖絶県公書新生研究叶

1はじめに 音感信教金塊義勝本東風

匂鰯頬解凍喀Lこよさ国民酪蔓り経え左官坑圧して劇主席痩lこぃ=楓酎緩

確すうに拙こ詞東南東堅行フてレ､う.屋カで･り互開放知命辞菅.｡喝して軋郎磨

かう姫桓∫よそ･こい･二｢て日本合軌こわrこう触で巧詞食材克と東施レ主宰細なア
和｡｡よ｢こ昨て､･巧泉尾揖温巧八軒か-ネ直と･あiJ｡の遮蔽効果巨ノト～く∴そ巧よ

触二づ吠とレてカ国瓦解巨春められち.しいレ人類巧屋内て･巧劇主痺断割金

井て一句主題痺間ドくらヾて在席囲ドタく､くれく国民観き求めて行く凧｡lよ

外巧鼎嘗今岡珠と桓相尊かあも｡ゼこて膚性最痩卜照り宅呵衣射線菅やを虐

巧屋内屋ヰ練遷幸巧圃練主調査珂見すうこと▲｡レ､∫よ草魚卜止痛見で子哺的亨

抒フrこ.ケ軌よオ碑地方皇帝諷L二し､や▲よっ千席吋｡席封と行.胡木川本全滅

頂左ふ克巧建立`こ備ゎト.ニミと･ll汗簸で行フr漕且〃凍kまてt-4ヤ岡崎昼､韓釆

-こ長めi.針刺時期はスぺ7トロメータヒす一ペイ/一7tJ｡つ､lて暗面豆j耳

あり.TLPlこついては略本∫J亨′机､ラ∫甚亨よ汀未で巧潮間で如｡

コ.剰ぇ

吊 巧硬調恨汁紅しト姥由

∫よ亨匁巧対象地オヒして火蕗軋邑畳んrJ里由lよ.ふ胡再見苑地下､頚骨号.二

夫げ泉尾凍温､『なわう薄い唾凍壇｣こ丁よってム1.その括末尾軋外句碑菅平▲て

あもことい予楚々れrここし､よh厳しレ､線最長呼小･屋内､外で･り空間米射瑚

艶智モ且けすす取結頼もこし巧｢｡巧て-･折｡一方ケ回汗範適才と河東妃戒ヒし

lよ.沖軌J戎輯巧よう▲こ缶軋が棟虹すり也痍であちrこか二耐乳性い･よい人た丁よ豪

l｡なってムーリ.屋内､外巧粍孝窄巧同一こ鼻阜が屯凱､ヒ千徳モれr｡こL､良伊■･､山
じて気温l塙いr｡れこそれい軒刺エ〔軌｡TLD)l二詔督すちいtし卜肯いし斉

しであち.

け)粁奉泉尾中豊え
鹿毛巧我々か駐韓且万有ヰか剰ぇ韓呆よっ泉尾埠盈恥こ屋内線青草はぇきく軍

kい一子浩⊇れ七セミで拍車家屋と属追恥こ鉄骨鈍臥ブもヮ7鉄阻苧ブロツ

打よ折ネ道｣こ舟親レ｢こ.なぉ神苑トは車叫で■よくみいけ与怜矢木温は姥境内な気



うことなくて■'～け･r島内克く呵ぞで与よう∫こしrこ｡

しブ)計測方痕
イ.手嶋

TLD毅軋てよ与長期間巧屋内､外樗牛線膏巧打軋 なタれ｡サー1イ/

よもTLD訣温前句保管華の空間余市覇剥き行フr｡.TLDき決選すも巨丸

1∴ヾイメータ毛珂し､合計刹叫宮家足り尾内､れこついて確菅牽/か年と針刺し

王たを在席邁刺しこ代衷長鳥l軒星山､そトラ巧泉尾l二つし､てはサー1･十/〟

て屋内数量巧線菅平余年と計測し｢｡,こトラ巧を屋巧内外て･はJl′中ズJウル′;_i

シンチレーション∵くへご7トb〆-′7主用し､rl訂刺モもゝせてケ子フ｢二,まr∴

蔓LこLよTLD去声薮蛇漫し､TLDによっても屋内｡線菅平′縛か射れろ

｢一

u.す一ペイ/-7上てよ与軒測

lウ¢xlウムIrT老)シンTレーテヨンサーTイ〆岬7き庚潤し.も†家t

を左マに長じて¢東から′棄.床上鞠1刑ケ地車で針刺しrて.尾可も輯操.て

エ杓1爪射喧東で針刺しrこ.サーてイメボア▲こよち軒刺温は韓正ぞす'､碑号

的なか卑を得ちこと.よト線菅平巧冬草上帝レ､臭わこ甘いい詞＼TLP設置竃

Lこ役立てちこtと弁1巧官的七し｢｡.

′､TL Dによち計測

棟岡L｢こTLDは尺甘車重埠昧a:食紅親日SO-Sヒオ王下電気株式合豆製

lロSの合計杓7♂ク束子て′勿ち.1朝剣更当り巧素す軋よij-デてり乾み

竹みウれち革帯憎席lこよ与デー7り愉り邑避Ir与r｡れ｡.ま｢｡革帯阻を悍ヰ

用布存チ㌧アワ常夜か-養うなし､rこれこタブタめり甘か■よし㍉こ巧者向で本朝

全科tしての精度主上`Hr｡れこ軒刺件転-よタくしrこレ､.しいし全未}軟か

｢二わよ′軒を釘刺対象ゝし､それらの内チト巧封刺東こ･`ヒ巧計測河東子繚乱巧

し｢こ.この≠景子さ→まtわしし前身岡TL D巧基本阜拉上し｢こ.

よ′軒ヤユゴ軒lこはサー1tイ/-タ朝礼こより痩_伊てrあちと号ムれ｢｡項叫

丼針息1琶にこ巧TLD学位をl哨狭量しjナ耶同族畳しr｡.泉尾席追巧拭

には屋内lこ`-ふいし11草施主.屋外lこはよ単拉巧TLDを放置しr二.ま｢ニ
フ工イディン/-t巧氷温皇詞ヽ･ち卜れあう#､し●が1`R久巧槽孝卑舟と河いて

照射しrこゾ素手毛1絶とすちフ工イデイン/閣奇羽TLD引立を咋ソ､各l

′軒りTLD或蔓草巧うぅ屋内.7トっ息l東に打刻桐ヒ碑親し｢こ.

こトラ巧TしD巧貴子は叶え巧工字肘雪､､一輔借用ホルナー軋1餌れ 屋内



斬わ温泉上耳主斬ともr｡め白ヾソキと壇フr｡.そしてヰ句ポリピノと且ヰ可ノ

ト侍碑■■フlTrこ,

TLDは殺見好ヵ､ラJナ耳紘一掴航しrこ.

ニ TLD巧校正ふ･よれ一打刺腹中輪左

官東西TLDでも楽長手打圧す阜げもkチア桑ぇい濠う｢｡れ救丘l潤し､

のロ､7卜=し二′束子いり/7寿こすり板丘附LDを玖珂して仔フ｢｡.二れ

TLDはヱえ占R久ア乱∠加亡き伺いて碑蘇よリ1仇巧地溝で/♂.ヱ♂ノ jJ

し｢ニ･宣してこれ与り鮎刑TLDは細覇巧フ工イディン7一己行ラス8軌こ

収F･仁計刺聞TLDヒ珂嘲に観み風もようレニレ製造ひ7トごtklこTLPのj

正_を し†こ｡

アニーリン7､●寺鮭條泉尾へ尽けりれろ末r.わ細･その瀦温痺軒がラ1可収

取シ杵も未で一巧韓嵐よ輸速ヤ巧叛曝菅と推えすちr｡れこ呵し､r｡去素手正し､し

巧救丘低よっ宥め亨ヾて巧TLDり線菅よっ差レ子トr｡.

貪卜TLDを札､て長期珂巧碩卑録音と五レく常施すい｡lよそりTLD巧

イン7､､巧割合長束わも･藍阜巨■力ち.貌豊前によ∫甘れR鹿射しrニアェイデイ

ツア痢TLP巧赴拍Ilこぶ∫一ク飢R凰射しr二転正研TL口角塩ヒの比敢宣ウi

レトバ､7′77t■アラン｢線篭り着鹿.こみリアェイγ‥ィン7t`巧割合り佳良し｢こ‥

内外卜滴乙卑しrこTLD巧7こけ寸/デ●巧韓五怜軌よ7工_イデ1ィン.7･､｡割合

比呵すちと立板レ.エて･ネエフr一こ7工イテ●■ィン/･･巧割合巧克ヒしrニ｡

ま｢こTLD孝旭丘でり革帯巧伺ぇ巧叫軒巧季新机して.前如プ工イデ
査潮t同好にヱJ-♂椚尺度射しr二TLDム･よ〆アニーリン/7･巧みで照射斥レ

を渾痺軒剥何丁LD巧設置嘲間ヒ回し､刑場/♂レ研.巧仁㌢一声レ｢内レ瀬音し

うのTLPは環境軒割田TLDを回収し｢｡蹄奏で他4すヾても合虻一画軌二

て､濠小敵7rこ.

ま 鹿果ヒ着果

出 す-ペイノータLこよち患軒巧手均卑青草ヒ老巧.相対凍準施え

各軒皇サーTイ/-アドよウゾ侯ないし1/東都刺しrこ屋内干物軽量守巧朋う

鼻はよ′軒千句よβ軌こおししてはβガヵ､ラ=%で●ありこ.他しl軒叫屋内

-こKぞげ急か袈カラれその他しりJクどと届フrこ.一枚軌こは.1家尾内巧嘩町

よも線遷幸巧をLあ右～し､･しいし東れこ碑青草巧高い星あゝし､lよ痛叶い有托す

揖小 こ巧廃線はTLDによも〆斬っ屋内線青年余市軒剰施策に才毎しTfレ､.

トアにエリ各軒巧直叶已敏東新刺しrこ平均額遷幸巧朋対席準臓乳lぶl冥から



れ｢こ･この､打者り卑音字勿貴よッ朋対席準備左｡値卜丸子くなっていち.

(j)息草屋席旦巧屋内子功碑葦亨』老巧朋址凍準備息
TLD星田いて各軒巧屋内産外き計測レrニ摩畏皇宮屋精遥厨=こょもめて干堵

ぞ仇時季脇息ふ､よれ相対席草倫鼻左泉1に余しrこ.観官鉄筋ムよ折･7､･ロ､77額

巧手拘束菅平`よ半ブロッ7木直や本曳東屋内軒呆りも温…･･うつきが小言く雇
幸lも蓮如頂Tよって媒擬的均一て･･乃ち｡本漫認直内野牛酪菅李lよ旭巧家濾調

練琵辛‥ヒ奴しても､また木蓮東屋句屋ヰ句風青草と比親しても高い値と斤､仁

尾7⊥り線号亨l本木塵東屋巧力糾ヾ他山ヒヾケし高いよぅで乃ちか棉割線も木

尾ヰと入象机､･すへ･て皇子均しrこ屋外ヒ屋内句碑号李には良か･･ヰし､軒了相対

は屋内巧オが鶉よ旛人々くなっていち.これよ地面いりくち線菅守りけ･ウフ亨

影響トよ与けラフそ打水わり.阜年として線軍手巧けうフすい･左′=れ丁｡｡と

ていもゝ思われち.

(封 竜山し蔓ヰり碑青草巧琶測出

直内卓絹へり建物巧部署と専守緬LTミリ､今回的げ野ヰの剰ぇ塵和､ラ屋内額

し｢こりす1日b寸巧｢これTLDで針刺し｢｡屋内､屋ヰ巧線菅辛から屋内ヒ屋ヰ

射七左ホふ｢こ.屋クーみょ〆各泉尾碑塵内野にh､けも亨竜確かラウキ与は入ヾ7

リーり韓泉と刹弔L､TLDトニよi推定席竜より乏し引い巨.このよぅL｡tて

斬り屋内ヒ屋7一つ卑膏守り比を息泉尾席虚礼て平均し それ相対棉孝緬席上渡

rこ射い思スて･･力も･こトラの比巧値はふ粗練直内lこ机､てり甘対席車齢を巧

ら推刺⊇れらよぅIこ､丸考斥ばりつ寺皇手レ､東泉い･非酎こ八葺い｡そ巧理由

辟滞鉄臥7､-マ､77錬蔀ムよい･■羊7‥¢ワ7ふ且り家屋内軌よ尾如､ら〃款和魂

ンールト■働果が八竜く.産ヰ中線尊七尾内り線菅巧軋｡温捧的ナよ喝嫁い･リ㍉､ト

う′よ11各を屋の与1未申な尾ヰと乳与せゝ摘町と五戒l二ほ決めりれr示いこと.才

巧手竜泉からの号与主五凍に乳嶺ちのト赦しいこと｡弁打よTLロト早苗各卜
気t号振り恵良主lっていiい互ぃ毛利叶すう巧い1敵tい苛?臭い-.如シれち

ソ7本一息家産lよそ巧比り瀬端席孝婦如ヾ非串巨人毒くみ方↓¢撞ヒなっていち

常飲範ヒネ且っ象足ウゼの比l咄j♂光屋内｡乳膏が高くなっ一ト､ち.捧に｡り

射九は涙覇･て三朝=専竜地京で蕃†刺しrJ乙内ヒ風水〃事Lすrよトラ丸子い本島

フト毎朝対軒巧比.坑ア∠と比1t=い享り高い施て･あろ.

昭沖き亀地方巧屋内ヒ屋ヰ巧疎音李巧虹
泉ヱぞネゎ丁こ屋内ヒ屋ヰ巧線萱雫可九に津絶池れこ机も拳度風塵帥主宅敬

絹住邑韓さ†飼主額毒.施理帝礁新局(′′7∫1)と居直レr｡荷重字頼長争司



泰l 領一屋鳳 直別 平 均 線尊 卑

(TLD:H SO-S)

車風鵬 子株韓青年レ払)ヒ席華旛鼻(相対僻耳麻鼻〕

鉄.骨 錬､静

′

屋 内 屋 外

〆.′工♂､J〔7チり ∫､〆工♂.∠〔′′劣)

ブロソ′錬 帝 ¢､′土♂.∠(′Jだ) ∫､β工′ノ｢/gガ)

デフ､セッタ与良 ∫､∠土/.Jい′㌍) J､J工♂.〆(■ ′ク‖

車 道 スJ!/､占(j/劣) g.j土/.♂(/√宍j

ノ㌻ ≠本 ∫､占土′♂(Jヱ%) よ7±♂.′J/∠%)

半枚弔養子萄㍉よ†軒当り屋何屋外ふ≠本､各を息撮直当りね本ヵ､ラ

∠ゾケ､全教でスよ〆本であら.

泰2 屋内 ヒ 屋外｡線号亨｡比翼

･ri-一二･霜 比ヒ晋の凍準佑星り甘叶/梓年端差〕 封測軒臥

鉄骨 鉄砺 /j ± ♂､〆 (Jク%j ∠軒

7､も､77鉄筋 ♂､7 十 ♂.ヱ 〔j¢Z) ∠

半7､､ロツアネ､ ♂.ア 十 β.∠ ｢7よ㌔) 7

未 達_ 1j
+

♂.j r上之告) g

合 す本 (/ 十 ♂､j 〔J′完J よ7

¥亨竜碑｡線屋号与は屋外摩り､♂ル凡//左.屋内は鉄骨飲約〆/､/

ル尽力.7､､ロワ7鉄筋い･J.′′尺4.苧フー'ロ､77ふ乱打J･∫ノ竹£

木息軒J一打勅とレ､ふそ〃植ゎ､ラをレ引いて尾ヰト可イi屋

内巧終章字っ止モネめ｢こ.



(15)沸25桓沖蛭腋喪療のアオノノしアウトネ碑到朝潮

現象青嵐測胡測イ再
縁.-′本

1,絹吉

頂細巨引そ絶き′オ25桓沖醜車線のフォール7ウト皐蛸倒産斬っいて
何棟相法細いて摘草如瑚与行っ摘果ドついて′鹿酌照師宣

Z､細を僻見の親藩

冊フォーールアウトの列座饉範ヒ頒竹の子憩
泉東館が桁柑輌抹和樹地上をを起東とLて′臥卒倒血二郎ま綿風与

Lて作回咤子掛軸席離薮トLて′7オール門トの出現喝吋摘帥嘩
仁もの鼠才1泉ド哀し仁｡ニリニ払如キ卯勘凋､施⊥丁口川平比内の

了オールアウト南峰すると線画細る晴何であ盲,
牙1伝ト4団は､上童顔チ占川爪′∫如8彗J卯β加♂鳩の子均堵の傾

を絶ぇL.ヰこの風こ虔ば､れたと絶ぇLて/♂桓㌧葺空 占ヤ及が､ヰド

から古称肴加の降下朗で7オー′レ門トが紳ば′モの甘碑ド阜0坪の
雁出蔓れ亜めヨイあううと予測Lたものであ盲｡

〔2j子哲L観測鮎の対み

.別個(4回で久一仁子警醒蕗がら見て壬ノ′才ヱ∫回千国楓東館の矛与響が演
恒域lま′簡易抽鍋地岡上摘んた懐より南帥地域ド碓うれ′項Jヒの

及ば古いと思ぇ咋ヒこう′乳倶拍､な鬼和牌にも都督があったと首プか
子楚と｢敦Lたよぅであ3.壊軒規模槻丁〟T細孝2βたプ叫であっ

7オーノレアウトもケながっ仁と畏われ古材∵身地の乞ニチリンデポスト廟担･
ヌ嫁着分如瀬島と卿相性胤こt判酎す3りな埋れカ守が如､1仁

(封阜宅髄･

朗乗組乳酌ぞ行わ寸咋場机新高虎ヤ塊御伽頻射絶坤抑留

が或離ゼも掴めてU､うと′ヰの絶の押測楓こづ㌦て予告冊丁すぃが∴和
明ナか卜爆酌時と掲町か精髄が咋､けでけ､神々に碗埠な予後は立て軸
如｡ヌ責濾卑称の上で埴層風の腐卑小一二っいては′裾線性紺ソニれも
剥が軋がLいが′碓行の方確を伺いてのそ男でれ机電解田風こどの旦リ
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サ 了 泉
‡碑下速度ワオール7サトの

痩頑固帯
フォ了ルアウトの

顔碓そ徳地域(錦町
1つ柑て2嘩"7吉崎

丁8巳 0
～7ヱ

中画地細部攻が九Ill化軒

並戦地オ鮎ア虎〆昭留南軒

了∂守 ロ
～0占 l妻凍地方南都即発藩地方

了ぎ日Oj～丁5 イヂ垂碑オ′南東見げ如ヒ地丸



p㌦3 淫適度放射能響㌣ご覧度量鮒3
0･5 sEllDAl (20碑伺更正値j

TOKYO

OSAKA

液宅j紋日時:14日1い削甘中和和



(16)上層九泉平におけち七度度について

粥街大草級

久催添忠義 濾逆芳久 阜慶應三

1.梅吉

/千首牛車かう死産までり､セゥ5叩ゼり櫛東を行った日時り史如気圧=

ぇ､別品夏雲左三定言桝ヒ舶り経年変化脚たりで･それにりいて和惜す弓泉田り命数(tは郎過使者苫迫って行う机真幸あ苓が′舶は気象データ､周

すろ時針こ困難がわ苓つで,攻つか去で舟類した｡
lり 捕吏した臼り前後3日厨つ碓上且か打β仇占え気団ま錮ヤて､日本上空り雲

居乙勤王鼻腔壊した.

㈲ 何と､く前棲ヨ日周ウJせ=trせ叫り使遥･勧ぎかづ,泉田りおよそり塊牒1

(ヨ)捕吏したβり厨阜面介ヰ囲より･日本上空でり泉田り艶即決定した｡

机上で決定した泉田り配慮ヒー銅叩どぞ旦輔果した日嘩り解析史域り血血J
鼠締高慮り濃度分ヰ厨ぎ多眉にしながう象馳舶した｡

3t 判定結果乙眉屠

摘キュ気圧=熱帯大儀吐気壁=につLJて止囲1,小笠原気団(村羊歯孝捜凰8

しユては厨ヱ､iへ､ワァ島田(質草九座模範団)にワいては囲5で草す｡各.り棟薪

年.縦軸J増加辛で百､した′七度度であち｡視点一これう経年軋此度か且ピ_ク〔て

解凍ナであ石.机上り命掛去で凋､全体り拍男折衷醐に舟類でt‡た｡頻ソJ

ワいては身回り叔巷子は削除した｡
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(17)大知弼直中の細線敵

う鰊鵡塵塚細打

身欄晩.本御に.高官一

同鉢担と

崩さ嘩中0フォ1レ7ウトド虚酎相身縦軸転頼経ら棚`‥
郎冊√こ､欄簸醸装澄掛て絹和軸:木棚肩稗田の地上

他の升鮎麺連摘車しゝ柵瑚席の鯛略如恥ヰ凸耳川拍煉連
本軒(J､掃射絹粥叫軸相和百わ1哺緊Ln主観産ドつt･～
左軒吉釘扁｡

2､蘭重秀軍の概容

U〕榔酔J硝尺度
木骨鰯芝甘プレフィ`レク､管見乾蜃舞およぴ･スポ⊥ジフィ′レタか

軌範風Jl鯛杓=帆きて一郎ク 桝ナ相集直Lrこ後.ブレアィ′レタ
菰醸如呵ア′レユー′レrこよソ磨き晶席し､ズボン"‥レタとども
節折クとぞ■斬ユヰ確晰ししぞ柵料れ卜｡

射夕祁嘘
伽柵叩酎亡仇功スナP小孝索癖仁入卜沌r⊥り廉出鼻ト

ベタトロハリき行)仁｡㌍∫rいっLlてげ脚批御､鮎､ヮけラ
新和トロトダ刷線描こ恥､てりDユンピいダ〔叫声
紬ソ∫パ㌔rの酒瓶竜虎蒼し仁｡

3､茄 照

左l-lノl-2仁子し仁｡

4.鮨語
句針㌔わ虐卦:ト畑鵬買付さ功晩′こ17けラウりや線スパ汁P

使用を軸古しト｡ユタ0朗鋳功帥軒扁強圧葦哨経であっ仁｡合鮒
ブ解痛⊥拍毛lこ†シプリンデのシ嘩軋､前降虜硝素肌巾､1卜い



泉卜I大泉凝量産千綿紆桂細

集塵歯 向

,7810川1- 12/19

放射性根絶浅見〔Ⅹ10~3
144ce125sb

リ812/19--79 05/20

106Ru137cs 95z

ー 0.025 0.026 0.001

0.149 0.086 0.274

ー79 05/20- 06

17-06
0.243 0.161

妄卜Z た寅i喝直中企々‰親

t77 05/15

06/02

ー77
06/02

08/01

0.586 0.0

0.215 1.10 0.0

I77 08/01

10/2ユ

†7710/21

12/07

ー7712/07

I78 03/10

950ズ(q 864x`0ミ 1170x10 677¥(0さ 1340x挿

0.116 0.079 0.106 0.020 0.



(18〕免叶中りけ≠工のイオン秀牒拍打席へり｡メ鳩車り宴イヒ

患赫増舶紺朗
壇 雇 塵ノ

仁 経 書

葦和生拘曹トよき戎連汚酎,でチ3利権,一年Jこあざ｡とが官声い･ヒ

5｡畠蓮如q蘇射伯物骨相うJ碓佗′7-‥モ席軒かせ曹Z‖針トキ

いて桝3と僻呵絹板碑勘彦ナ魂l乙′諏射峰物脅か尿春雄舶叫
狛=帝好すうごとが柴倉～止ち.牛れド木与抽∂熊射場働甘り斥力で.

喝卜垂専乙Il呵泉叶への崩け食卓与れ

軋オ中巧桝工‡風車よく都塵す∂左〆偶作′如rザ巧〃せガザが揮女庚

申軋揮杏現存亡Il†こり′とい【♪律宮仕す拍､了知ちこtかぇ季7一■盾3甘

ナt-一汗嘲♂-如･争II.卿て.女計恒l聖てイオユ卒頒布締仁碩應士1

てう揚/iけ ¥り者響かたで葡ヨ.庫ヌ帯′和作′碑如侃り鮎嘩嘲′

ドす3承叶平りけ±分布の書イ拝.主作 付1肴頚碑膀1ウ破局手巾妻〃･

了検討L.丸∂げっけせ ¶倍音胡座拝のノ確史ド奇弁すき=とてβ桓叫二
餉恵でけ′淡叫中山寺之酎席軒L′筆俸鼻血りIr謂官女叶て7

射も可患過呵軋債務諾申子がt･付され汁車りぼ工巧什二有刺凱

鳴斬巾青桐汁′ かL叩略叩トトリ 与し汁やりけ一三破局辛が捕ク

ー愕モ･す酎ま′羅丸干っ止卜蔓ざ楳軒tl縛粟 生措庫由/二

触恒′伊r渉い手動て針l之′戒壇‖集中庵且嘩嘲′彼往王ち廿ぅ

の川t可イオゝ有頒布軒膀へり破局年中青直言計炭.

2･飼養席阿れ楓草
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(19)砦歪羞真読賃禁坂岩鮎墓壌および

(財) 日本分析セ:/クーー

柴日長夫,滝沢完治,宮本 聖

書清水克己,荒木 匡,樋口英雄

l.緒 言

科学技術庁放射能調査委託にもとづく放射性降下物(フォールアウト)に係る環境試料中

の放射能調査として,5 3年度に採取された雨水ちり,陸水,海水,土壌および各種食品な

どの環境試料について90sr,137csを対象として核種分析を行ったのでその調査結果を報

告する｡

乙 調査の概要

昭和5 3年度中に31都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけた各種環境試料

について,昭和5 3年10月から昭和5 4年9月までに
90sr,137cs を対象として核種分

析を行った｡

h)分析対象試料

分析対象試料は,雨水ちり,浮遊じん,陸水,海水.海底土,土壌,日常食,精米,牛

乳.ドライミルク,野菜,茶,海産生物などである｡

試料は31都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施されたのち当所

に送付されたものである｡

(2)二分折方法

分析方法は放射化学分析法で,科学技術庁制定tt放射性ストロンチウム分析法"ぉよぴ

¶放射性セシウム分析法"に準じて実施した｡

3.調査結果

昭和5 3年4月から昭和54年3月までに採取きれた主な試料の測定結果を表-1に示し

た｡

以下試料別の概要を述べる｡

(1J雨水ちり

各県の月間平均降下量(mCi/k灯りを表-1に示した｡なお雨水ちりには測定結果が得

られなかった試料もあるので測定結果が得られた月数を併記した｡

その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡



掴s- ‥

0･0=〔(1･002へ-0.36)mCi/k皿2

13Tcs i⊥〔)亡i2(0｣)0∠巨㌧0.55)n.〔1i/krれ2

年間の傾向とし一て盲ま各県とも4､6月に高い値が認められ,地域的には秋乱 新市,石

川,福井,鳥取など¢二･日本海榔各県と静岡,高知などの各県が他県に比べてやや高､､値を

不Lている⊃

r2j 浮遊じん

福島,茨城,新潟,福井,静乱 髪知,大軋 鳥軌 広島,長崎の10県で採取Lた試

=削てついて,名県四半期毎の測定結果の平均および最小,最大値ほ次の通りである｡

9q
sr j■0

=1､37)10-3 pc.//′汀13

･ユ7cs 15 r Ol､6･3)10-3 pc./`m3

いでれも第i黒牛蘭濯凄い値を示しており,新潟,福井,愛知などが比較的高い値である｡

潮 時 水(上水)

一上水=射†水,潜水〕匠ついて各県で年2i亘～4回採取した試料の平均値を表-】に示

し.た｡

そピコ全国彗巧ねよび最小,最大値は次の通りである｡

90s∫- 014=川Ol～0.49)pCl/1

137cs o o2(0000～0.06)p(二i/Ⅰ

地域的にほ90s上では,ニヒ海道,秋乱 新潟,京都,大阪,兵庫,島根など,13丁(二s で

に北海道,和歌山 愛媛などの県が他県に比べてやや高い値を示している｡

回 海水,海底士

海水は10県,海底土については11県で,年1回採取した試料についての県別分析結

果を表-1に示した｡

その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡

海 水
¢O

sr o･i4(0.11～0.21)pCi/1

137cs:015(0･11～0.19)pCi/l

海底土 紺sr 二 5･5(1～17)pCi/kg乾士

137cs 二 82〔12～180)pCi/kg乾土

海水試料では塩素含有量の軋定結果が低く,かつgO sr の測定値が13Tcs の測定値よ

り高いもの(最大値)が認められた｡

(5)士 囁

各県年1回採申した試料(探さ0～5用,5～20亡簡の2種類各1試料)についての測

定結果を表-1に示した｡



その全国平均値および最′J､,最大値は次の通りである｡

0～5 用 90sr
二11(1～34)mCI/knf

I37cs:34(2～150)mCi/km2

5-20 c鷹
gO

sr:21(2～83)mCi/km2

137cs:36(1～130)mCi/km2

(6) 日常食

各県年2回採取した試料の県別平■均値を表-1に示した｡その全国平均および最′j､,眉

大値は次の通りである｡

gO

sr:4.8(2.1～15)pCi/人/日

=T

cs:5.8(2.2～15)pCi/人/日

(7)精 米

各県で年1～2回採取した試料の測定値の全国平均および最小,最大値は次の通りで慶

る｡

90sr:0･7(0･l～1･4)pCi/kg精米

13T

cs:5.3(1.0～17)pCi/kg精米

(8)牛乳(原乳,市乳)

各県年2～4回採取した試料の県別平均値を表-l一に示した｡その全国平均および最′上

最大値は次の通りである｡

川sr:2.4(0.丁 ～16)pCi/1

1ユーcs:6.2(1.3 -64)pCi/t

(9)ドライミルク

ドライミルクは市版のものメーカー別12試料でその最小,最大値は次の通りである｡

00sr:4.4～ 83pCi/kg粉乳

137cs:17-230pCi/kg粉乳

{紳
野 菜

大根.ほうれん革について生産期忙合せ採取した試料についての測定結果を県別に表1

に示した｡その最小,最大値は次の通りである｡

大 根 00sr:1.5-32
pCi/kg生

137cs:0.0-16 pCi/kg生

憎うれん革 90sr モ 0.0～52 pCi/kg生

131cs:0.2-30
pCi/kg生

なお青森,秋田,和歌山,愛媛の各県については,大根,ほうれん草の代香品として毎

年きヤベつ,はくさい等が送付されている｡



仙 茶

静岡.京都,鹿児島(各2試料)の試料についての平均値および最小,最大値は次の通

りである｡

90sr:170(5T～410)pCl/kg精茶

137cs:240(140-350)pCi/kg 精茶

拍 海産生物

各県で採取した海産生物は海水魚(カレイその他),月類(アサリその他),海藻(ワ

カメその他)である｡その最小,最大値を示すと次の通りである｡

海水魚
gO

sr:0.0～2.O pCi/kg生

=Tcs:1.2-21pCi/kg生

月 類 …sr:0.0～1.7
pCi/kg生

137cs:1.0～3.9
pCi/kg生

海藻類 90sr:0.4～4,2
pCi/kg生

13T
cs:0.6～2.4 pCi/kg生

拍 淡水,淡水魚

淡水は北海道,秋乱 福島,茨城,福井,新潟,長野,京都,広島の9県について年1

回採取されたものでその最′J､,最大値は次の通りである｡

gO
sr:0.01～0.39 pCi/l

13T
cs:0.01～0.09

pCi/l

淡水魚は北海道,秋田,福島,新潟,福井,長野,京都,広島の8県で年1回採取きれ

たもの(コイ,フナ)でその最小,最大値は次の通りである｡

gO
sr:2.2～120

pCi/kg生

13T cs:7.3～19
pCi/kg生

4.結 語

科学技術庁放射能調査委託にもとずき放射性降下物に係る環境試料中の放射能調査として,

53年度に採取送付をうけた各種試料について00sr,13T cs を対象として核種分析を行っ

た｡尚雨水ちり試料では測定値が高い値を示した52年度より全国的把やや低い値を示した｡



表l 各種試料中り90sr,-37rs の地域別平均値



(20〕枚車線こよろ視軸帖隆下鞠叩精確■｡おlナも経年的隻勧と

鱒虻卑他紙果

茨喝県忘普根街センター

小池克冶

/､緒言

ノラ両耳川に某頃こてLノメ･キ:シつlてあ､し､て更上知の射え醸も畔地してゞ人来､キ

､守1垂イント､ポ史観したのた乞新て酪嗅乳量t}触らうロMT､複号裂畳･き.ム机)MTと権

て＼､ちク､ごト∵･により常生した殻新旭韓下掛ま地球丘威lて京王ポ､リ､よ1諷サれて､､

特lこ落城壊机っいて､過去代打りち棄⑥沌退潮したのナ､魂篭う与｡

2
押ふ卜

′きを5埠下量

水摩Lこよりる9告｢､′∋ざ5韓下号モ経年紅絹寄ずもと冴}旬のょう叫間断

ゲっ･て阜は/ラ∫?午と/9占3見ナ､､J?占午年玖頒､j埠下号も年々少なく1り ■葛穣

りみうれ㌢い｡/チ付与〝∫?門写真でしの水戸にあ､りち9誓｢､′さ乏;り糸韓下号tまえ

〔ノfこ㌔尽が､17J仰こイk什㌔ヒ与ろ.

う.色視線青年

官職観音牽へ夜毎條如､り7ウキ上､り臭味マ■て束･レし､=?占早婚ヶ､う,古けんの

々㍉上耳の揚句がわうれる｡∵れら♂ノ中に-よモ紙の触帥性的簡によろ線量も去まれ

か､､把哉に篭壊した一ろそニ･こよう外軸頼･よ､〈線孝一3､I†い与板根性韓下阿り囁下卑

∩とうて､､凡そID岬帥/′斗ヒ抜足1れ､甥危13う､ヰ叫てイ阜こなフい､吉｡

ヰ､エ薇?｡チ芸卜､一どs

土如の9告｢､′3とs葛轟音の壌如 9告卜lてっいて､ユ尊下阜ヒ也如､_敬して､､

一う‡sl嗜下号の壕勧よりは相中ご∫一叫すれい､う嬢勾棉ちれちモJ如上如

亡くしユ9㌔｢より粗七しLてく＼､ためと考えりれちセ

冒､泉葛を軸中の9‰ ノ与…s

数馬毘均の1べ哀し才粗と野菜であろ｡抒菜のヲ芸｢す弓貨t確かう甘ご主で､ヤニし絹

噂かてiでネち｡した†こ､フて･研貰中りl?5壊東･11-モミ巾卑下音ポ最も脅かフた

鴫に希､､欄鼠ホして＼､らハ年女⊥ヰでも常用♂)ようド′ラムう～/机年の一芸各
年､､埠鞄にlど～濃度も前い信互不して､､ちJ号れtよ､牧草ヰの)賃ウご主ヒして葉面

三毛梁tこよもこじと蘭連ウニ新ち｡最且･哨下草もサ､1くづったために､牛乳?ヘア乞卜

も低､､伯L舌1ようド㌢リ､七郎J威的1ちカこ､､も与た人_ドプ1巧二h√r/一1っ,7
二

7､､ち



揚水中小う源泉八礼砲耳ち凱合lよ ■㌘ぅのネよ管卜よりも牛確`まど島く.一ち三5

∩池亀ヒフてみなと､海水中で平均′､ナに如し料庭土ヰで′りlい､う他力ご碍りわ

海産1中でも一等～の鮭阜的匂奄如tユ蜂下寺ヒ唯湖｡耳れが計られち｡

7､産尭生物甲のヲ㌔卜/与を;.

チ告…射手へ叫ヒリbみ-Jエラ乞射た直壊吸収欄合鴫(一ろ之～.き東嶺溝

に1もに隠って潟塵イ組本島く写ち偵勾がめみとモれ乙､､ち｡軋町棟射寓碑確､古

風叫転恩遇絶､剛直穿により泉≠…く-､､窮鋤与≠埠励もつ冊こいi嘲簸で動

につ､､ても祖い司牡r訊をが､-うと‥よ現職の有力埴鼠｡埴富木しア､､与｡
音･各確環鹿均項ヰのラ乞｢､tち三‥｡よも両軸外軸輪.ま､く線量

升l泉は程度拘留中の?‡トJ一之ふ抜取1こよぅ内部禰いま､く緑青ヒ地毛.｡葛藤し
聖lこ=東和娘ばく埠号凋耳順であを.内喜楓よ､く対象物呵れ､幣貰､埼

鏑両袖紺=咤線計算方緑風寺絹葛全発行か痛感もユタリンケ＼｡間

にしモボフた.

綿襖ば､く線量ヒ梢帝甘く線量ヒ患わ七をと､紘曳軋こよろ碓郎性鯛｡痺

寺号サワたノ9‖卑が約エロ帆r叶西､り購与力ヾ約甘爪代小/年､J招7年ボ約5

ヒ¶も,-綿破ば､く線号･ま轟音預払で奉呈れてい与ので､卑鴫裸ば､く線蜃偵と1

め巾似てな与ポ､ヰの針1過もに横取し埠内に韓っい､るものがりのむ寺ヒてれ

楓知育射壷皇子えぃ､るとみぞよい｡

チ･鱒替

地オ自治体佃甘7ていち環境娘射線もニク■リンゲー3､ゼの■主自的ボ鼻血線号

がれるようド守った∂ そ功場合､過去に墳敢した毛頼りの線号音与の取ソ掛､

い7車扱毛木革帯ヒ㌢れlよ孝で､あ与｡

200

100

MCl川Hl

ほ7c

90sR



甲
q



ポ∴招か∈廿囲蚤ぜぜ蟹車庫パ水

理粛鷲宮(

)

J忘オ強硬襟小㌢⊥がぐ廿≠小卜一国寸ホ

¢
ト

寸
卜

¢¢n

･
･
室
長

東
J
ヽ
ノ
ヽ

四
卜
U

巾

ノ
■
､

0
寸
■

-

⊂
〉

0
卜
･

す
N

ト
ー

寸
¢

ト
ー

卜
寸

十
両

せ

■
-

ヽ
-
■

く
♪

寸
の

d
凹

¢
田

寸
皿

寸
l
n

r
q

｢
√
)

密磨品
･

官

｣くト
ー

′
一
､

■
■
■
-

¢
¢

■
■

の
-
■

8
1

く
¢
田

叩

0ト
ー

-

ヽ
-
′

l
√
〉

巾
N

-

N

四
U

′
■
､

■
-

田
叫

●
■
■
-

-
■
■

■
■

■
-

同田
ヽ
-
′

0
0

0
(
⊃

0
0

0
0

0
0

【
こ

∽
′
■
､

0
く
♪

す
q

¢
q

¢
の

t
♪

寸
N

0m

-

ヽ
-
′

扁
巾

N
N

■

-

也叶

田
寸

の
く
♪

ト
･

¢
小

0
-

N
同

寸
同

く
p

卜
･

¢巾-

く
♪

t
p

t
D

く
♪

く
○

¢
卜
■

卜
･

卜
･

ト
卜

卜
･

ト
ト

S
U
卜
竺

〓S山∝｣¢丈＼一Ud

∝く山一＼王山∝≡

缶0仇=S山監笠＼一Ud



(21)鼎青物瀦射範′て刺すま誘笹

屋細腰碑生五顔穿宵
･ぺ 小泉 正樹

/郷首

並キノ承要吉周速球瑳の弟射頼ノレイ物音働重荷礎四声州の..朝栂務照射如{汗

けうと柑試ね･二席如廉艇鮎呂律範柵瑚7いま.承蒙仔,こhわ易柵･1か肯ソニ

掬如頭痛掲感知/っ1凱ノガ勲如点く俊車修稀仙､らいつでま盾凱丁楓･{可麓で創

£き備えてl一畠たれ声工和為漂着物とJて片肘如いよわ瑚ムけ∠恥う､､中線確度ラ

tて対席弔ごとドゥ昭′頑席紺の郎ヨ言争こ廟句碑A瀬ヒ=才畑担ヒ山下こ描け-才ってし巾1

顔工叫右増かぢメ＼,刹屠デゾド〟舟殉〟ナ舛き顔刺しFリlて確壕好物幻丁届薪､濾柑三

拍＼という和一)が東和頼ま｡オ軟調別井句碑節レイルザ物賄き碍癖
軒ド如神棚如糾い1剖柵柳こ′虜融域巧属官ドゥいて研香しJ上髭功ノ嘩心

音ぞ柚鬼才わ郷務軒肺.だ嘲′丁みサ綿貫軒科のサニナノフデ顔見杏ノ√馬首あつ

猛嘩ヒ聯卵ヒの郎和丁っぃ了常町苫妨･ノJれ"っⅥて残っか勿府離婚肴巧7･覇者
～ 蘭書れ節質

回l瑞軒搾取半音轄両島

観相′′げす卿酔顔町長ぜ町戒喝一献了鴨行｡親J

瑚バ碑月わ'如可てt､如小一打榊L斤｡疎密戌訪一訂周/√J招菅

～妙打者点て僻痛ふ少.廊櫨租ヒ打ノ〟でナ小机…形～､′プロJ

右藍皇(て戎親しノ馳軸恥しTT｡抑新剤凍如郎の席オ鳳
鞠和摘摘わ′柳て循h恥御軌古老腰(ノ基碑〝～抑

イ亡′ノ豹と佃クリか虜て､肪l,廊と摘亀頭輝柵打Tr勺すタ寿軒掃

っいてヰ好球予lて戟.勅.せ翫相互偶巾て周庫Lri｡崩打巌
隠朽クオわロー錦鵬J物上即妙り/こ加東･｣ダ苫′卵触ノJ長潮

7婦行｡紬恥ノ歩塘婚JT録して蔵物rガ1鼻轟仏ソ､･ノ
勧胡れ舶用姉布

3 都度紆貫舶叩斉家
川親柊師環

應軸物探弛∫抑絹廟蒔I碩′庸樋押顔メサ

宥さ峠解凍ヒ朋､､J首席イ鋸｡加瀬て胡と鰯′け姉御癖･甥如拙叫′物感

電軒叫抑蒼ぎドガ仇て据卵亡了いう｡Jれ摘要へ勿首席作き封7相好≠軋√J,-わ耕ノ､､よ



ぼ卿がと癖バブ･ソ雪組.挿甘庚痍適扱高サ巧リニア･頼甜ヒ覇書あ廃熱享

項タイ悌胤屈折き棉薪麦調書の東和璃1凱｡ル/こっいて兼君郵料ド刺て柵〃二

仔頗確教トJJJノ遁僻ノ彗〟周芽周〟伽巧打郎ペリの旛粛励可′Jノ労相これ∂･,

アーム･与顔耕卓斉十力･紘てヰ加ら折加Jてい畠∴､､l､一斉ノ摩すヂ巧ノg･ず魂働差ノ

ナ≦ムJごトJで胡.叫艶来宮っ一山′周/切々ナーれ声l.方如碑白鍵椀動あ豹ごっ一

計〆て'､村外軌チ♂鰯巧凍郎妙几扁球乏動ド右rこ∴相調レ棚グ碑ノノl-♂
千魂貫けっ伸ま′物ぼ均t演題粛蹄ノ摘録助㌍乃ニクエ･佃J拙乳の伽珂粁て､宥

巧群が飽和3J紬傭3｡湘土あゅフ判湖礪酷刷籾如酸潮刺
す碑軌こっいてブ功掴まノの碑郎掛Jい夢勿麒ノり射弟あ老妻宣魁甘密轡研∋

け珊1ぬJの鰯夏草すて山下紹和解ノ解僻事革如帰剛毛とわ兼吏¢ぶ∃

㌢の射宕Jら′りダ墳呵り打照細身き㌔ホ.

周布若気宛葬坤餅糾わ顧噸どの脾

卵ド募兵身ヰ屋禾し声が朋､定期づ埠きJ了い5｡抑哺け貴君ヒ蒼好の戌顔せ二

紬才ヨ強健額ど劇了みリア幸助錬h甘畠t千尋菓麦′ま用命磨顛′戎卑√J)てやゃ貫

グロマリー1Jれ〟伽の露点け二鞭打′富∫～ア如7･磨茄･｢弟力吾郎吉山勅封′切出≠

摺!てクβマヅ/た叫′形叫〟抑了･■勲〃腐寝耳/如イ描くノ貰塞が姉､ドJ梯力r〟

〃)ていj･､､の苺ノ｢為抑･J詔賓的仔夢棚‡き庄原担と吋嘩ヤ弟顛ノこよて周
葡如蟻礎バ.地軸嵐ヘヤ首席偉才耕相場合Jれわ訝柳ぎのふ-が脚頻

軌ノ着ぜ壬赫り碗桝リニア濁度互帯フ軒如こフいて原町畔曙｡･勃jセノ

藤青書草月府ヒ～欄れて顛紬こ物点画廊と確績を如しト芽讃㌧.ガ射熊芽唐
音寅し下¢ 素月がら.魂蝿畔掟荷担斉酎挿j壬坪勲一姫のげ郎り百島り√ヒ

帆5.こ〃ド頒=り郎ド細事軒丁みけ占斯ヒ風打範芳嫁物照身音着けヵ､二物雛

もノ司凍ド市郎噂ヵ､瀬卯γ碑り㊤嵐,Jと録J7り与‥切√かた叩㌔､潜血の賭

甘い1.ガ和深の蕎粛舶り′榔レベルー礪趨よが辞如拙如両斯成案叫
朝礼て音勿京ヒ坤紺卵苫床摩す如朗晋りの頻イJ斥嘗の飾ふ〆魂肩か一i

こ耶を秀風襟首りのガ嫡イ宜卸すまじ薪碗ド廓凍指<′朋､牒鼠私通力
ぼ碑～､lこ,ミ官掃いヒドブきれ乍い｡つ承り光打罷が舟軒礪取細j虜#巧チ

が朝指市野一打よ)てⅥう｡抑首席薇恥甘解し即さ鹿ド卵J､甥ア亡てぃj｡l∴､､

安易ドり碑窟や｣担が硝し必須¢風面虜が頒アすきこ紺r)て畝嘗ド頚革∫甘1畠1

すうと一転;両Jしヤ′旬アJこノネ柑づド瀬事績ガ劉巧局覿宿っ射止粛軋靖rレ

射け媚常吊=頭動乱､{スチ冊IJl､才チ山諷ビ闇軒恥朗が高く甘緑風句り

イ射｡ご㌦らのごと′㌫朋敷黄むぎ勿君僻し斤密書り沌ノ穀倉せ如′為賓功ノ



堵命一定片■こ卑属すさ長1いカうつ｡

ダ席声音

耕蹄軒亙れ丁こ灯域輝彦巧覇牌軒の厨貨リガ嘩融悌姫功ノ碑ドっ坤…
席巧サニフ¢リンク十.卵ソ♂如乾如見通れJll物千句逓′ユ堵碑祀着嬉嘩J世相～7

メ葛窟掛こ.郎了∫J葉釦kかこメ増訂解凍屠が赫pLノ糾鶴川如け那町有

ぷ兼細ヵ∴苑敷こ壊照雄畠遁ポっ-∫J坊着作周が′オさ揮ウr小身占勿ノ蒼書か-ノ
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〔22)TLD都営鰯軌こよる劉摘那繹欄史観果lしつ=て

簸礪膚公賓枝折センタ一

♯平年保夫

川緒毒

頚槻で私費身丈老中腐吐地如叔射線のを腐積算額者欄鮎昭和4咋か
までガヲて級骨針て衛づてモモ｡ごの南村ラス線優執す制定上層升密畝し止の伺腐

麻にかlても偉離れなく昏り.昭和偉か言卓セニや一ても封蛍池疎音節食使用

うに走った｡ご=に4軍何の刻鮭纏東電顛暮する｡

(か差鯖節喪中粛啓
権摺したTL口素子削ふ鋸㌦)も対質亡したナシヨr仏のUD一加5である｡

諦敬老者川-す一滴r乏′ヨr/川〕D-如∫Aであ石｡リーダーの葡正はリーダー
額李老承息碓再しモ｡

TLD郵定雌貴ぼオl師ヒうりで軒別把患である｡酪農方魂ぼ北上j仇他にイ

イト製の彦復旧∽町高さ一つ仰の円筒容器旦番手､その中にTLD素子左入九た｡

号り鳩置幸吉軌註､当初2素子て′砿和島守り帥S4長吉王道くようにした｡
触与葡3T月島ヒら丁月毎の傭用て泰っ吉れ昭和ミ碑4月かミラ十月副こ絶一

丁川素子自体のぺ､ソアグラニド線書こ中昏部局互細るたのに釦磨着付に素
一別勾傭零した｡郵鮭値廿ろ鍵魯審如低塩如もjた鹿毛五味の嶺貨線審とした｡
努ト4翫賭剛岬翫､う5甥産までの刹定鮨見である｡単任喧仇Rて･かノコ

牽鴎旭日郎崩る｡昭和紳のヰヘ6日軸は鼓置日義郎くな‖のて尤物舶り
埴で奉る｡謝定地点軌こ叶るし大密町｢フィールドか最も痛く他のnそ2堪の値

て=る｡ニれ凋.屋タトて如才篠軸嘩蛍凍盲解ってt､否ためてあ否｡肺珂貴市磯節､

､康隆大田市峰山中噂頼軒他t比赦して平平蔵l掘互示して=る.一塊に頚慣ゎ点
J傾庭∩よう在五億桶して=香れ軒珂表中鮒の燭台広丘くにアスファル欄塵

りきトト礪廿あり.席櫛前√燭射てぼ穿伽雇上にあり､紫Kコンクり一人鼓局中
軸他叔麿J儲撃て､ル高IJ似こ奇石｡血くに飾蒙面やブロりク囁筈叶裔=刹更地
立乱費海中.水戸五ヤ.大洗南中,阿曽乍軌､.中勧＼.日廿二高.血直′卜評

･舟射､･池魚小･相島中〕店屋1射こ3十月席でぎへ9卿･尺の低fJ値皇示しt=石

Jて堅個食青は舶應埋草や努頑弛が高IJ値宣布し､黒山庶兜(ローム戸)lヨ低l牒
傾向が加古九石.安泰､士嵐如症の卦宙加占1訓育とLビローL斤牡惨にあるか＼麿



晩鮎∫抑恕寒良にIJ此否ようにし仁,躾って拍縁者ぼそ九以前で店小‡く∫

lま末寺l珊て′利恵値l硝に昭和も碑朋収前で甘高く､保健で盾低く出てtJる｡
碑射推時下舶春季に嵐噸長姉あるが,TLD矧慢て唱､とくに射場声相計

った｡中馴大気圏鴫繁藤は昭和ナ席q､将､=目,血与?月,田寺3剛こモ1
は丸たれうまで薇喪掛て古希剛､百食草の嗜如か邑吉軋たこと桔杏ガフた｡又■

岬フィールトむ隙=て仔庸子力巌削､うの栽射頼の影響は見ち鵬かった｡

昭和見辛7へ今軸､5素子衝立今までの2素子か5年素子ド噂Lた.モの総軍t

前√凍軌価取れ平明か帖%であフたのれ7%仕に在っ吉｡存両 年革向の判定｢

薦如秦与も申預ったか.青与自体の薩摩力頂かしく､軍蛍紳偲侮言生態毛ml
仁｡文,恵与面への三吉れ州寸着筆て椒計救喜市笥毛の打壊佃却あった｡

金鹿漂

TLDJ3t長顛向に乗って腐首線曹息衝単にか7官吏Lて讃畦て壬る和布酎
締｡今像､鼓置方茸､男使方蔑も線-し.寄席.爪ノでラリ千左小さくす笥=とにて

頼宮壌の影響.綽音爪頚軌左鰹醸したl｣｡

寿有責献

川智寸断卜費考加府軋のバ､リウケラン根知線の諏奄,TAERトNOプユせ`

両軸綽滴用卜丁=相場八､ソウケランr､縁者属びヰ督線補正轟音の串価.即
金れ一回要旨集,/ナウ9

ロ凍旦典新邸硝稀:モ峨県下金融く重ける土療ヰ萩射憮痺確喪舟郎フ..萩師
♯l衷 娼和50年痘請 葺鰻盲 吼R

旧へj2日
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ⅠⅠ環境に関する調査(海洋､廃棄物)



(23〕風 層 軋 の 讃 査 に つ い
一

気象力 海草九泉宅

0風間隼人･内藤j

1絹 言

免責涼｢■虻昭和明年慮っ､ちヰ略喪に争けて軸･性同体廣喪初の鯉貢葡
B,C宗､よぴ甘美に茶け吉海洋環潮査(深屠沌の直轄判定みよ㍍各層観音満

腹定〕星､iた､長年虐かちは試醸嬢真に凍弟ちれたB鼻骨亙り環環藷

とくに珊東苦の凄絶測定乙分針て､1ヨ.朝か長期軒にわた言直薄利

街的に厨鮎真相く､呈甥ふこ設置した試賛射たシステ⊥は即に雉､

計酎大史磨くれでっと､53璃季に釣ヰ凸射訂¢卦且を吏薫丁三ことチ増長
九に｢､-ては 昨報り庫食寸一軒改訂て､｢ち｡今回は 古風i【入官刀直韓

のiとめ､53耳凄もでり各尊重顆胚雪景によ了荒専権楓q推定寺に｢､つて爪語雄･
すう｡

2一領査孟具

しA)直樹瓦 8細見卑席～男年度にかけて真如九た即売鹿馳下表

あ苫｡観粥昌は ▲･､づ､れも凄風丸(IJ`00t)であ3｡



讃〔ご恕…如帯徴は(明巧東風ま3､冒亡抑止よリノ卜さく.平年喪i言敏≡ォ

りイムスケー∫レイ大きく変イいてし､ち､しミり郎最大た連定言～-C〔n.′′′sr

l=たモのよほき､､値呈示し1し1了､し昭子日夏巨こ1E退歩こ新吉三信､:1

の変動欄青苗ヨ･本論査に使用Lモ泉産計は庖鮎-プ盲瑠式であ∋｡

郎叩佃り滝戯十より感度ボよ=新一､三組和郎低直鎖ででユ｣l､さい僅とご寧
何があ言｡R具に京け言直産別規定分布(キ4国)与見言と 2～7(叩膏｡

定断食布し1いち･これに射し･海綿†東嶺した鹿果は.噺･嘲弟』
が 上意己より大きい値互示してl､ち.

〔即朗醐虎果 樹碑にわた言直軸鮎スラAのネットワークが克

はネ動こわた盲畏魯循環班盲ためり竜輯としてはふ奇観の就農が確一q

う.臓Ilの且去鞠には通底のごく附加東武㌣串敢左腹吏五泉言よう
少l､が､遠路上aβ0～如0川じ損の発射情鮎翫こ乙は可能1{ぁヨ｡謹
諦査は牧夫､碩分布のコア一連跡･力単軸鮎轍肯により萄力如て､
着では無鶴丸臥り石オ硝であ了.ここではオ矧こ示すようにIJOO

無緬ヒしたれや0凸～3-DOOdb如何りどこ互基準にとってt仰のJヾづ

ちれてt､ち｡どこ互東泉面に馳ば東漸直にか恕が碍ちれちかは朋

と居とら如軸l強墟分布と再ヒ厳によら在け丸ば亙ら布い.

昭知良卑与でに妻峻別､東商した印¢0呵山風こよよgごÅ屠楓軒ごま綽(

あり､こ机らlてJ麺汎〔本庁)みよび高風丸(由領海洋気象台)で布フた毛の

｢如 何 巧打餌L 最大の滴れ

暗中i･月･β
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芽ざ日に元了知Cい円周に末けう真幸酌畠隻庵をの令市吉見言と､千鳥～北壇且季

凸帝､30¢ト14C¢Eへ･4ぴN･t60｡Eにオ"て叩軒､B臭(30恥､47b三)預丑て､

に僻≡芭新手が旺フ｡こ血かう丸れ主権足すさと Rえでは光度､史､
はJり-ン碩イ㍑より塞々q綿に見わ3可能性があ5.この解か泉針=

帯があり､蛇脊･吟和泉人草複削史すLが短t一郎ムスサーlレのうちに足さ1‥

であ言.きモ､別口D¶ノ曹在どのフ鴫古市t何棟布J†ターン左京して､1∋.

】
I

3､孟 とめ

比率頼長節句再則鮎青果ここよ3と.触の農斬ポチ忍･はに

大きく､諾五の短軸恥邦号音このよう在変動の一面を疋⊥て､1≠

たと考と言ベチであちう｡この東風1阜､今後の長郵固執定且二
重葺であ3｡今鮎向帝とし1･より噸な流水互判細長5

才ユ国Ht蔵元期間(り10-23日)忙ilナる

5｣
飛跡回

■ ●
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克丘計の南匙､郷原功相互江東システムの確血､宮内清爽も瑠飼の協力体制の邦

書と尾主ちれ5.か菅観劃賓耕の毒積毛.規泉在県菅ち蚤つ把確かモ動こ琶

､こ九L東郵講盈坤との比熱刊崩章蜘掛確工御難キ量軸滞
解くことが丁寵イあ3うー

｢∴__二ヽ



(24〕横須君港､佐世保港及びホワイトビーチの放射能調査

海上保安庁水路部 海洋汚染調査室

柴LU信行 宮本哲司 ニッ町一

蔵野隆夫 平岩恒広

/ 緒言

本調査は､原子力軍艦が寄港する横須賀､佐世保の各港及びホワイトピーチ(金武中寿

海水及び海底土について､∴環境放射能の長射的変動を明らかにすることを目的としてい長

須苦情､.佐世保港については､昭和39年度から仝β放射能測定による調査を行ってい六

和 45年以後は核種分析による調査に切り換えた｡ ホワイトビーチについては､沖縄召

い陪和47年度から上記よ惜に方口えて調査を開始した｡ この報告は昭和 53年度の調査

についてまとめたものである｡

よ 調査の概要

本調査のため上記J港の それぞれには固有の測点(横須苦情6点､佐世保借7点､､

ピーチ6点)を定めてある｡調査は年4回定期的に これらの定点において表面及び厄

メートルの海水と･海底土とを採取し､海上保安庁水路部において放射化学分析によりこオ

の測定を行っている｡分析核種は144ce､帥coであり､分析方法等はなお従来のとお

昭和53年度の測定結果を144ce及び60coについてそれぞれ表1及び表2に示

また､図1は144ceについて各港ごとに斯別切平均値を掲げてあり､昭和45年度以匹

を経年的に表わしたものである｡

海水中の144ceは､昭和52年度第4回の調査でみられたわずかな上昇が昭和53壬

にも現われてはいるもののレベルとしては極めて低いものである｡

海底土中の144ceは､各港とも昭和51年度以降の一時的な上昇ののち､昭和53年

らは減少傾向に転じているようである｡

00coは海水､海底土とも前年度までの結果と同様全体に極めて低いレベルにあり大ま

はない｡

∫ デ陪語

陪和53年度の調査結果は､144cpに核実験の影響と思われるわずかな変動を見うける

以外の要因によるものと思われるような特に異常とする値は認められなかった｡



蓑1 海水及び海底土の144ceの分析結果

港賓須横

-

一

-
加
㌧
■
抑
幹
也
抑

佐世保港

海水

海底土

ホワイトビーチ

海水

海底土

第/回

7 月

上 ☆☆☆

下 ☆☆☆

上 0.003±0.004.

下 0.002±0.00互

1 376±16

2 1互7±11

3 201±12

4 366±16

5 234±13
6 3互7±16

¢ 月

内一上 0.005±0.003

下 0.003±0.002

外一上 0.010±0.006

下 0.010±0.006

2 166±12

3 1互5±11

4 178±12

7 178±13

10 81± 9

12 169±13

13 1う0±12

6月

内一上 0.022±0.004

下 0.019±0.nO在

外一上 0.010±0.00卑

下 0.028±0.00互

I 189±1互

7 114±12

8 152±13

9 142±13

10 1う2±13

11 234±16

第よ回

9 月

0.00う±0.00う

0.002±0.003

0.006±0.004

0.00う±0.003

454.±13

19う± 9

互54±13

328±12

365±12

345±12

9月

0.000±0.003

0.004±0.003

0.001±0.00う

0.004･±0.00う

99± 7

127± 8

129± 7

316±12

1互8± 8

2与1±12

1う8± 9

9 月

0.003±0.003

0.006±0.003

0.008±0.003

0.014±0.00互

179±10

16う± 9

167± 9

183± 9

1互9± 8

191± 9

仁昭和 53年度)

第∫回 第｣

12月 3

0.008±0.OU3 0.000

0.009±0.003 0.nOl

O.001±0.003 0.000

0.00互±0.003 0.000

253± 9 141

182± 8 100

38左±11 380

291±14. 303

171± 8 125

270± 9 1う9

12月 3

0.002±0.002 0.004

0.003±0.002 0.004

0.007±0.00う 0.003

0.00互±0.004 0.002

72± 5 62

6互± 6 66

8う± 6 8互

28う±10 273

う1± う 7う

89± 7 166

7U± 6 83

12 月 3

0.018±0.003 0.013

0.010±0.003 0.009

0.019=0.003 0.口17

0.017i二0.003 0.01互

110± 9 78

198±10 90

108± 9 79

15ヨ±10 12ヰ

22ヱ± 9 121

16j± 8 182

☆☆東 漸定値が負のもの



蓑2 海水及び海底士の60coの分析結果(昭和53年度)

借背

水

須

海

横

内-

+外♂V/

土

Ci

底

p

海

∩才K
/

/担

港保

水

世

海

佐

ホワイトビーチ

海水

海底土

上
下
上
下
1
2

第/回 第よ回

7 月 9月

0.007±0.004

0.002±0.00互

0.000±0.00互

☆☆☆

4.1±2.互

4.互±2.う

3 2.う±2.3

4 8.7±2.8

5 1.互±2.2

6 4.9±2.う

0.005±0.002

0.00互±0.002

0.000±0.002

☆虫☆

☆☆☆

■し _し -し′ヽ ′ヽ ′ヽ

2.1±1.3

1.ヰ±1.2

3.6±1.4

う.6±1.6

6 月 9 月

内一上 ☆☆☆

下 0･000±0･003

夕卜上 0･005±0･006

下 0.003±0.006

2 3.7±2.4

3 3.3±2.与

4 2.2±2.3

7 12.2±3.0

0.001±0.001

0.000±0.001

0.000±0.003

0.002±0.003

0.0±1.1

5.2±1.5

8.0±1.7

8.キ±1.7

10 4.う±2.5 3.6±1.互

12 9.1±2.8 互.9±1.う

13 3.7±2.互 7.ら±1.7
上
下
上
下
1
7
8
9
1
0
〓

6月

0.002±0.004
☆☆☆

☆☆曽

0.000±0.00年

1.互±2.2

1.8±2.1

0.0±2.1

9 月

0.001±0.002

0.001±0.002

0.001±0.002

0.000±0.002

☆☆☆

0.6±1.2
☆☆☆

☆☆☆ 0.8±1.2

第J回 第牛

12月 3｣

☆☆☆ 0.001±

0.000±0.002 0.000±

0.000±0.002 衷☆

0.003±0.002 ☆☆

1.0±1.2 1.1±

☆☆☆ 3.3±

左.1±1.う 2.互±

0.8±1.2 う.7±

1.0±1.2 ん.6±

6.0±1.6 6.8±

12 月 3｣

0.003±0.001

0.002±0.002

☆☆☆

0.004±0.003

0.3±1.2

7.3±1.7

3.う±1.ん

10.互±1.9

3.7±1.う

4.4±1.う

う.う±1.6

0.001±

0.000±

_し
Jし

′ヽ ′ヽ

0.000±

1.う±

う.5±

1.う±

11.9±

3.7±

う.3±

キ.6±

12 月 3 ノ

0.001±0.002 0.003±

0.003±0.002 0.000±

☆☆☆ ☆☆

☆☆☆ 0.000±

☆衷☆ 1.0±

0.8±1.2 0.6±

☆☆☆ 0.2±

☆☆☆ ☆☆

3.3±2.4 東虫☆ 0.3±1.2 0.2±

1.0±2.2 1.0±1.2 0.6±1.2 0.8±

☆☆☆ 測定値が負のもの
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(25〕日本近海の海水及び海底土の放射能調査

海上保安庁水路部 海洋汚染調査室

柴山信行 宮本哲司 ニッ

蔵野隆夫

/ 緒言

本調査は､日本近海における海水中及び海底土中の放射性物質の分布及びその経年的要

らかにすることを目的上したもので､海水については昭和34年度に､海底士について古;

48年度に調査を開始し､以後毎年継続して実施している｡

各回は､昭和53年の調査について報告する｡

よ 調査の概要

海水は黒潮流域､親潮流域､日本海の各海域で年4回定斯的に表面海水を採取し､海J

l回沿岸域の表層堆積物を採取している0試料の分析は海上保安庁水路部において､避

分析による各核種濃度の測定を行っている｡

分析核種は､海水については90sr､137cs､144ce､106伽の針核種､海底士についても

144ce､106伽のJ核種である｡

昭和53年分の測定結果を海水及び海底土のそれぞれについて蓑1及び表2に示す

採取位置は試料番号によって図1に示すとおりである｡また図2には海水中の90sr

､囲3には同じく144ceと106伽のそれぞれについて陪和36年以降の年別平均値によ

ごとの寂年変化を表わしてある｡

囲2及び図3についてみると､海水中の90sr､137csは昭和51年以後大きな変化

ほぼ一定の値を示しているQ144ceは前年度に引続き増加しており､日本海において10

ともに他の海域に比べて依然やや高い傾向がみられる｡

調査年月が浅いため囲には表わしてないが､海底土中の144ce､106伽は数年来の減少

し昭和53年には若干の増がみうけられる一方､60coは､10甚i/Kタ以下の非常に低い

であり､長期的には減少の傾向にある｡

∫ 結語

わが国周辺海域の放射能は､核実験の影響によって時に変動することもあるが､総じて三

いレベルにあり､長期的には大体減少傾向にあるものと思われる｡
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蓑/ 昭和 53年 日本近海海水放射能分析結果

Serial Posi亡ion

No. Lat. Long.

黒 潮流域

1 31_一互2N 13､ん-03E

2 33-00N 138-27E

3 30-00モ†13∠‡-40E

互 30一斗3N 133一斗6E

5 30-ち3Ⅰ弓 131一斗8E

6 32-44N 138-26E

7 32-3うN 13ヨーヨ1E

8 29-52N 131-1jE

9 31-37N 133-32E

lO 二さ仁一20N 137-03E

Sampling
Radioac亡ivi亡y (pci/L)

岩;;三~~D 90sr

197と‡.3.3

1978.う.2互

1978.6.4

1978.6.う

1978.6.21

1978.9.1

1978.9.17

1978.9.17

1978.11.】2

1978.11.22

0.08±0.02

0.09±0.02

0.】.0±0.02

0.13±0.02

0.11±0.02

0.11±0.02

0.12±0.02

0.12±0.02

0.12±0.02

0.13±0.02

11 29-･左互N 130-33E 1978.12.13 0.09±0.02

親 噺流域

12 JIO-30N l互キーう8E

13 互0-29N l左2-う8E

14･ 互3-0うN l互うーうぅE

15 互1-00N l互8-01E

16 互1-0んN lんヰー01E

17 互0-う9N lち･2-う9E

18 互0-26N l互キーう8E

19 JIO-う9N l左キー01E

日 本海

20 37-3うN 138-00E

21 39-00N 136-00E

22 36-00N 13うー30E

23 年2-00N 138-00E

24. 互1-17N 139-21E

25 37-3うN 138-00E

26 38-59N 136-00E

27 互2-30N 138-01E

28 互1-16N 139-20E

29 37-2うN 13与-24.E

30 36-00N 13うー30E

31 37-3うN 138-00E

32 39-00N 136-00E

33 38一斗ON 136-30E

3左 37-3年N 138-00E

3う 36-00N■ 13うー30E

1978.3.1う

1978.3.16

1978.互.13

1978.互.1左

1978.7.1う

1978.7.17

1978.11.7

1978.11.8

0.11±0.02

0.07±0.02

0.13±0.03

0.09±0.02

0.11±0.02

0.10±0.02

0.08±0.02

0.09±0.02

137cs l抽ce

O.09±0.03 0.0互±0.01
一一- +--- 0.07±0.01

--- +--- 0.10±0.02

0.19±0.03 0.0う±0.01

0.21±0.04 0.06±0.01

0.18±0.05 0.02±0.01

0.16±0.03 0.02±0.01

0.12±0.03 0.02±0.01

0.0う±0.0う 0.0与±0.01

0.21±0.06 0.02±0.01

0.10±0.0う 0.03±0.01

0.11±0.03

0.10±0.02

0.16±0.06

0.19±0.06

0.17±0.03

l

0

0

0

0

0

●

●

●

●

_

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

●

●

●

●

●

●

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

●

●

●

●

●

0

0

0

0

0

+

2

｢ノー2

2

1

0

0

0

0

0

●

■

_

_

●

0

0

0

0

0

+
一
+
一
+
一
+
一
+
一

7

へJ

qノ

8

7

nU

1

0

0

0

_

■

●

●

●

0

0

0

0

0

0.20±0.04 0.06±0.01

0.18±0.0う 0.04±0.01

0.1う±0.04 0.0互±0.01

1978.3.6 0.16±0.02 0.13±0.04 0.13±0.02

1978.3.7 0.09±0.02 0.12±0.03 0.12±0_02

1978.3.1う 0.11±0.02 0.1与±0.03 0.1う±0.02

1978.3.23 0.13±0.03 0.11±0.04 0.08±0.02

1978.3.2互 0.16±0.03 0.30±0.07 0.12±0.02

1978.5.2左 0.1年±0.03 0.1う±0.03 0.12±0.02

1978.5.2う 0.】-6±0.03 0.18±0.0互 0っ13±0.02

1978.8.6 0.11±0.02 0.18±0.04 0.18±0.02

1978.8.7 0.14.±0.02
--- +---

0.1互±0.01

1978､8.】3 0.1キ±0.02 0.】_6±0.04 0.03±0.01

1978.8.13 0.1う±0.02 0.18±0.0ヰ 0.06±0.01

1978.8.30 0.18±0.02 0.12±0っ0う 0.06±0.01

1978.8.30 0.16±0.03 0.13±0.0互 0.11±0.02

1978.11.18 0.08±0.02 0.09±0.06 0.03±0.01

1978.11.18 0.13±0.02 0.13±0.0う 0.02±0.01

1978.11.19 0.11±0.02 0.19±0.0う 0.02±0.01

蓑2 昭和53年 日本近海海底土放射能分析結果

Serial Position Sampling sampling

0

ハU

O

】
■
■
■
■
【

〓

0

0

0

0

0

0

0

0

●

■

●

●

■

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

●

●

●

●

■

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

●

■

●

●

●

●

0

0

0

0

0

0

Radioac亡ivi亡y (pci

N｡.L｡t. L｡｡g. …岩;こニ▲▲D芯昌;こ▲▲b
60c｡ 闘ce l

1 3うー18.6N 139-42.OE 1978.2.18 う3m 9.3±0.互 27う±1う 7

2 35-2う.8N 139一斗4.うE 1978.2.18 36m 7.9±0.互 互9±10 1
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(26)海産呈顎の圭へ､一ヌ萩身挽

東如嘲究所
木瑚絶′湘-′太立見_

銘水朝軋芝田一風′田平弟子

卜盛 名

駈知坤舟ま放紺掴瑚線即灘針潤う寿薄生瀬耳に接けち飼養.増長運

0 R18

講6R17

0

R19

O

R20

O

R21

O

R22

1400 1450E

回/.胡車地兵団

○:卑射性固槻助言招撞

肋放射青ば髄′近海っ産竺御車柳細畦の
れ欄■粁について孝へ､一メの測紗椚わ

れちの詔革雑兵モ軌1二庁↓仁｡叔東方う考
N 粁拍皿絹底=抽であち｡それうの吉岡

ぜ前ヱ釦こつ＼､ての索泉礪埠組下lこ述で

2.言継鮭果の牌皐.
〔り.耗軒掴嘲郎臣擾の新l唐泉さ‡

勧聯羊晰雀イープ柳㍑打うと劾閻ブ･

ガン(‖コアCケ盲灰)′ナてコ輿〔′′ヱアC毎腐
テンナてコ輿(卵ア亡弟爪)′ウニ顛(伽

などが高い勘助覇であソ.東レt阜軌甲詩

碑粗.風邪鞄巧れそれブロ一如アC‰与力

ヒトチ瀬.フもじトチ輿け血弟乞わせ13F

比青か盲7完であり.勧鰯草根乙ふ､が宜

xこ埼毘融鵜脚線摘垂線齢q触(5尤･紺･射封明Jと京Lた盲
瑚L務勧如ヒトチ華の乞れとや､稗鋸

〔町東児のプラゝハゝの圭へ､ノブ耗射熊げ`ト2β/ア%次の軸にあり′すへ

以上鴫でわた｡励如拙抜即時k軒門戸亡偏′旦潮旛献毘PC偏
繊‥′げ戸瑚呵三滝辞令退会永軒御仁願主それ乞･れ斤､L.石穎埠何の水

､､伺じであったかこそれちの中では東光坤宕混宕如如風と志し､値与れた.
(3)･深遠蜘庖針鯉顛は帝桝の丸印r′jr♂仇〕イバうと打力りプラ

新旭■柑〔糾細りで扶カケタラ′瀬郭庚稗史のぶ.跡佃毎耽〕ヒラガiラメ

履か讃綻ざ舵｡{れうはノ占一研ウ盲凍¢埴首昂Lノすへ､て3m址の娃であ､｢

り■アラか3㌻吉ヤ､上まわる償い値で品ったがノjjⅥ肌かち∠拍〟肌壬†.〟-ぢナ



丸訝〔/如細)の功ゝチゝナてユ輿の測軽か桝舶机上それlニゴればム.租

如友､け31亮㌧ナてコが3√以下と傾朽如t隙けすクレ冊ア%庚碩

ノ水子的lこ℃鉛直的It纏えし山離れ壬｡ぎた.ニれうの値はr拙速イた崩
クトレい卜l恥水葬であち｡
(甘ヒト手簡.甲紳1(ハブりエビ′け‡どじヤコ).陀歌碑十仁=㌧

)の壬イノノ鶴村牝碑郎御室搬卜少1い盲蹄キがら男蓮如や､か榔

3｡書風一丸だぼで老射れ釆プフロうこ興がフ∂P%承i岳Lてぃ3ニヒ!

lL叫3それぅの阜イープ放射抑九津叶頚海域iニ抑うう二親の硝化管内克
Lよまり賓ちないニヒ与れていう.

(占J･剋寧畢液馳凍塊祓いて判射れt碗押収粗(1コガlレイ′イ三
ヒトチ働(スナヒけ一小ヂ)ノ瑚嫡〔ムラサ千川･イ′一rサ1)′麒

こけ萄車無しワカりであち｡宴脚紳jの年季舛酌みろい刊引三協竜晒顛

く(ワカメ‥ノg′′%祝十次u現熱球寧､(7カニン‥躇F%凍j.璽卑〔r/フ

′ユ舶輿い捏旬灰)ちビLな､つてい拍†い封了壬十プ剃剋嵐か3介
L上しの1i克く′バッ=■ラント過屈折t悔し植七あっ仁木葺か丸けう､

叔牌沌イー畑の3出水上出現和みちと一舛′ワヂ鵠沈もれ方ヰ桝
巧い値でぁっ九｡

甚iノ缶sh
lOO

50

0

50

0

200

0

ん1 42 43 " 45 46 47 埴 49 訂 5‡ 52

酌･碑腹背蒐抱勅封こ副了う海藻生卵圭イープ耗卯敢の盟手動ヒ.

A:カレイ担′B‥ヒトデ′C:ムうサ千イかイ′I‥杏据入港月



(27〕さ細線上の㌔赦

束鮎端由晒碑
威武

海底土は国1に示す僅置で嵐埋生物左撤す5殊にSK気疎東屋モビノムト
別称丁て海底鼻面り郎泉石摩耗序にかき歌った｡この攻究は漏斗理庫軌q蟻に一

た碓巧中一林に固く藷まった水魔ぞ叔り上すうれており､引至上す5藤に浄水
洗わ吼た電のではないとサていさ.常軒は凍紹Lて輿験宴に希う痺り､演武によ
旦でれりふ5い下さ克摩し佃噺に伺いた｡

鹿横顔郎距/鋸きに鰯得射℃β/♂仰房こ腐敗/か卸粛壱加え′廟阻

鴫して有頻物さ命濁した後′崩硬壱暴落練五した.奮発残留物の8N塩麒康弘

てr放射性コ′〈′しト射纏｣舟軸満席′膨陣咋′にお糾ね敢って分村Lた
この身命どは礎戒壇が牽くノ墟政浸出東平蛸存朋濃度が高いのでノます恕

硝イオン交凍碑垢によ吉舟師′カラム上でコ′で′レト噴鼻骨の骨身が満足王れ

釘行った.如こ塵醸一アセトン混泳車用い葛藤イオン真凍舟島ノ亡らに墟酸一テ

ロフランを伺い5膚イオン充填戎璃苫布った｡

早島したコ′でルトは直牡2F仰の鯛飯上に電着し.アロカLBC今田型低〟ツ

ンド2兜ガスフローカウンターさ研いて針刺した｡命碑推果を¶止klに示す.



∽
ぐ
つ

C
卜

寸
⊂
ト

寸
▼
→

寸
寸

て
ナ

寸
T
→

r
つ

U
N

N
寸

ぐ
つ

ぐ
つ

N
N

N
N

N
ぐ
つ

N

喜
一
去
一
忍
喜
一
ユ
ー
‡
姜土
-
£
一
圭
一
喜
一
よ
一
三
-
よ
■

⊂
ト

†
{

r
つ
＼
ロ

r
､

寸
(
X
)

⊂
卜

寸
(
X
〕

C
l
(
､
つ

▼
イ

N
I
J
｢

･空論忘=岩岳亡聖;m蒜ヱ=書∵当T≡p山雀コOU
宅吉宗苫①q}芸霊じ竃已宕*叫○島宗

.Llむ}已むU
∽T昭hT吋已<T吋じ召①エU已可d空｢hqpむu→巾}qOS}TコⅥ①出*

墓
ニ
ー
葉
…
圭
…
蓑
:
要
董
葉
妻
妾
王
一
三
･
董

-
†
→

r
つ

(
X
)
∝
)

卜
寸

卜
寸

ヾ
⊃

l
-
(

▼
■

⊂
ト

∝
)

∝
〕

寸
r
つ

▼
■

†
■

▼
■

T
■
1

-
{

(
つ

寸
▼
1

N
T
■

†
■

†
■

(
､
つ

N

+
I
+
l
+
l
+
l
+
l
+
l
+
l
+
l
+
1
+
l
+
l
+
l
+
l
+
l

▼
■

寸
l
′
I

⊂
l
･
ロ
＼
1
⊂
I
O
D

⊂
l
＼
ロ

ぐ
つ

▼
{

1
ノ
｢

ト
リ
r

P
-

ト
ー

ぐ
つ

ぐ
つ

N
寸

N
†
■

U
｢

ぐ
つ

r
つ
l
ノ
｢

N
C
,

(
1
つ

T
{

OU

〈
=
さ

＼
D

S{∽ゝ一句已吋UTJ→む∈OJ}U①ds

∞.｢∞

¢.心¢

〇.〇〇t

〇.〇〇l

ロ.〇〇t

〇.N00

000t

〇.N門

〇.か門

〇.門∞

〇.〇〇l

〇.〇〇l

〇.〇〇t

〇.〇〇l

如

pむh再∽宮司

①ld戸〓叫肌

聖
〕

〕皐ザ芯套

Ot寸

○心Nご

○ト叫ご

01かへ叩

○
菩
へ
寸

○寸tへ〔

○¢tへ寸

○焉へ叫

01かへ叫

ON∞へ叫

○明かへ叫

○叩かへN

Om卜ご

○卜か
∈

へOt.かmt

へ叫N.かmt

へ叫〇.か門l

へ叫叫.卜門t

へ0〇.ト〔t

へ寸N.か門l

へCC.1寸t

へN1.¢寸t

こ叫.か寸l

へ○【.〇叫t

へト〇.卜寸l

へ¢N.門寸l

ュ〓.N寸t

へN叫.二〓

へ¢C.叫m

へN〇.叫C

へか叫.N門

へ0〇.N門

へ∞叫.かN

へ¢寸.∞N

へト〔.トN

へ00N.¢N

へか叫.叫N

へ∞t.∞N

へか叫.かN

へNN.∞門

品門.卜門

へ
か
叫
.
焉

ー
→

N
N

l
′
1
｢
-

∝
)

C
さ

⊂
】
T
■

N

N
N

N
N

N
N

-
■

ト
ト
､

α
〇

T
■

▼
}

1
→

-
づ

卜
､

･
･

●
●

●
●

●
.

.
.

.
.

.
.

ト
ー
＼
ロ
＼
ロ
＼
こ
!
＼
J
⊃
＼
J
D
､
､
O

｢
-

ト
ー

P
､
ト
ー

ト
【
＼

卜
､

卜
C
卜

▼
･
･
｣

▼
ザ

N
(
つ
I
J
｢

く
く

＼
ロ

ト
○
､
､
⊂
‡
-
■

N
ぐ
つ

寸
l
(

l
J
｢

▼
■

▼
J

▼
■

丁
-
｣

†
■

▼
づ

エーd①n已OT}吋UOJ咄已･
■

r
｣ロ
.
む

∈
1
J

句
巧

〔
乃
-
8uO→〕出

切u{Td∈

ST諾qごpu｡茸＼ごdへs盲∈焉S冨-d里貨}山盲uOT盲忘U…UOUO心･-む1q吋ト



(28〕廟哺に如き鰍′敏和叔柵.

如媒公専攻府EJす一

★如嶋村

紙座に引艶軸洒足∫働L硝子畑敵組弼甜如=.勅

び髄土削珊隠痢阻如哺触っttて観官す寺.

え甜査方凍
軸触息嫡額抽批どあ細ぷ鵬机舶紬柵脚如りれ軋

また一舶点描･二札色相触捕虜鵬ヒLて舶ば鹿どあり鹿工摘如囁

仰フた巾ど･J仙沖如舶息乞吏鼓しIて.

.票票禦慧禁芸誓三?･加納姉東凋落軋海底叩摘細線摘草故晰のぞニヱ7叫強クモ柵納裾紬

低バγケブラ日計朝卦ごよク戸嘩計鮎抒小足ILた.

よ鮨東と青魚

割く肘頚鹿上平叶紅射嘲射鮒鵬ほ′に示す■ 蕗仰の人工柵雌戯適

う与吐脚僻痛=小手笹と押ふど=が′鱒的欄jと帥軸毛たいて

盲†′○`飢′●愉J僻嘩吏耳宮古一両完がう.こ欄研柑輔r､､根絶
l＼拍-1･中飢舶鋸舶蛸5月･細別一こよタ′ニ札川底軒癖卸側
九て､､拍あでけ啓､､か繕えサ爪舌･触唾工如ぷ卑8如く虎蕉主席虹レ修朝

蒜訟芸茹㌍九蒜警誓言警崇･還二崇
細工和人工柵寸軸では′哩謝竹串帖…哺症､れ叫如瑚

庶僻卑脚〟姉わ輝蛸レ･閣郁雄畔地腰如∴川棚舶

甘､､楓ごあフた′"G叫叫′′憮叫叫才徳､墟瑚フて毒ト､き.題換
旦聖正鵠一旦ご如来･鴫竹レ碑相和師てい3柵痛が.鮭生軌=ば
叫琵増何が軌軋号･鳩圃野澤帯軋幅軸工印加払′∫叫加療軸

苦衷レポ震諾苦慧諾警三千㌔耳慧票



如や⊥戚恒伽Kあり′諌止細ほ柵･はとLて鹿東軌桝Iてよさ毛

り軋ち.

掠棚劉凰処瑠工和好榔卑官片町チ鹿臣痺正Lrい舌｡モれ…:何汀二

如頼経ほ机…与t
この工勧ヾ本和才暮鳩巣■ご入れば魂亀へ∩雫婚.手或

上寿えサれてt､き巾ど′今牲より{早触ほ也しこ中くば曹があララ.

東卜新緑び濁医工巾人工鹿触軸柵

ご卑 水

C5-157 Ru-106 Ce-144

ヰ 息 上

C8-157 S示01一 一

0.0810.04

0.15 ∃ 0.05 0.05
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D.口4 〔).06

t一言請書-一名:詰
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0.0510.07
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風1､箱庭土中の-○`Ru及び脚色の経時弊軒



(29)沌孝洛郎有料∩卿銅を-1

二柵髄､写鯨卿汗
鈴木軋平鹿え丸上境如.

郎紅礪㍗御座斬舶絹那花窄lご叩舶阜か/
軽抑伯嫁及七朝べk｡蒐頑塚斬叫けタコ†よ宣･か肇え和Lヰ

恒ハ壱ノ平子叫軋ヲ率机こ十ら{ノ篭yべlレ1材ゼ瑚べ九｡

ヱ､軸を両耳の観
∂締蛸神風掛
軸坤をド碑如毛tヰ･J･･二一号性根岬小て･り中歯瑚
炬田舟蜃L､‰■-モi号†ふ抑i東.片抑声11和司直=〔t.

㊥勤礪如㈲頻

主神阜.卵類､蹄.紳郡･肯虜好頑胸机t舶レ､をtし1い邑
を恥九｡朴舶､雅贈瑠の管く舶碑頑尭¢軋′モモ誓tいす､叶
l:掟,て令叶レ久｡

j.結東

泉1･=碑庖解り叫りの′も榊.も号仁五･`ご¢壱､-よ如頼らの
是)ナ､1占k仇メェし1klY樵もで子セナ､フ九｡

如～′如lこ､蒙軸僻の産直ま串′亀濃度t与亡≠.花車旦のズズ
射ル已牒雑骨の乳射ニr服舶竜l､揖屋t亨べ鼠サいハ傾句岬J亨且り
殖え頻壱tむ/野島～仰7子射手〃′タた濃度t塵化セ(･動和紬h甘皿
わっり(舟碍酪て止れ 声価`t､ユ･彿頼…両町杓机く棚連りつ
き頓Lいl号.

摘･射･舶Lトフいては 叩デー/碓碓tえいで､l尋.

ヰ 恕酪

即席舶息銅器朋絹如鮒眉渚ぺ･叫咋j量計11的



礼浦風新中戸のけ巳s郎`○む雛
〔前科碑帥軸ニルー.′r釘

Distance*i cs-137 Co-60

(km) 〔pCi/kg raw)(PCi/kg raw)
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船薮赫卵掛け触脇纂藷L.仰
Fish Cs-157 Sr-90

〔pCi/kg raw〕〔pCi/kg raw)

Hirame 12.O

Tedaru 15.1

Suzuki 43.8

Katsuo 12.6

Ishimochi 7.0
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rノ∫tslt鯵何)

息王鞄凡弼可餌巾け℃ざ搬

Cephalopod〔pE;;tg7raw〕
Yariika 4.2

Bakaika 3.4

Surumeika l.8

削izudako 2.9

Hadako l.9

採草卑朝ご♂J･7g)

(戸$rけサメ

且ヰ､克郎僻ノ棉りけ亀凍庚

Seaweed June Octob

〔Cs-137 pCi/kg
r

8

5

5

TJ

●

●

●

●

⊂J

tJ

8

つム
l

at

e

a

n

m

a
･
⊥

O

g

t几

e

n
･
工
･
⊥

m

u

r

･
｢
J

a

S

a

･ュ

r

T

H

H

A

5.5

4.2

11.5

10.8

(7gづ1



〔30)三雄奇癖恥御船一よ

教材線酌絶息節足叶藩閥射長殿卵皇帝

#上鴫司′鈴木卑仰虔→

塵司瀧帝を耐触′東和き内在型明巧川と1て窟鵬レベ′レ諏垂を
泉たが′せ斡ラ[t一才アイ/ト~プトレーナー貸席り喪呆と仔でて席宴Lた骨片仁:

如権童適巧傍年齢巧嵐卓音速ベ一言.

細 措岸卜鼓射れた薮射性確確(伸用りのう!射書付臥1トネ㌻

与′こ㌻沌齢れ弼′孝吉t′舶絹如申巨留吉り瑚′Jいこヰ号音件絹

｢牧届Jれき〔り｡刷q′レートもたど､3音J膵恥よク餌㍉榛魂√こ戌軸
(臥よ･古川姐足すればう可蕗城㍗〃放触巌奉遷ほ貫首わ如二咋く#蹄′ニ
壊挿磯野緩わす事メ一徳幸ぃ｡拍操称滴凍鮨㌣坪産卜者如れ硝郎二

ば敬老と釘時卜丁軸′ニぞって楓圭碑座骨rよ♂Jこ倍音て･易うラ｡つきトビヴ磋な

岸′こ粛射也凍薙が巌折れたヒi=′子句謹岸ぞウ済舶拒彪鹿骨碩戊は訃∂

く九人軸ド平行在譲溺(朋ぎ型よr如何巧銅巧乾郎･芽土き卓か1如よう｡

如は軒庖湾りポンチ､=中¢`‰濾席〔晦)と簾如かち可距島〔よ片側二
伺う･ドネす卓若君左繰′ニ九占

泡旬此=C･躍P〔-舶J
こ､7‥rと過はず敲

ナ患わし′彪?廣ゝ享て宰相β′タグ長泉凛し九βニ中値から沖､勘考川東虫･コ
南れうとス>""?`缶貼ばヂ郎きと居えう君が虎属吉pこ欄卓射
さの息よ･月り長南の範距り壇象㍗･魂呵舶.両〝軒店陸島て一存く吋何で･

あき互助卜洋稀薄巧綻針こフりてば棄ド藤吉ま毒草杏き一

層1巧仙り/し一一基たどら毅船主薇座骨は上書己り凍/こ拷軒いこい7吏化すま

巧者廊准液掛壬舶と碑慮軌こオ香すき｡婚鬼神への粛射呈薇碑の肇かよ片さく

叫′碓納は簾射権威鹿巧血一子誘き｡舛′が鳩車中′こ舶tて濃嶺保

てテ臣岸里拘/こり込まイLき｡生物の粛射酷薄泉Jこ舛す盲テぎ粂碓頒布と汚染潅水町

良〔あ値か凋1の去丁卜討人し丁あき｡す杏わち一塵には薄氷のか牒≠主印よソ

川阜症の彰脅力哀痛っと竜えう｡つまク診岸卜旋出された泰射推韻碑巧人へ句碑

た瑞阜は′請ポー生叩一人ヒ盲う伺4巧〔B)のルーけ主部も巧て･末咋

トは′こ､ィ′でスと斉三言毎･拍よう｡¢ぁ.郎の大宮斬首純洋紅は′



川上昔舞子-り務鮒呈舶巧銅斬につ･･ての重々の基本軸居えi古越相か:

ア錮て･の棚指細石奉行相場抱′よ喜己つ凍√｣曹青けけて-なり東嶺殉句碑佃`

感触Jれヨ青け入きく稟あrまぞ･功うぅかち′この若庫舶者⊥かよサ顔東仁頒討
け万与斥t･｡
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ヱ

固ま抑フラ句`℃舶と距如何凪



(31〕沖縄におけるバックグラウンド調査

(財)日本分析センター

荒木匡･樋口英雄･佐藤兼葦･今宮

沖縄に丸冊るノニックブラウン′ド調査(科学技術庁放射能調査委託)

∠19年,5〔咋,51年,52年にひき続き昭和53年11月,沖縄

港で採取しノた海底上海水および海産生物について60co,65スn,13Tl

144〔二eの分析を行ったので･その結果を報告する｡

分析試料

昭和53年11月28,29日,科学技術庁･沖縄県公害衛生研究

び第11管区海上保安本部の協力を得て,那覇港において海底土15

よび表面海水4試料を採取し,また那覇港で採取された海産生物(テ

ガザミ･ポラ･-アサリ)を八手した｡採取地点は前年度と同じである

2)｢､

分析方法

採取した試料は･それぞれ前処理操作を行ったのち,Ge(Lj)串

出器を剛､て60co･65zn･137cs,14ヰ〔プeのr線分光分析を行い,

海底士については…coの放射化学分析を行った｡

4 結果



表-1･海底土の核種分析結果 〔p(二1i./kg乾

r 線 分 光 分 析

137cs

放射化学分

1測点

2測点

3測点

4測点

5測点

6測点

7測点

8測点

9測点

10測点

11測点

12測点

13測点

14測点

15測点

130士17F

97士25

110士23

130士31

140士30

120士23

130士2∠j

llO士28

130士22

140士25

140士27

140士23

210士24

190士21

250士24

ネ
･
ネ
･
来

*

*
･
斗

460士57

220士53

* *

440士85

斗

十

J

ネ

車

ヰ

ヰ

ヰ

十

本

*

*

4.5士l.4

*

*

表-2･海水の核種分析結果 (p(1i/1)

137cs 1ヰヰce

1測点

2測点

3測点

4測点

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

0.13士0.029

0.16士0.027

0.15士0.03L1

0.11士0.028

表-3･海産生物の核種分析結果 (pCi/kg生

137cs 144ce

テルビア

ガ ザ ミ

ポF ラ

ア サリ

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

1.8 士0.49

* *

* *

* *

* *

備考

分析結果の表示はその結果がおのおのの分析目標値以上のもの,および放射能測定い

おいて計数値がその計数誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁でまとめて数言
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(33〕放射性固体廃棄物の試験的深海投棄に伴う海水海底土放射能詞

海上保安庁水路部 海洋汚

柴山信行 宮本哲司

蔵野隆夫

/ 緒言

放射性固体廃棄物の海洋処分に閲し､陪和47年度から 3ケ年一計画で行った 候補予

のための海底地形調査及び海水､海底土の放射能調査に引き続き､2点の候補海域(』

B海域｡図参照｡)を対象に試験肘海洋処分に先だつ海水､海底土の放射能バックグラ

を目的として､昭和52年度から本調査を開始した｡

今回は昭和52年度に採取した試料について､その妄陪乗を報告する｡

2 調査の概要

試料の採取は､昭和52年9月28日 ～10月12 日i毎上保安庁水路部所属測室

(1,841トン)によって実施した｡海水はプラスチック製100ゼ採水器を用虻､底上1(

100珊層とで採取した｡採水層の決定はピンガ一によって行った｡_ 探泥にはスミス･′1

イヤ型探泥器を使用し､表層的2mの堆積物を試料とした｡

試料の分析は海上保安庁水路部において放射化学分析による放射能測定を行った｡

恥sr､137〔s､60coの∫核種で､分析に供した試料は海水100β､海底士300タである

､海水については中和後炭顧ナトリウムを加え､Sr､Coを沈殿させ､上澄み液とろ預

をリンモリブデン酸アンモニウムに吸着し､濃縮した｡SrとCoの沈殿を硝酸で溶解t

リで水顧化物を作りCoを分離した0 海底土については､ダNの熱塩酸で浸出し､陰

換樹脂にCoを吸着させ分離､流出硬を中和後炭酸ナトリウムを加えSrを沈殿させ式

み液とろ硬からC$をリンモリブデン懐アンモニウムに吸着し濃縮した｡Srは晒顧て

中和しアルミニウムを除いた∩ 海水､海底土ともSr､Cs､Coの分離後の操作は同一

Srは2週間耽置後イットリウムを陽イオン交換法により分離精製し､シュウ酸塩とし

は､アルカリ溶解の壊陽イオン交換法でルビジウムを分離し､.塩化白金懐塩とした｡

陰イオン交換法及び塩酸一丁HF混硬を用いる陽イオン交換法により精製し､鋼板上に

それぞれの試料はβ線計軌こよる放射能測定を行い､計測時間は1000分とした｡

測定結果を底上10m及び底上100mの海水について表1､表2に､海底士につい｣

に示す｡



限界のレベルである｡

海底士の濃度は､1K痛土あたり鋤sr2･7～5･0丁"､137cs18～24預､60c

3･0Ⅰ£iと比較軌まらつきの小さい値を得ておりいずれの核種も同一底質申にば比重

存在していることを思わせる｡

J 享陪語

以上は､バックグランド訝査を目的とした計画初年度の結果であるが､一応深海の一

び堆積物申の9㌔r､137cs､60coのおおよそのレベルをは握できたものと考える｡

ながらデータの数､精度とも十分とは言えず､今後とも測定精度の向上をはかり､有責

タの収集に努める必要があると思われる｡

4
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表/ 深層海水の放射能分析結果一底上10m層

S亡a亡ion posi亡ion

No.

8 海域

1

2

3

4

う

6

A 海域

7

8

La亡. Long.

30-00N

30-00N

30-01N

29-う8N

29-う8N

30-01N

146-ううE

l互7-0うE

147-01E

l互7-02E

146-う8E

146-う9E

2うー53N lう0-03E

25-う9N lう0-07E

Sampling

Da亡e

1977.9.30

1977.10.1

1977.10.2

1977.10.2

1977.10.左

1977.10.4

Radioac亡ivi亡y(10-3pc

Dep亡h
90sr

6160m 2.互±0.6

6230m l.う±0.6

6230m 2.1±0.6

6190m 2.0±0.6

6240m l.2±0.6

6240m l.6±0.6

137
Cs

2.1±0.8

2.3±0.7

0.9±0.7

2.う±0.7

0.9±0.7

2.1±0.7

0

0

0

1

0

0

平均 1.8±0.2 1.8±0.3

1977.10.8 う8うOm O.6±0.6

1977.10.9 う900m O.1±0.6

1.7±0.7

1.8±0.6

0

nJ

O

平均 0.4±0.左 1.8土0.う

表 よ 深層う海水の放射能分析結果一底上100 1 層

S亡a亡ion Position

No. Lat. long.

B 海域

1 29-う9N 146-56E

2 30-00Ⅳ 147-0うE

3 30-01¶ 147-02E

4 29-う9N 147-01E

う 29-う8N 146-う8E

6 30-01N 146-う9E

7 25-54N 150-03E

8 26-00¶ 1う0-06E

Sampling

Date

1977.9.30

1977.10.1

1977.10.2

1977.10.2

1977.10.4

1977.10.互

0

Radioac亡ivi亡y(10-3pc

Depth
90sr

6200m

6230m

6230m

6210m

62互Om

6230m

0.9±0.6

3.0±0.6

1.1±0.7

1.6±0.7

0.9±0.う

0.9±0.7

平均 1.4±0.3

1977.10.8 う860m l.互±0.6

1977.10.9 う900m l.6±0.6

表J 海底土の放射能分析結果

S亡a亡ion Po8ition

No. Lat. Long.

B 海域

1

2

3

う

6

30-00N 146一う6E

30-00N 147-04E

30-01N lヰ7-02E

29-う8N 146-59E

30-01Ⅳ 146-59E

Sampling

Da亡e

1977.9.30

1977.10.1

1977.10.1

1977.10.5

1977.9.30

137
Cs

1.2±0.8

1.0±0.6

1.う±0.8

2.4±0.8

1.4±0.8

3.2±0.9

1.8±0.3

1

0

1

1

0

1

■

-

0

4.0±1.2 0

5.4±0.8 -0

平均 1.う±0.互 互.7±0.7 -0

Radioac亡ivi亡y(pci/Kg

Depth
90sr 137cs

6220m 4.0±0.互 19.了±0.う

6230m 3.5±0.3 2G.3±0.8

6220m 2.7±0.3 17.7±1.0

6240m 3.う±0.3 2互.左±1.0

62うOm う.0±0.3

｢⊥

l

l

l

つ｣

平均 3.7±0.1 2G.5±0.互 l



(34)九千拝.インド孝あJむ･和し常勤座りフ軋トニウら
アりシウ1凋埋

楓碑町嘩鴫媚申
*声海底乙桝補勇

/チ77へ即時の大平耳あ古びてり楓剋亀′インド孝一触簿にみり強l郎叫
トゴ丸印郎∫むプ･ルトニ恒加/両地腺アりシ甑叫の掛水和

JぴアIしトニウ左内怨長命中古観主調｡

坤k硝取甘細方家吼･新潮阿咽丸.斬水夫薄層九咽ち弼即
行あ九モ.

御飯如よむ抑叫o凡骨衷即に可｡孝柵㌻肌ル拍ノ己叶,.叫

叱マフヰシウ人草比動こより庭ウラン綿互離した.つl-モ腔イオン唐紙割

lフランも貫之イ璃徹したqち.勘鴫分解lこりぺ埠王判射た.
理性精巣強Ilこ元7･北大平和郵輌域叩.J､抽古;叫㌣射.倒
与〃抑糾凪楓碑く､使果明細射場軒丸瓦｡ユ錐射即郎且故事
約デ抑束加ゎ一明巧卜千の軸晩
虻tこむ}｡一方.和人洋でせユ｡～声%ご

あ,た.

三明･/堺脚署故郷鎚Uいし太平洋て

巾鮎逓.帝大拝.イ⊥守･巧モjへ≠拍
平均瑚己示し.長直の脾下的中り放射

軽比掃か呵りと周甘一雪印さことか易

)た.
鼻面海水中りり=帥掲/即ら亡亡甘

β･更へ叫笈モ節･てみりj韓下妙手の
吼/ら亡し叫～¢･7%よリノト亡･}.居着

5け･こ可児切の一つてして〕｡ILトニウ

ムち一色シウ付こく与〝範ふに破局士ん中
耳く･嗣(恒堰く郎､九ヨたゎ蛸旛

してさた･こ如何し○】隼hのメり､
しンスJり_㍗･塩水声二十冷し故藩ヰのR

■0.32



申ナ細孔こ椚¢の濃か倣鼻骨年号周ヱーニネした｡β7(ル鯛㌣急か碑

‡小.1臣坤Rfヨ一拍♂砺でも観り笹モ各してl)3ことかもわ,下∴

0 10 20 30 0 0.1 0.2

34･0 34.4 34.8 35.2 0 2 4

Cs〔pCi/1〕

pu〔10-4p

餌･油蝉軋･ノ∫鶴丸持水晶･勧碩良師
(〟○叶〟/J㌢呼′E卑1占¢ク¢和)

射 務沖巾フ｡ILトニ恒ヒアリシウ相偏食

海域 判†細孔i‰伽 之‰ 榊叫咤ノ聖盲+封≠J如

亡l占1拍J(別 好笹射 弼ノ (折ノ

比九千耳 d･メイ ∫-止 れ/-/･ノ ♂.ク之∵-β･i

南シナ海 j一雄 /｡J｡ 再

イ⊥ド斉 吋-J 仁/p ♂.ト吋 ｡.吋_い



(､35〕日ふ簡温海喝碍庵水平り
qbsや亀､よ心､t)1も篭止っ､)て

放射線庄鞋純良研与錘叶

♯長屋禅｡中村鶉｡

1､鱗吉
海華中Lミト〕も故知如軒摘草兎の恥≦ナ去､よ㌦q叱摘凍糾埋であ

長竿重態浪亀で郎ユ測ゝ､海洋苛勧プ鳴れて鴨忘ミギ叫怯已□

媚箕痛lミ向直止)l(鬼無奄彗卜し-サーヒしt呼気i≠て､1盲｡莞□
東根8本博軋互如拙竜五平郵等良一射†ミ両薇喪中碑1観で
束同腹I州毎虹準tミつ､､てう竜眼爺最も軸ち盲｡

ユ､嶺奄碗凍
11｢｣唇～門11年tミわけモ卸臥こ市首亡兄･日毎門鞄烹旬)ミ

ヰ観戦え亀嵩蛸海草碗叶勺包軋h勺諒束h博反攻乾し､7一三
､ilも号わ駄軸年互諭代b 軸klゝlもユ加戊･ユ連製の碩軸

､1′1革帯当う20D且机上っ軸〔ゝ碍て有年し丘､
恥⊆､も､津別亡sの態亀烏や巧=剋互和国lこ雨音.一級ヒ南薇穐

l息上尾去､よげ燕尾勺ユ胤こ叫てキ主ミごと甘地束ミ｡鳩車でり柵
護良Ii環鮎潮n卜佃って無敵山師ぢミ蝋滝恥みけま垂地車l｡

llち巧言せ由良ど天でl絃＼)､両輪鬼瓦Y環海嫡匡は滝敬商戦bタロ
W恕藩〕鵬b

鴇と薄遇う軸潟東lニーi他卑吟醸拍哺も盲ま.境港五官薄
で1iloDD～けDb叫濁であ領ナ､.包本料で1ま如b叫雨ぃもで

＼1t､鹿温泉色り鼻息七而して＼jヨ.
各キ斗ミみ叶盲斗掬鳴海儀ら鶉笥･篭壌主事庵葛ま馳＼こ､馳奄領
内へqb亡†も､よげ､珂亡sり奄貴之鯛比和泉ヒ雨音よ抽≒掬他碑下

七っ也鞍もも､ゝなっ長､色石らら毎年lミふ､悔qbミ"竃鶴勺平均
3㌔持～十b､澗､ミも､けミ斬竜ヒして各皐卑っqせJ韓下竜互確執＼
粗nり亡工卑下号は恥中っt-1亡エ/qbぐゾぬトらヵバ鴇息し下山

こ苛ニー蛙∧く＼こ■呈一､ヾlJ- ､ゝ-ゝ▲?○
皇_



Tablel･ ConpariBOnS OfIntegrated Fallout Depositions
and

TotalAmounts of the Radionuclidesin Water Column

只eglon
Philipplne Southea8t Southeast sea of

Of BOSO of
Sea Peninsula SHIKOKU Japan

Latitude

Ⅳ0∈;.Of Statlon

トIean Deptb of
Ob8erVed Statlon

1うー26Ⅳ う互Ⅳ う2Ⅳ う8一斗う

う 1 互 互

う,う斗O m 斗,000m★ 斗,117m う,舛9m

Estimated Sr-90
Depo81tlonin

19斗うー1977(mci′加2)

Sr記…よ≡書Deep

でOtal

うう 91

う8 76

1斗 12

う2 88

E8timated C∈;-157
Depositionln

l糾う-1977(mc土′血2)

C8-1う7i皿
Deep

Water★★

でotal

88 1斗6

う0 11う

11 1斗

61 127

暮

maxinum dopth of8ample collec七ion

…

¢叩re88如1n mCi′血2･colu皿

91 108

うう 69

8 う

互う 7斗

1年6 17う

う7 128

12 之

69 1う0
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(36〕遠毎生的中相対性核後魂養ヒ碑嶺ば＼く碑阜

浣両港㍍電線鮨ヤシ了一

′1､池亀烏

卵子1年(水戸塚イ斬り

卜 綿毛

､東海朴こあろ核燃料血椚里工埼ボも後背に＼ちと､排水として枚出モれち熊如帖

阜･よ一句巻ソ¢･7(∴+に丁よもと∴さhて､､ら｡この一蔓し=乳瑚叱域畑地の施もい瑚

て根之hち硯現地埼額の1年隠柵､号{てき王敲頂る｡しかし楓危伺⊥喝.1本塩貰
て-､1､､生れ

ノラ†与ふノ～う月巧きえ績lり与と/β当りやキt)!取虹音.与ク､了ズノ

してワリ､考よで紬確工･卑寓礁漫転ヤに海草へ根弘之軒七柵性軸頓lユ/舶当て

ミれぺ･､与い･舟恥曜L協の楓各におりち線紬ズ玖の如何あ聞直寸､考絶海埠､q

頃帖や掘り射増剛針†抽≠い媒暫Lてあり､凍の確触射線塩斬†領海町

一首､かし新かれて､､ろ｡

左魂毛lさヾれ欄視針如毛ヒイいて長老碑痢モシフーわご州営耳鼻にえ施した

狛丁う東新紘諷象鴇鞋のうう･称こ海亀生物守の線種宣碑施策ヒ､孝九う板取によ

掛トこ観音も施良した綿孝7い動ち｡

之､海亀生物?の埴j剛史橡纏凍産

雫､泉lま､入鞋坤､鶴崎一年､入札坤で嫁協し七色嗅･海藻賜､辛のヲヱト､ノ壱:ニ､ル:

P呵甘柿路果であちさ

聖r洩薇凋藻塩痛く蛸L働潤畢にか噛もネして､＼ち∴うそ5壊薇=1

1し･久丈＼キ巧pレ蘇的大きい乳巻昭電の島､､泉､富ビあ､､伯も希う碩旬守＼呵れち｡J写

よ■j良･洛寒漁が葡､､碩ヒ∴して㌃ソ･輝こアワL､叫癖凋金にlよキ均J加Pし:.ノ

モー､､他の凡そノルノ相場高い梱包託しモ｡l㌔且ぺP人捕り貞､埠壌巾吉相､､
し ていをt

う･海亀も称千の争定九葉

芽も患沌をも即叫を生乳蕎渡如埠萎むレて頻ろ｡予告｢り翻亨L定量的lこ如

失敗､=牡れと塩川しい枕埠ともフセキ温和叩か巧もL 首足l句也埠l拍坊相調頼

めみ鳩再官員t牒.嶺考拘ヰのを軋Srは軋り頃特に旛象がた1､＼値も斉=㌧(ム+K

㌦鼠萄奮い､胤茂木して-､を｡5rlこつぃてみ与､㌢…＼､壊庵的に憂い＼ヒー､う焦＼チ､＼11ラ告
じ､て ある｡

或乙,⊥′ ゝノ忘 し′
一†r､



シラ久『喝金けl寺魂=(L案与ト ラ告卜複酎ふ晶丸秘め乙鳴い埴t市して､､与≠

各町偽金l二心鼻血れり塊えを乞れでL軋入bク′㌫､′亀崎命が短い七･リ

ザ∩凍魚摘1いご人そく､鼻血lこつし､てみ与ヒ 射く平い司敵に好一転､､佃宣布

ど･海亀嵐掛干中根如性鞄複線絶峰敷

彗う衷一オンラ久､了り己､てうメにフハて㍑｢′㌘ト川去"､ルとeの洩療條敷

島ので､ぁち･シう久､てりL､､プラ〆じもに渡勧泰敷け射頑止にあ､＼怯も香し

デ慧｢く■ぎsく一浪k<′1｡

まト 各級頒じいこ号拘引に比観してみ与ヒ､来り碩吐に㌢るヤ

シう久く了ワビく了ラ.メ

鮎果的tニ最絶イ綿･iシラ久の9告｢がうr晶卑値く_プラメ｡∫彗eが拇で最古

等ブて､､も｡才l衷lニよをヒl某軋確度一才了り銅囁…ロPしソk拝ポ最鴫､､催

いみが､薮塊牌富豪めをと鋸拍と叫､シラ…ヲ誓｢巌醜條数の尺巧∴如β鰭′=

占･浄包均壊蔽によう内野根tよ､く線号預払

未年象l摘産も鞠横取l=よ坤線内紬､ま､く線鰯如､ぁぅ｡須卑方加平哲
りゝで柏町こよ?た｡
線号･ニ肴←うう電硝線lさ9怨｢と′島のみて･､他町地権ヒワ､､て､き後考棟数ポ

めに私人ビ線昔lニ､‥､1㌦っ机､､｡‰と′誓にっ､しても合わせて呵…爪
伐個､であち.

7､鮨窃

視丘一般像直におけ与†≠号∧為的tこ発生し屯細粒均酎与 号｡夜勤ヒ葛藤
うみて鼻息叫板東敵によ呑も♂-で､尿与力拉儲かりのも町才楳せ､!ケヘ7､､ついt

乍確か甘が､う薪ヤ小一りれ･∧鴫へ叶徳一f､く線青も晦卸て愕小で､ぁを｡

一亨一 腹与力鞄甑万､うり離乳､排水によも醐1帖拘笹の壕【よ今確勧ロー各こじ
れ 和地的､‥‡向為可咽で旦の‡恨が∧れ小わもこじも懲えし炉丁れば甘ら零い

才l泉 蕗毒も物干の放射性棟軽蔑鼻(一門各キ乎均)

書式



牙ヱ泉 落水 簿老生町中の板射他線種経年喪ル

pLご/k㌻呈

埜確 権藤 lヨ1l 月7ユ l門う 1門斗 t97r l?7占 l竹7 l`り》

テク
Jr

浄水 ク､/占 β､/つ 久ノヨ β､ノナ 久ノ占 ク､/つ グ､/占 ¢､ノー

ゝラ久
♪､r ク､∫ ♂.つ ク､占 ♂､ユ ロ､ユ ク､⊥

H

了ラ王 j､♂ j､′7 j､r /､r ヱ､主 /､占 /､9 ′r

/才7

Cs

浄1く ♂､ろ/ β､∋う β..ち1 β､j上 ク､ユ† ク､ユ⊥ β､ユJ

l

♪､ノ?

シ巧久 ∫､7 ∫､7 ?､牛 ク､⊥ よ∫ ?､才 訝､う 9､つ

了ラメ 今､ム ノク､♂ //･ユ ブ､う 診.占 9､← 9､∫ ノ♂､旨

′クk肌

海 く
ク､/ナ β､// β､巧 ロ､ク旨 ク､♂r

シ勺久 占､旨 よ､? ヰ､? 占.つ

HH

/､ク /､占 ≠､よ /､r

てうメ 占･/ 以 皐ユ プ享 ? 占ヲ 官

/}I

〔モ

ユと:
/

ク､β占 ♪､♪?

引Hu
β､βri

㍉でフぺ M ノ､計 g､占 ノ､ノ

_
てラメ

i
l

u

岡 /♂

労う衷 海産生均ヰ叶紘鯨隠軋粗製塩味数

叩/～ノ?7g阜乎均

L_■凰▼【1

.え久

ヲ‰ /う㌢5 ′甑t j ′㌔
j j7 皐? r才

ヱビ 田 ユ`/ /㌻ク ノウク

ヱメ ′√ij占
… ∫王β

オ年女 海亀鞠喚取l二よも耳那和独け､く線量預払
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(37)朝生物中の幸恵および放射ほコバルトq足音

(財)日舶新センター

哨凄む与.虫帥軸.今兼良睾､嶺口勤

1.隷書

連年･昨近釦り席瞑れる鶴生卵に液量どほあろポ.聖諸句碑棚
虫きれrくと菖う教卓ポあろ｡ほり釘.蕃′膵癌嘲蹄鮭緬峯胡貼真如

に醜フれたアコヤ抑､シャコ叫等･･･｡)軸絹針れた畠珊う
射能摘絶すろことによって､戯中巧醐聴講梁碩如こある竜虔把娃でラ⊥

考え与れる｡それ軋相経では日月通勤三縄生柳城｡句離由醸す射

.同一紳千の尊皇コ/仙トのゐ軒拭い.声招魂漁につレ1て凍封Lrて｡貫｣
都丸た名題海産生物¢潮細線Jてついて去離する｡

2.東屋荊如靡暗
くl)肺患紳lこついて

餌対勉噺ま.いままごの軸柑‡巧づ坤癖暴かう鶴生物中のいかのP
魚､穿類､海鱒‡選んだ.柵敵地臭とLてけ､日本観の北超絶〔釦
禎♯県(止る施旦〕､みよが太平軸の皇域虔(せ町碓屠〕発意都(ノト勤剛

む)如朗(岬堆邑)主産ほ､｡
(2J掛軸あよ碑利

軸郎ぺて川5と確エロ時伺乾嘘L､毛細互用レl∫即℃ど4g時J和

Lた｡府亡物量聴牌どよくすリブぷL､J∫錘抽丁とL､㌔射虻朗
卜町舟和伏した.馳走青嶋組物左肘㈲オン吏療離婚五主掛
軸蛸命軸盲行い一触(ツクダラウンド斤目計数東置によろ小ダ翻げ貞

.モの柵〔草餅湧卦丁主として｢哉和娃コパル佃朝議｣(鞄ヰ?卑･
弁済い嘩じて行った揖鵬明･描卸∫封印¢とき20さヒL､∫へノー
き40き､昭押上のとがロきとした｡卓痩コペ虻トq定量′J坤左≠輝Lたヴ

バルトiトニトロソ･2･ナ7トルーキシレン用地し､命瑚計左岸
朝潮醸し定量Lた｡

Q)朗幡票あよ描線
虎中綿鬼よ試御尭異句軸玉東-1J揺す.聖｡Jてフいて硝蘭醒"

郎環とLた.与あ比較のrくの.イカ叫膿のみ辰山)¥尊瑚触愚てよ巧



良一1凄養生物干り専定あよか瀬射壮コ尺ルト巧建級

地 域

宮 城 県

長 浜 沖

申 桑

璧 浦 湾

金華山沖イ～5マイル

〝 14･-15マイル

種 頓

海 藻 類

月 類

頭 足 類

試 科 名

ホンダワラ

ア ワ
ビ(せき月)

ヒ ル 月(2枚月)

イ
カ(内 臓)

灰分事(節)

6.04

282

2.59

1.48

‥≦0.40

17 士0.26

0.86士0.20

2.8 士0.18

コバルト

〃g/kg生

比放射能

pci/毎

≦00051

0.0061士0.00093

0013 士0.0031

0.023 士0.0015

海 藻∴頸

月 類

魚 類

頭足 類

ノ リ

ホ タ テ(2枚月)

7 ワ ビ(せき月)
マ ガ レ イ

イ カ(内 厳)

3.69

2.31

3.69

3.36

1.45

≦ 8.0丁7

く 0.0044

0.0028士0.0008

≦0.025

0.018 士0.0013

東 京 湾

横 須 賀

金 沢 地 先

富 津

東 京 湾

金 沢 地 先

′｣､笠 原 近 海

福 井 県

立 石 海 岸

〝

立 石 岬 沖

海 藻 類

月 類

魚 類

頭足 類

ワ カ メ

アカニシ(まき月｣

ア サ リ(2枚月)

丁カ ガイ(2枚月つ

マコガレイ

ト ビイ カ(内 臓)

≦4.6

≦0.40

8.45士0.19

0.41士0.Ⅰ8

≦0.40

33 士0.8

≦ 0.038

≦0.0027

0.0018士0.00076

0.0027士0.0012

≦0.044

0.069 士0.0017

1

0

(U

l

∧U

(U

海 藻 類

月 類

頑足 顆

ックタミ(警官長)
サ ザ

エ(tき月)

7オリイカ(内 臓)
鹿 児島県

久 見 時 海 岸

寄 田 崎 海 岸

久 見 崎 海 岸

月 額

魚 類

0.64土0.29

6.4 士1.9

5.6 士0.38

0.62土0.25

50

60

70

33

0.0128士0.0058

(0･10丁士0.0317)

0033 ±0.0022

0.019 土0.0076

▲U

O

O

(U

ムラサキイ/コ(2政見)
パ イ 月(tき且)
ヒ ラ メ

グ′レマガレイ

0.0038士0.00081

0.0088士0.003丁

≦ 0.022

≦0.023

O

L

O

O

●採取時忙減衰補正を行ってぃる｡ ‥≦は計数誤差の2倍をめやナとした｡ =●乾燥ベースてあ.る｡

了･観望桝へ払およ碑定コバルト鴫低みのようす､椚頑強汚
きプ互知ることポできろと削抽る｡釦世域と昔イカの押膿､貝類へ鴫り込

きく諸姉のJ叩-ンばよく
る｡

一方.片瀬射能にフい7
岬聴ポ貫類より高レ傾向

.比捌輌的平均埴は0､0.
毎であ)た･紗比故
低い磨因として､貝類け霜
色J7いぇた〝l女鹿爪8



ズ･本親書で碍細R名題姫島生物

中軸教書長一2に孟す.これうの
金具はTh叩5叩′平板e匡よっ点

丁れた店ヒ葛よく一致Lた｡
j 恕軸

今回の魂査よ2リ､應与力拇加西い趣

味にあいても騙されていろことか
与.各軸絶望嘲軸㌔q主傾国とし

て凍東軋よろ川絹えうれ奇｡硝 筆触.如去勧う
頑鋤鍋巧如実憩左据撞する上で.渾モ巧海亀生物てあするコ州レトの貢

由重し､高い蜘線互滞った票醜生物について救卑〈紳し.由癒すうこ｣
ば､軸輌㌔す腐生左より扇如甘行うことポできうと凰仙る.

今帥由査に当-て､いういうと和郎皇帝だいた掴繕電力㈲局与プ

虔噛鴨､東海酎漣棚､勧無数城頭鹿町ナ州偉か鵜仁山
髄のオ引て軸轍Lます｡



ⅠⅠⅠ八に関する調査､分析法等の研究



(38)人骨中のqOs一浪臥てついて

放射線硝終息加東叶

脚寸岨与.ヲ司餌帖弔.田中紅絹

t.補も

巳かてか丁る人骨中軸亨遁直岬凪り召那特攻緑匪絶してふ､こ机､､電所与
年々酪農果号-く調Lてを足さナ涯恵巾額巻tかニ†いてチた｡斤臥専.踵知『ヰ.

諷も軋且{紙製1年･射て.鈍和昭斗～兄キ舌での0～111か綺翫加iて専有~

拡知叫へ舶小諷象･吠三組把邑の一軍棚帽.軌醜ヤ1■泉も･ス･即

1ち√寮抑最餌打ち卑碑ヒ凡触餉に楓1も鵬‖軋あhせて和
宣姑た｡

ユ.訊杢研態{祖も
執輯Il.車溝･光治軋叱匝tヤ､ヾtて,郎欄卑し巫墟由‡注い軸頼体1画

小寺碑も諷､こ†よ1･k.翰.昂臥娼和鵬年～早年取モの0～tlセ叫榛拝もあわ1

tま･こナいた.1等,l盲.蚤檀諦観卦こと縞i如叱号御礼.工仁山下付射l品乳o

GURb他′rリつ･丁うぅントぺ-?翻匝t粗t呪い､丸.宅泉～†l‡･有言隠乳/銅

一周良した｡瑞珊瑚嵐n籠箪も¶ふkl.一丁J>lセユ.tこ古1.

紬句中仇q等†ん軋仇経年官虹にi取lい･て強訴しkt=.い一山キメ

いてもq㌔イ｡忙仇耐電†よ端再訪埠.B方人外献入洛碑骨ヤキ均1㌔rふ虹は.牝1

札所キ均,k卑よ･!貴子低いミヒモ他誌した｡う骨亀｢ンつりlンつい仇碑純剋如むJ

人kよt､†も竜宮廊骨桐山ちと.キ均1･持一服和†1年い叫.こhけ軋

丈酎屯=丁.良く象｢ていろこt水石甘1た｡ミの現象の綿如こ脊如い小泉引
t■いk｡‰…州山Å ち叫h;¶扁hに汁1もーOsrt､㍉牒沌馬i=
を馬食ホpヰ一拍帰しし隠鼓しktこう､1れでh.1l九沌rG〕し昨軸頼

l､良一､ヒト如し沌知的も1ヒ¶1k｡

1.韓罷

収ヒtて蓮ぺ長ようlて巳本tミふ叶も巧沖10sT謹直東軍れ愚息lてふ､再置化lモ
し 骨内々年lこ蘭寸も布塩一拍粗瞞た.細練絹判如い咋1こヒーこ占:､て一

人隼阜巨い†も申さ輔弼あ断碑如鄭年‡れち｡ヌ▲環郎叫軋{人体呼子
卑～一号こt村亡きふう｡
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Table 2.

1977

Number of saTnPles
Average

F

甘
∴
朗
甘
ニ
ー
H

Number of

Samples

l

l

⊥

l

l

l

Fetus

29

0.51

Name of

bone

Age group

O t 4 5
-19

4 24
0.84､･ 1.28

孟;三;三:三d-D昆:…;三三三n｡.5…二3ア｡7｡.6呂二…チ｡9｡.7冒二…ヲ62

1978 重要鞋憲芸｡.盈｡.盈｡.6浩6
1979

Nunber
of samples

Average

S亡andard Deviation

宮1nlmum - Haximum



(39)人確腐植ヤり孔-ヱ牲ユ佃煮尽

筑卑碑直卑船荷豪打珂凍み乙

触甘木序直惇平 泉孝行酪

†務三

顧雛賓喰′二い7生年L㍍7川トニウ山1ネ葬軒二脚本Lにふ布し轟そつ

ら人体l勺たヒリ入山う九て･lき｡

神トニラム=孟堵如か夏絶卜払碑す方位畑二塚壕紳･人㈱誅チ
トヤム新潮良師って､､叫封如咋手鼻･て廿きつプl･て､日右阜
オヒ考烹/うよ了･･鴫野東′ニ舶Lてい丘人々か赫頼思確解′ニつ‥ア

ユ即諾乳と落胤tた.
2 詞ヰ中泉っ促音

紳∫…7官キラ冒｢‖可ウー可に事断より如し仁人りl･て､如

専甲･ニ帥き割舶村り音戸､勘-･ラ4〈穀町ラムt解し､碑射通藤化
盲困=7組仁淀彗斥化L､預イオン吏硬卿旨(p抽躯冊)も軒7フ｡ルト

セふ敵し､ふ離し仁戸･レトニラム･-虎酎ン乙ニラム如与､ステンレススキ

ー亡離し､ステンレ絹⊥頼レトニラム叩け･小魚軌仁半解座摘ち同
線スへ¢ワト心もじり､筒一項■叶0巾濃尾t阜賀した｡

子 謝東経果ヒ考摩
判定鰐若月泉J′ニ本線･アt､ろっ仁♂戸′レトニウ4の線的ネrトAヤ･舶

渡夜風¢ろうこヒーか晩呆から鵠りう石てい5ニて㍗あ盲〆＼でL舟可{刹且結果′=つ

ぞり頑称7叩〃､7･ろさ｡

加巾試軒こ′1ユ7,ユ三周r7千ヒ､･j忙薇可是､､人り叩か舟ま小7･･仁

二丸ら易い人々り線怒車扱ヒ､う宮子川上り人々¢線審ア孝泉′ニつ･､ぞ忙軒
鼻之7■わヨ｡斬烏羊ヒ毛5郎チ攻上軸安東斥痺思二つ=子羊細々草加仁

ヨ9キ攻上噂即ヱ7才劇下ク軒二乾軌て碑番ヒ≠ヲ巧手中値が吊l､値

破壊酎妄庵′ニ隼)フ…トニウムゥ碑絹け､l?占1阜よリI?ムら与岬′二
つ折二町外一郎山ていき｡す何の即十z･ニラ官才粟Lつ木々′1.ニ→=プープモ

吋増し仁人々て功一!更′ニI?FO子方lぅ誘賓再代毛頭しフ‥き｡一台ヱ7

り人そ､路･てl官･J7才〃人ぺはこりビーフ埠付甘l～ユ才がち旨～仁子ゥ
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(40〕紬錮鼻傭}月宛凝周札止局巾食品乳首東経初皇

祖射韓l鼻骨提合御束帯･許可程え軒

也好み丁子 鬼才碍} 入組メ

J･錦青

原手刀轟額か∫周辺増産に放出てれ∂凍射世才ウ東.り3甲｣オ煉赦虐に閲すj

軌ま軋か里で･あリt号の三え痩痺郎･ミル7(郎Lも雪嶺)相乗莞ごあヲうと居

ていき｡草薙対席平取琴ふ賢所軋如ぜを主緩りケニトらネ臣食品｡諸せ棄鮎卯

年摺･托有ら巨よっt宅建壬れ･†よ･｣恥キミ小い乙川尋一J‥京終b如1帖お

絹♂甲咋昨…申年努･:f困〕け.別事れ戎如い与えちウキ与,｡左右壬れいヒ

dしt=ケ｡諺軋ラウ音感劇牒謳･長日ん人･tい}甘辛tuヒいか-ユし′乙叶=

て･l=う紺も宰繚町化餉叶†巨ヒトムり且如かシシヒ打五･土頼′頼=

干ド愈ケルaヨウ青竜ヒ.坦可⑥晶浸和音ウ､ら絶息す巨ヒい･=.査邑千■ニ増

ヨウ軸青山凍り=と一千嵐ら♂薮号雪中､らも血判と･ヱうようl=′食品の恒･.

し痔確斗う嶺トニ査i山うぅ手合喜ホ･=仇乙高い功と-′舶拘t血⊥､z感動

ウ手首tもって一合骨品♪､ら蹟恥†まヨウ手首tl巨イ結し与=如‥レ.ロ

ロ)軋如且所与えっウ寺号一線良市ケL劇軋′貰郎拍和良如･旦t如泉Lし乙

年うぅ阜鵬嘲rあさ舶削頚骨実態祝をt宮路し′あもt‥ユj凍え含法モ･▲き

=草葉d紳棄象拍軌印シニ‥邑舶ヒしL.柵踊机{も叫.軒別
産直ド終テレいこ一′8下草中軸什一千と■ぁjレのZ･･′本手略…′適薄地頭骨桐圭

一如t止J･ヶ巨ヒヒ∴威シ.

2t鯛衷声韓d地厚
其哺阜紬符仇学卒手痛q紬且如折井豪ヒレ

骨眩t九人しLもりナ戎tし,L.日払の回蚊 者回春華ごkド直結い
㌻%絶と■ぁ,L｡

舶拘頚骨璃竜虎-ヤt才l息卜手ト

キ‡急 費加古軋iいぇq地拍三村封書(時知旨主早春)

摂取竜〔全館富力カ)

頚匙頓 舟情報 ヰqイ軋

qF～ 卜F

l､冒∧ノ う

(⊃ 0 0



.漂ニ‡ニー:誓≡是ミチ皇∋咋昔磯t称･紬坤嘲
1)M･Sumiya,Y･Nemoto and Y･Ohmomo‥Factors Used for the Est

Of Ra(1ioactive NuclideIntake through Foodstuffs byInhabit

CoastalArea
ofIbarakiPrefecture〔VIIトThe Consumptio

Leaf Vegetables
andMilk byInfantsin TokaiVillage-

Hoken Butsuri,ii,111ql13〔1979〕.

2〕鹿卓輔′千載わ二日ネ食品千切ヨードせ:塚恩卜食確ノ堤(ち).叫一端



(4り日みて裾丁もじ卜っフp小二舛つ岨＼碑乳母りJ

包転帰叶把埠イ壇嘩牢
`卑碑碑脾寸

磁賃軌こよって八軒一て如もhrこヱ叩R亡り杷エへつ落下音っ
盲〕t衷f一こlアサ.之叩板落下針1千草=てア♂sr落丁骨っ

い相和和行卯こヒモ痢い,ヱ丹P正郎骨かう
rこr周り｡これl:泉Ilて.いま持上ミ頒足し仁

伊¢FC上人_て一郎こてかご巾かつrこ.これうっ
人低巧温の呵腰モカえたい｡
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地上付血¶入東平つヱ叩板lて｢､､ては一打･ド前句1ミ如もしrこよう∫こ′ヱニ
7DSrヒf引訂恥行如ヒもとして碓軋L,鮨罠t衷Jりずり針てしd

こり胤;息tlて′規程H‥巾れわれカて収入､したヱヤ止つ結滞t確定1
的ヱロF〔J在ヒrよぅ｡
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(42〕牛乳が♂Jト′′さも湘艶の碓碑

農耕地省番屋謝鮎
半封和紡

1.箇畠
胸郎嘩より｢わ摘の生産乳の放射能解離を把握L､東阜碗Lてそ

どの行舶畳左庫する｣妄叩とtてヰ軋申のす♂∫トノ′きモぶ互刹飢て=る∴鋼
銅7地兵である｡各地とも紹和申～勃埠畠ピークとL､ゼの後､ヰ〈∫卑は

析､ここ敬称埴打て鋤叩ゆるやセ､ぜ傾向ドある｡二机､教ヤ.､中酌巌

′由があろう｡鮎/碩埠何の剃鮎錬左粧軸】にみ呑と､軌て地番且が9♂Jr

も敵絹く′ほヒムど例外叫あたち恥｡L…=巴の畑臭と比軌た離

ほ畑盾机上のこともあフた･二こで仔､用初出ノお耳息〔カ年度の押釦揉測

定鮨果につtIて鹿封Lたが.郎り妊観ポ押ふ′′J態とも他の地史に比べて
を射てIlる虎合が卑かった｡

T.畠山

F.福周

H.北涛直

Ⅰ.鼻号

H･光義埴且新棄権産額

C･1壌 Ⅰ.眉今壕竜顔頓濾

香‖1 S.常用

回ユ･放射能榔牛紅線醐塊

T･畠山貴名産地埼

C･農糾凄庖魯産拭鞋
S･好摩横島産額軽虜

K.各l順番産就嘲
F･席同展裡畜場



牛乳ヰ?㌢ト

I H

S

レn

-
1
S
F
.
T
人
し

句

恥

F

S≠

托
F
K

ST

C
F
K

S

F
I
C
K

l

6 8 10 12

H
-
卯
下

H

C

TSK

l

10 12 2 4

(,78)

牛乳ヰほと∫

●l

S

TFC墟7

H
昏
n

I蒋裏
し
げ
n

:

86
ヽJ

4門
_ノ

′
l
■

U

O

210

■
t
■
一84

1一一■

278
1

(
21018

′ ､ ′

4 6

(,77)

牛乳の聖トおよむ′きモg舗捜〔/門

C

6

0

0

2

1

回2



(未加工の朗L)を帥郡鮎キ科とした｡萄廻理ヒして牛丸輿料よゼを､如

皿折に心かTLて垂熱急にぶり英和鳩首ゐ｡紬軋卑見マlリプル貯で加

言霊芸讐㌣ニご押鋤紳嘲触議l'′'㌔戚(Li)草峯触
(I)月別費化

囲ユにネすヒムリサ矩ト′′㌔と毛桝の焚如法チく､瑚のように鼻(

て轟く甘あスプーリンフ■■ピー′ク甘る磨埠£みられ甘=.とくに′聖∫功変転は魂
:から一定町境何を象=出すことは虐政でかた｡

御車如懐化

地軸】に且･か別の謹直差折みられる｡過去/β螢卑J可のデーアによをと

は9鵠ト′椚r直に蛸如喀帥窄･,♂ぬJて岩手鴫<一千尊′帝呵
呵l射ヨ持1恥ベノLて並れ励紬左ネすのは各呵の甥槍が脅かフた｡今郎

l幻ユ∫こネすJう′こやはリゴ〔鴻旦錦く､眉辛が舟璃l∫ようで郎｡しかL
比為且よ畑今のオ軒昂り刷がl)りかみう帆ろ｡また.帝剛†年少商=虐

択二こ製卑の傾向でもあぁ｡

3.緒論

ヰ軋ヰの9仇′斤b巧如./地軸小城ぺかげり鋸甘)てチた｡季柵

′如)傾向柑く甘リl地域打てみたとチ､出勤牛乳町他の他真に比べ

割振両tlとIlう偵向を郎仙ヒ甘フた.北港直の牛乳の9守{′′,t∫搬
風につ､-て信ス明甘ヒニち咽り･他和也威と比べて年少フォール7ウト降下う
こと-強めらJLてIlま軋光線J碗帯締取碓兵でみ古希浄(十断とl､う略

す与ヒ､それ柵ても原帥●わるよつに患わ鵬.すUわち.新埠は旦何の隠

几ぺて､非番に気象祓わりやすl､兵イ暦孝明と=えj.そこで､痩且の彦折]

であう釣針北海邑の代表租として出でかた相岬硬打む触て､乎餌
朋軸廿塙lト和島敏郎か凪酎鴫る.そこで､今後の韓歴と亡て､北碗

甘粧真一てつt】て土康.蝉､飯山ら上碑鮎)郵軋左軒-.その巧新婦舶イ
ニとを渡部して､l呑.

軸舶並行可射てあrこり.触な柵の離互レl帥うた名鑑軸如

種壷埼昭俸者ふ位に御の鳥箆鮒る｡

l)三㈲紡′陣上五倍:牛乳中一㌢′の押r洛軸如よう定量ノ鮎届紆叫
′ 占〃′/デ77



(43〕如中一○も巧ウルて1ビlこ∫も媚細､も上訂一塩ヒリニみ工
東嶺鴎‰咽混入エビ郎掘射舶マウスl二叫る舶･耕せつ命杜絶

回立伝動雛絶
●忠雪帥細 哺

1.鵠 も

抑亨尊信坤埼取･ニよろ山本内祖嘩絶壁lま､横車.生じして青称と草働忙ち嫡与Lた

掛二れナ古城株､分布.制牲つ皇ビの1醇紅巷プtlt抒侮壬れて由り.キ嗜.〆富物

醜さ九た状態巧肛l二つt･て仇ものでlまはい.けがフて､もしこのような虹¢和態

て 唯虹分布､埼せっなどが賓な為t∂れば､上虹袖曜埠号l士官鞍づ軒写像食物

こ卑知銅ゐ骨身がよぅこいこな各㌦､ニの朱tニフt･1Iよはとんど解明きれ乙tt甘

もミで.車両憩和的一端tして､紅ヒして再敗呼旛汝ヵ､与中指接泉血生車線絶

軋も､また射わLLて舶巧凍凍れて飯南･篭呼〆比韓鴫巷馳ウ呵エビ

替れ患えしたうえ.ます長軸に巧動鼻水Lしし嘲かこ尊け甑射ふ持舶孝如才五
庵LたA)坤矧萄よ甘粉食帽で.抄セ一触がいルも守衛疲態片息した料ト､

官津噂㌣′地軸か■ま㌢衛机塵水を仲里叫モ印して(机下蓬水Aヰ亡=輔).

様に釦†る如チ`㌔-の嘘塊､坤内分布､軸七っ土崩申したラL､紬の釦わ汚壌

人絹恥二釦ナさ戌塊およ打確せっのモア･ル′tして.上蓋い=よわ一塩ヒリこみ壌施工

葛混合した勧持マウスlニ婿与して飼電卓簸包括射l.君勧化一号舶押隠環鳩称二一

硬鴇力よ打♯せ1℃の巾の皇軍にフj榔純指与フた.

ヱ.卸緑風拍鴫

鋸上 アルマい瑚庵オナ聖.の龍鶉

`もーまニトロルヱトラト粗エビ叫純化jの養殖も巧.また塙拍車賢奄

濾水塩毛布触加増Lたもの(確信應喪叫土叫｡)も号車㌢･れ夜間した｡エビの葡竜1

佃碩あた佃い且り巧普通水(蔵王叫β.り中三･ト叩臼郁雄l●､もの如～ノjl

フセ確執して今身由よが禽師加重管し汝知能(一‰･刷､の一線叫～也Jユ〃げ)

し.滝水･瑚轟雌脇叱､鵡紘倒紬よげ場内卵孝明蝕した.坤せっの判如.
新しで嘲を強巧エビも確舟板ト平に強レ壊もて椚朋童精レ.呈の何の放射街路･

師杏巧サ毎号巷笥出した.

成上か辞乳エビ与訝の一正‰碓鵠比lま絶境均は増加¢¢号音如しり卑官Lもり射



つざ･ニ.峰内--もq分布卑も埴水ごlヒド串卑し.また軸心｡よ,乙鶉嵐が誌あ

ヒLぱワ8旭の朝､触Lヰ時晩は亀電動虐げル牒､It絶え少)のに分布専一射的

ヒ高値も百･すのに対して.掛軸毎号如乍が一大押し綽叫)射｡傍海中は勧直

ノり｡)であ)た｡

-才.報せフ露み卑も柳豆ごL如椚為れ:よ古見〆見ら小た〆.今坂叫:.1.

～8日硝)･ニ指したの与都城レ､たといれ相打塙信､現巧郎濾水頼
むん相和♪一叫如かこ痛ケし､また奇相につ･･乙■拍卜持≠,加～両J

▲こ戒ケした.与虫.々身巧竣ほ上i己以外に比良によフてさ与に菟威した｡

2.ヱ.旬削恥巧触態ゝマウスにあけi一叫軋雌鴇みよ叫せフヒの嘲條

マウ…址日東r､牛瑚埴や¢オスモ･.飼料ま叫クレ了徽(亡と一ヨ)り固型ム.

錮村塾毒味じし､鳩軋ヒリニみ1ビ噴射称ま､上!已亡海水中Tの勧竜ど▲れ軋包蠍

ワ･レマエビ¢島地ヒ中略晩り軒榔まも葺攻穀ま勧朴ニケ鳴雀卓q句作て瑠嬉い

水r韓り官止嘩楓靂和!した｡また.鴬嬢鵬‰見場斜〔那弼和)一式.一㌔止

た埠ね糾録エビ風乾根株トフj上klユキじて細捜した.廟育隻蝮LしてIi.

ヒリニみ1ピ塊旬劉叫怖窮ち乞中℃仙う価鴫あよ匪ぎ個ヰ｡マウ1に牌抑こ一

‡せて781柵甘L.包青息了師宣身およF倉帥拍毎号L放射鞋七瑚良して.

甘㈱,一■叱濾奄(叫l),翫斗に相手い最強払およ打鵬軋ケ庵車硝鎖した｡ま.

卸L電場推守刊良L町帖のもいニ.音節桝与う憎く毒すつ-こフ主､舶青打8

さlロ♯七1呈一両､ん…訂尿†鵬‰(h卜むれ軋′山1細線し.尿ヤ蛾せつl
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(44)環境放射線解析に関する基礎研究

理化学研究所

浜田達二 ※岡野真治
出

加藤武雄 熊谷秀和 西田

1 緒言

環境放射線は放射綿の種類､エネルギースペクトル､強度､方向分布

時間変化を得ることによって多くの情報が得られ､これらから必要と寸

が引きだされる｡

環境放射線は大別すると光子(γ綿)､荷電粒子､中性子に分類てき､

主として環境に存在する放射性物質より放出される丁綿により､荷電粒■

性子綿は主として宇宙線成分である0
このほか原子力施覇=こもとずく

がある｡環境放射線情報fこ閲し､光子､宇宙線についてはすでに本葉

おいて紹介されているように球型の甑Ⅰ(Tl)シソチレ一夕を用いた丁線ス

ロメータによって測定ができるようになった0
すなわち宇宙線､光子

主として3M叩以下･)を分離し､光子はエネルギー綿束密寒から線量評衝

宇宙線は3舶†√以上の吸収エネルギーから線量評価をしている｡特にこ

クトロメータの小型(約川Kg)のものが開発され､環境放射線の主要な′1

日的のいかなる場所でも測定することが可能となった0
現在の主要酢

は中性子に関する情報てあり､今後は空中､水中の放射線情報の研究を

ている｡

2 調査研究の概要

現在環境放射線の主要な成分である宇宙線､光子成分は可搬式の31n.

(ワ1)球型スぺクトロメータ(スペクトルサーベレコーダ)によって異る王

放射線情報を得ている0 このスペクトルサーベレコーダは昨年､米国

七onI978年4月)で行われた自然環境放射線の国際シンポジウムの際､馴

比較に参加し野外測定が行われすぐれた成果が得られた｡第/表のそ

の一部てある0 またこのスペクトルサーベレコーダによって多くの異

の放射綿情報すなわち宇宙線強蜃､丁線エネルギースペクトルの測定が窄

た0 現在これらのデータの整理方法を検討中であるが､例として次の

とりあげているQ すなわち(り宇首線線素密蜃より線量率(岬/hr)相当

-D)､(2)γ線線量率(G-D)R拍R/hr)､(3)丁線線束密廣F(γ/e皿80e)､(

体吸収線量A(町ad/hr)､(5)全計数率C(叩帽)､さらに(3)(4)(5)の値を



してとりあけている｡この定数KFは-､2､3､4の値がそれぞれ約0･5､

0｡2､0｡t5MoVに相当する○ 通常の生活環境においてはK ははとんどI

る0 現在この値が異る環境てどのような数値になるかを整理している

現在までに測定を行った環境は室内､屋外､車内､航空機内､高所､

内､海上､湖上ならびに原子力施設周辺て､標準は/分間毎のデータが

ルされておりさらに必要なデータ群を集積しており､ファイルデータと

万以上におよんでいるQ これらのデータは環境放射線特性の観点から

ると次の占種に分けられる0 1室内など抽方向から放射線が入射する

車内､3屋外で2T方向に主な放射線源が存在する場､d水上､5航空機

測定点に比し･周辺に高い放射線場のある場合である｡
これらの環境に

先のエネルギー特性を表わすKは1､2など通常の生活環境においては

l｡0でl以下となる環境は航空機内(乗客の体内のK-40による)やエネル±

大きい(lM帥以上)線源の近傍(数Ⅲ以上離れると散乱線のためtに近ずく)

殊の場合である0 屋外は通常l･0より大で仁∴巨､-.2でフォールアウト(

)の寄与の大きい場合はl.7(尾瀬ケ原)におよぷ｡屋外におけるフオ_

ウトの寄与はγ線エネルギーの大きさにもよるが表面分布の場合は散乱糸

与が大となり数値を大きくするo dの代表例としては岸から水上に出

から100m～200mにおいて2以上になることがあるQ また米匡=こおける≠

定の石灰岩上の値も周辺の放射線レベルが高いためt.5を示している｡

な例として丁緑青種甥=農林省丁フィールド)周辺においては4以上となっナ

かしこの値はわれわれの生活環境の90%以上についてl.0の値がみつもぢ

このことは主と して場末密度を測定しているシンチレーションサーペメ

よる環境放射線測定が､適当な定数寸なわちFc(op日(またはepn)/岬ノ

選ぶことによって実用上有効に使用できる内容を表わす｡
また環埠Y句

ベクトルから環境に存在する放射性物質に関する情報が得られる｡ 環

在する放射性核種は通常ウラン系列､トリウム系列およびカリウムで､

合ははほ一定て∵あるが､建築材料中の放射能濃度特にラジウム含量の多

みられた○ われわれ生活環境特に都会においては､構築物に含まれる

により例は充分でないにしても関東ローム層と関西花こう岩地域間の屋

線レベルの差程大きな放射線被曝の差のないことが測定されている｡

にいくつかの例を示した0 またこれらγ線スペクトルから生殖線量(IC

21)をみつもると R-rOm係数は男子0｡74,女子0｡dd,骨鮮0｡78が得らオ

宇宙線による線量はシソテレ一夕内の吸収エネルギー3M帥以上の計数



ギー(3M叩以上)γ線の存在する甥をは握するには､3M叩以上と､5M叩また【

芸崇工憲諾悪霊禦霊禦忠一三三
を越える場酎ま中性子の存在または高エネルギーγ線が存在するものとし一

目すること と している｡

現在このスペクトルサーベレコーダによって測定したデータは各月蔵器別

量評価､幸要核種に関する情報の分類､吸収板(銘=mmなど)とシンテレー･

ンサーベメータの組合せ測定法の有用性､各種測定器(G-Mカウンタ､高圧

ゴン電離箱､各種TLD､シンチレーション測定器など)のエネルギ特性を考

た比較､スペクトル内容の分類法などに利用きれ解析が行なわれている｡

環墳における中性ヱ成分の情報解析は前匡=このペたように川中ノ世子の

測定､(2)中性子捕獲γ綿スぺクトロメトリ､(3)中性子スペクトロメ】

で､これらに使用する測定器群の小型軽量化､可搬設計に主力をそそいで

い)環靖放射線解析′こ関する成果は宇宙線､γ線はポータフルスぺクト

一夕によってデータが集積きれ､異なる環境の実測結果についてその内容

析し目的に応じて表現することが行なわれ､線量評価が適切となった｡

(2)生活環境放射線レベルは局所的に差が大きい場合があり､代表値香

る際この点を考慮する必要がある0 特に市街地にこの傾向がある｡

(3)環境放射綿エネルギースペクトルから通常の生活環境は単位線量率

=⊥R/h)当り約005MoV相当のエネルギーフルエンス率を示す｡このため

チレーションサーぺメータの利用は､適切な使用によって多くの環墳にお

Y線について良い精度で測定することができ･さらに宇宙線を含めた高い昭

情報を得るにはスぺクトロメータに卜る測定が必要て∵あるn

r4)宇宙線線量はシンチレーションパルスの3MoV相当以上の計数値から裾

とが可能で精膏も良く､宇宙線強度のわずかな射ヒもとらえることができ

(5)環境における中性子に関する情報を得るため測定器の小型､可搬化

脊が必要で現在この研究開発が行なわれている｡

(d)特稽な環境として空中､水上､水中の放射線に関する研穿が今後巧

で､これらの研究について計而しているQ
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鹿手刀め閣患頑溜め如ロlニ碑､､一教本凄め薇劇埠抑由のたわ匂粟鉄射線と層

縁者事lニよ膵射線の草摘促力鋼恵また々れうのデータめネー把柑う｢′

献打線モニタソング､雰凍の蜘が辛宴1九.浮加持斗ノ月郎オ春草′如､､月

齢ニクソンデド威すう確針′宣作東レた｡

遵奉草屋I二かても略称碑キ東肌東戎輝射線弥ユタソング腰軋=プ､-そ

酵射J奇声以東犀碑√線劫東研舶鍵隻計什L町ニフIlて､それうの粗方よか

碑え明らカ､ドするr:め礫打互遭わ乙老た｡

媚知日キ虜にガいてtよこいZ√可成凍に古とゲそ斬セガ繊巧劇定励声タ

うつと五官墟ドミ立操モニターこよる虜椒射線潮斉威〔郭一′ガJが∵TLPドJ

線量刹吏劇葉〕り雁丸のたわ壊打電抒,た.

ヱ.鯛盈舟廃れ顔客

層身貫ドか乙･J廟卿線モニタソングカ触互だ斬うた弟費頗鼻骨着座

が佐官最多姦媚むこづ､､て兇峨吉男卿うもとい誘如紬庫ガJ嘩壱
軸足推考如点か碑敵互嘲墟レ･ユんもむk･=減f力穆臥ニプl･て瀕

三池ブターニょう戎脚劇割け郎がミTLp-り弼脚線舵
苫作叔レた.

り)達観モニタlニょう藤樹射軸足鬼ぽ〕

第1章 序 論

罵2章 用語の説明

第3葦 連続放射線測定嶺器概説

3.1 概 説



3･2･3 GM計数管を検出器とするもの

3･3 軋定圧の嶺種毎の処理

3･3･1電缶箱-NaI(Tl)シンチレークを検出器とするもの

3･3･2 GM計数管を検出器とするもの

3･4 テレメーク･システムの留意事項

第4章 電鍵箱式モニタ

4.1 概 説

4.2 測定法と校正

4･2･l 判定開始前

4.2.2 校正の方法

4.2･3 朝 定

第5章 NaI(Tl)シ∵ンテレーションモニタ

5･1 DBM方式NaI(Ti)シソチレーシ≡.ンモニタ

5･1･1 測定装置の原理と構成

5.l.2 郵定器の特性

5.l.3 測定法と校正

5.1.4 データ解析

5.2 特殊しゃへしへ方式NaI(Tl)シンチレーションモニタ

5.2.1 判定装置の原理と構成

5.2.2 軋定器の苛性

5.2.3 測定法と校正

5.2.4 データ宕祈

5.3 簡易しゃへぃ方式NaI(Tl)シンチレーションモニタ

5.3.1 測定装置の原理と構成

5.3.2 軋≡毒つ苛性

5.3.3 軋王墓と校正

5.3.4 データ雫斬

第6章 その他(Gl王計数管)

6.1 測定装置の原塁と構成

6.2 測定器の宰封生



票7章 軌定結果の詳伝

7.1 既 読

7.2 平均値と漂準偏差

7.3 異常値の抽出

7.4 異常値の原因の竿析

7.5 異常値の評伝●

付録1 剖定結果の誤析

付録2 基準r繰戻

解説1 校正寿の散乱漕対策

解説2 D BM方式灘定器の回路調整と校正

解説3 5.1芸に喜連した測定･帝析法の一例

何 丁LPりう頻潮軸足産摩)
第1章 序 論

第2章 用語の説明

第3章 TLDの概説

第4章 TLDによる環境放射線モニタリング

4･1 韓主計設置に関すること

&2 剖定に関すること

第5章 T LDの校正

第6章 測定結果の評価

6.1 概 説

6･2 評価の方法･

6･2･1 3ケ月値Ⅹの求め方

6･之2 3ナ月値Ⅹとバックグランド値Ⅹ8の比較

6･3 特異債の棄却法



6･3t3 F分布検定による等分散検定

付録1 自己照射線量と宇宙線寄与の目安チェック

付録2 各桔措正

付録3 ある軌定点の3ケ月積算線量が正規分布するかどうかの例

ま 結診

柵屠作句レた二つの都県暴風にり郎力線毅伺動ニガプ各確庵柳

津一二っ､､そ･初皇殊如田鶴が｢フモかカと声えうれう｡

レれ万がう鬼軍曹如打･丁うごくわヂ輌樹の破射線象り｢β素
材剖劇糾う.二け_′細線力萄与身手打牌鮮血りれJt■揮う仔l､碑趣きサア
リー斤痺れ凍打が雀ずれう0



(46ト発電用康子炉の事跡軋こみける項脚中

放射椎ストロソナウム噸達弁紳壊

l財)日本番所セソダー

井本才触･室拝降身･福嶋増人･詭山

卜緒言

平和利用生卵叱Lた貴子力海蛍の増附こ偉い.号倣う施設ガう放出き耽ろ應

積の禰宜研毎ば.せ塘多く布なわ仇て=う.族称性棲種の肺患ば.施設す

転呼ド対射るもの飢"んrて･･かノ.TM工事政の凍如寺にぞの分析者法毒

ま遺町るここlも舶用動こ長崎郎胡ヒすう等由無細が多い｡額醜づ

塑任免の頼東銀号と葡蛍ガうの放出の可触性り大きナとげう､事故時にモの額虔

ヒナ丸ろごあうう放射性横様や一つヒLて申錮こ連日し.健食物中`こ含ま肌葛こ

雌商権巧遅速柵勧=つl-て碑計Lた｡牛乳ヒほう叫ん幸を対象紳亡した嘩q

方法と.朋蛸噴射こ古け弓障軸掛;つIlて額肯すろ.

2.領主研免の概事

帥sトの珊方法こLて､発煙硝酸温,イオン車線輸舶も濾一浪軸出法師
ヽ
l
一旦

■■■■l-■
■
■
■
l
l

L
ヰ一寸

原

車喪(5一汁;馳mきI

(許～ヰ0●C)

サロ心酔酸l卯き

(ほ介)

上遭

体熱

り
富
心

矧

庚･世はj

痩

錦
帥

7.ぎ光トリサロl噸湾浪

速叱介藤

諌呼物

アゾモニア水

城主

ほう仇ん草(5003l

水50¢M旦,塩酸川

控体埼痕tsト計;封h

ht十;0･2き)･ミ1

遠心価紐

吸引㌍過



告げ-あうがい軸毛鮒鴫鳴こ虎化拍手とL.ぞ巾鰯昨に紳稲庫をj

軋は､毒勧才ソ軸ヵラムに通すオ朗報肘机てl-叫楓碑

がつまり､ポノブ音朴tて嘲納に通す咄辛が･あろ｡
本研郎耳牛乳はタソ丹ク酢感化ざ机た項連叱j犠漣で帝り酎､上;

ルカリ土類鎚イ打をシ1ウ醸塩"て飽Lた｡ほう机ん草は､ミキサー

つっ地車如ストロ巧ウムを貸出し.浸出勧､うプ;り醸壇と【て句短

泉l軒粗lてみ汀る官長ストロシナウムヒ厳封推ストロ

席乳
付｡. 中産Sr 軸卵生Sr

シナウムり嘩

ほう机ん草
付0. 官長S卜 故知杜

1 0.1ほ ¢.中土¢､沌

2 ¢.q2 0.網土0.I7

8.朋 ¢,q5土

れq3 ¢.q7王

0.q3 ¢.昨土

車軌に示す.溶液叩ふの回収車を原子境地
法により魂定Lた.ざうに師直ヒ2回8の通じ

軸lこ碍う九た魂辞物中凱旋射場ヌトロソナ

ウム音餅L.炉濾手てぃ別電車を調べた.ニ仇

うの戯果を農Ilこ示す.

劉醐触帥主朝晩粥明細 アルカリ

土類重点イナシの克り酸塩亡硝如トロソナ

ウム相和こみ甘与勉患者Iこ対すう騎紬叔を

､トレーサー菓#ドより祖めた｡烏靂を表別こ
示れ

3.烏語

乱掘郊哩寺舶､楓,ほう励ん草こも

3時貞吋1ウ触生成相弔-え､催東

の廊化速K此ぺ■嶺師時周名犬哺ド軸できた｡
者煙堵峻鼓ドよ与力ーけウムガうのストロソ

ナウムの碑拝､適齢～3画繰返し衛ラ祀

､官軌=拝良計でl¢ヰ,ぞの他の元素ご･が
攻上の辞独力喝う水るで･あうう.

動之 地元青ド射すう酎

シュウ密塩暮l鰯

4れOI ぎ

ト=が 1

7れ¢O q

ヰメ旧0 1

JJ=が 7

1メ拍ヨ 4

1ス10き I

tズ柑0 2

注叩霊品語㌫芸
mきを含む横御領液卵
リpH～ヰ･2て州ゾ1ウ醸塩を

せた｡

■宋 血相;S8Mき,S㍉十;･

Mか謹叩各化学勧曹足跡



(47〕工門一フル中性与御所法lこよきウヲユヨ頓につt､乙

神泉l順衝姉所
0杉山英男高椒′卜山

上席吉
原珪恥榔ヲニ巧概とし乙瑠鮎昭欄翫蹄腑｡玉偏店値戊む

使手触法帥で壱ウラン23古今勧顧り高いエビサーフ岬任胡
新法を臥傭鞘姫鱒如が土凰鯛扉巧環噺恥ウラン漑｡刺免

｡ま巳頚妊臥l乙いヨ匠略ナtl光子噛法lこよぅ≠沖値と此軸輸した｡
2.細り僻
辟韓拓押隠工紫朗牌Ⅱ囁随所さ湖綿布さ仇こいるJβ一t(Bqs

武岩)右よがTG-1(す柏nOdlor也:花こう亡適酷)を臥､E｡土應五

宗恥l嫡奈川帥で､徹したもつ璃性如〆ッシ班下とし臣｡
椚命相法

ヽ
ヽ

ヽ.

エビサーマル中層儲靴御憧(E付AA)
春輌100mはたは･ま50川9を刑工チじ感(15xヱ0冊n)に鞠
ウム簡(厚さI…)｡入札､立教母娘与加悦所(TR伯AMARK

脚榊(熱中性ヨ席川Oltn･⊂ボヱ･Sl)で占時鞭卸した｡軌跡陣
宗塙スてフトロメータでヴュ轍クトル摘促した｡塵淳一音量う竹〔恥で)
生和書力廿(半減阻門-5舟)句1触酢坤(ヰ戒鞘2.ヨ5巳)の228.
およが277.古KeTのゲンマ猿き周いE｡

国体け､､光蒐凄ま(干Iuo.)

柵句今鮎.僚韓后孟柵適師酷触法(150℃＼Ihr),硝酷鮎
℃.暮hr.)打よJアル乃佃韓去(800℃,30什信n.)巾j殖を臥此鞍し
鮎よd欄掛一掘触でおこ持っモ｡ゲ涌陳11水璃敬し､ウランを

rしミニ巧ムで果菜し､輌虹チルd拙後､親した1しγトモ盈陛固執丁い
(触出張3占6nrn.サl､瑚長550nm)瑚促した｡
(2)餅稀果
姦柵をカドミウ∠摘に封入寸きこと-こJリ.熱中任き東ず減れウランの定臣.

ぃとも帝鮎描き『血巧亜振舞撮が低減し､共鳴棚晒私大きなコ町ロ
が明味と店り軸に購がお二組已｡また.脾醜庄0.Olヴらl.0掴まで



低い値ぎあった.また､アル丁目脚随亀岡いた塙合丁年-lに比べウラニ凛東

館の軋IJB-tでlま鉄の弟だ作臥こよ硝窄が太さいと着えられた｡そこで

化他帥巧錬百官皇男畦し忠とこう､JB-1ぞl事ウラニ月娘の三郎愴に相当
作用を原朗錬β甜腔王小た｡
表2にl‡.土嵐脚中巾ウラニ急転御碗鮎序した｡工印-マlし

卿ヒ闇路二比べ帥ナl僧境遇lこよも御値d､辟韓后蹄巧席果d育噛
ごあフた｡

Tablel UraniumCOnCentrationin the GSJgeochemicalreference sampleJB-1

月g･9-1 mean士

Uranium COnCentration

n H2SO4-HNO3 n HNO3 n Alkalif

Sample

6 1.84士0.19 5 0.62土0.08 5

4 3.40士0.20 5 1.56士0.17 5

0.54士0.03 2 1.25

2.02土0.37 3 3.17士0

1iteraturevalue:JB-11.軸g･g-l.JG-13.3pg･g-1

Table2 UraniunCOnCentrationin soiland sediment samPles

pg･g-1

Uraniun COnCentration

Sample Sampling point

E軋姐 Fluo.

⊥

⊥

⊥

⊥

⊥

･⊥

･⊥

･⊥

･⊥

･⊥

0

0

0

0

0

S

S

S

S

S

Yokosuka C土ty A

Yokosuka City B

Yokosuka CitY C

Yamakita Town

Hakone Town

⊥

つー

3

5

ュ

●

●

_

●

●

つん

つ`

⊥

0

⊥

′b

qノ

5

⊥

′b

●

●

●

●

●

0

0

0

0

0

river sediment
℡1e Hirasaku Riv.A

(Yokosuka City)

river sedinent The Hirasaku Riv.B

river sediment The Hirasaku Riv.C

0.8

0

7

●

●

⊥

0

marine sediment 粗1rihama Bay A

(Yokosuka City)

marine sedlment xurihama BaY B

0.7

1.9 1.0



3.紡語

エビサーマ化中性罰輔†扮所法に古主岩石､土壌､在囁秤仲巧ウラニ々席沖

を店ヒ亜輔殖の生御し尉皇頑張とな,モ｡また､僻患厄痢和

一言文醸良く-軌た｡こ巧諭‡博打酉酢紬<年数巾紳輔柑
日軸析こ触感去と執っ似る｡一方､匡略けしl閻によき御旭錦観こ｡
異なさ可簡鮎､ぁ沌姐御埴巧相毒蛾lこ摩して.叔巳今晰｡
畢ヒ着えき｡

文献

りAndo,A･ital･:門1年CorhPiJATion
of D品onthe

GeochemlcQJ鮎鳥renceS仇仰Ple5JG-1年mnodlo

andJB-=紬盟什･斤eochern血IJburnal.皇.IrT5-Iq
t qワ斗)



Ⅳ都道府規の放射能調査



(48り胤二机頗醜観

煽動傑物執
事酪鋼奥掛庵軒

h
適
齢

■∴云l′r孝l

痛言

軸靖風〔佃年月瑚7輝朝)碗観乳ニJ烏鞠鰯如
べる｡

2肇旛凍酵

(‡)鞄掛軋
鍬･上フト羞打席姐牒醸土･土薮･鰯乳っっ＼ブて餌一夕柵

/芋軋二つ＼ノてば′j′ユり碗紳輔肯った〃締､えパIJン綿卜舟
レ/シ召ンナ′ペイメータlプ訂銅鉾の劇鮎郁っ仔β

丘)男児方法
か一夕蓼鵬ぼ､耕軸卸飢一夕細線拗｣〔櫛引鞭

′J′工lせ､局毎｢激鮒呈∃雁瑚議パ掛軸)l÷よっ乍｡鰭

りり7は､三ンケレ/チタフサ∵ペイい即r名倉如､拍u史ブタリンチ
よ墟軸作甘′フ仁.

蒜慧岩㌢よIÅ竺詣慧i,票芸TDC一=伺
ニンすいシラン才一八､イメータ:穀βC封jtoIB
モニタクエ7､ポスト:凄租閻一Jうユ

瑚刺激挽

イ･和坤り餌一夕働離

櫛lケ打＼丁坤板虐雛どみ斬㊨阿東砂越､ウ拍′ヵノヽ
､l

り飢一夕軸境野鮎釦lク糾/通好軌ン､
即日)と触酢ユ帥日)りユ恥麒馳行射杉粧そ
嘗めう九克1､っ愕｡

ロ･廟卿全べ一夕故射酪
莞･某･琶

明仁の艶色鮎趨手元ちぷ示
ヰ誓聖一旦教師鍋準質七一恋レ遠耳一雄木炭洪研

一ゝ



F履(札吼串射ごあっ控｡

ち官職
如鮒レわ冊毛シタリン抑えト行細シンチレーションサーベイメ

う貿嘩稼動讃雌鮎酎､子細鶴り鞠鵬軸確ば/如て､､
乙ナタリンク､､距トlつ申てt亨･用獅佃紅碩剰楓症楓魁

表1 雨水中の全ベータ放射能

※ 大型水盤による1カ月毎 ※※ 6時間更正値

表2 各種試料中の全ベータ放射能

採取地 最低値

上水(i原)※ a

//(水)※
b

ブ炎水

i毎フK

海底土

土壌 ※ c

〟 ※ 且

札幌市

稚内市

石狩町

泊 村

札幌市

〟

札石

町

市町

m

〃

狩

〃

幌狩

抽

1｡35(0｡却)

0｡召4(0｡12)

Q.99(0)

0｡69(0｡06)

1_

3｡

1｡

0｡
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図1 空間線量率の月別亨僅移

(H
モニタリングポスト,lトーX シンチレーションサーベイメータ

S解語

軋上の鞄賊鮎弓み如､ヰ庭撫勧琴…巨抽敵わルす､紳
拠､､あっ¢｡



(49)青森軒こ打･丁も祇知能言鴨

青森公宅諏各号碑印
税木立場 所斬経絡

/純毛

′?ク6年斗月り′門?年う月まぐの野草村有荷車故によも醐惟諏奮の概要t覇

王.細魚研軋の放阜

川 判定装置

年M計醸置 7ロカ蟄 丁ロ〔-J旦

シニケL-ちンサぺ､ィメータ
ウ

Tしうー/1巨〔撃

破高甘柿鳥 目五製 RAH一陣ろ聖

ヒ?リンフいホ｡叶 富士直観 PS-ううヱ 型

(ヱ)諷奄町象
雨フ1く 上水 食品類割く 尊慮土 工規 聖廟緑青

付 利定方法

試呵の額菅宕よび剰ぇは野草捜蹄斤綿｢合ベータ敏射能判史軋(堀幕

間庁碑｢聴触ヨウ与件柵靖｣(/?研)JてJl仁｡

㈲ 諏直結泉

イ.定時疎取ドよも雨水叶判乳棒諷五泉Jドl子･す｡

口 上水 食品薄 審水 落色工 土壌り判定鯖界t友1ド子･す｡

-､.堅酢粗号り判定鯖果モ泉うに育･す｡
二 年生守の押‡剰ぇ革帯互泉町二言tれ

う.籍 毎

今年風tり妨回甲回離礁がけ月･て吊一下が本県tこ勢乳描く.剛沌∫

柁増野ド軍草岬うれ糾っt｡
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泉う 電 画線阜(青良市)
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(50)永､邑県巨あける放棚倉

永田溝軒脚東新

稀又轟一 鈷田ミ雫ラ j一閃亨
武席端子iヒ杯紋申

l緒 言

娼血53年苺(B.ヰ～路3)1こ東蔽い湖滴乏利発調香の禰屠左簸べち.

ユ.壱紘■巧観客

しり錮杏対象
南軋上水ノ淡水ノ土豪.長恵良物′養護坐臥緬敢亭

勃刺鮎描

蹄の蘭蜜あふび剰ぇi才.斜苧預僻葡｢放射能諦塘香設計直音=掛軸舅年寄
｢全ベータ凋碑測定蕗(略如l･?ん.｢放射性ヨウ養分析法.｢放射腫入トロンナ

新法｣享ビド準じた.

剖剰ぇ装置

G鵬博漢音:伽払Ⅷ-10l.シンれ一ケヨン恥べ/けづ:触也丁拡~ほ】じ′

リングポスト:義士嵐ps-532,軋ヾッ77うぅンド包勧剰ぇ装置:伽払LBl

租細鰯果

ノiえ醜iこよも雨水d合ぜ政和絶を泉lノ各線劉町中め庭β放射駆息羨ユ
ロ モニタリンつⅧストドよも風年連液中車間鮮を泉3ノサーベイメータド
間碍骨五泉午卜印.

ノ＼各健診滞押の乱′一誌急患Stこ示す.
ニ牛乳〔廉軋〕甲の剖t五泉占博す

3.勉 綺

本顧問中q10日ヒt2恥.甲軌‡ヤ机でれ地下なちびド凡気圏内功應え験包行

動衝言ょられ丁よげった.

金紋ド′今車座む凪レベル/ご雁稲レ息就粁とも閉脚才麒刺コれ柑った.

山麓留め笈ヒl㌔′軌こ笈｡伯セ†､前年庵毛か守リエ包｢ている.こ山F凍和地息の

前年寝けかすかfミ榔みてあっRかlこ苅u′今風め武やや凹地曲っ汽瑞軒わ

融が風軋再嵐入し易く′長期間lこ高磨慮¢蓄繚をみたむのと尭んうれも.



泉1.雨水全β放射能J♂)月別組

表ユ.各種試冷ゃめ全β放射能

し錬成キ〕

(測足値はも時間更正値)

註粁鬼

牛乳陳乳)

キャベツ

ダイコン

椅 呆

凍取耳目
53.a

5年.ユ

J杖軒能慮夜
0.56土0.03 Pシ増阻

0.斗0土0.0ヨ

0.48土0.04

53.用

53.IO

ハウノ､タ
コ 1

Ⅰ3.1ユ

∫3.了

53.ら

与3.1l

0.斗?土0.03

0.30土0.03

0.年 士0･0邑

0､?±0.03

0､3?士0､Oj

O､ヨ5士0.0年

軋 軋 与3.7

上 組

(取口フに)

55.6

与3.12

ら｣l土2･05

4.OE土ユ･0了

4,lら土卜耶



畏まモニタリンフ宥和ドよう星間線菅

二年月 上面 下値 子持値

S53､牛 け､0 12.ユ tヱ､?

5 廿､0 12･ユ 13､0

占 甘牛 け4 I3tl
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(51)山形県における放射能調査

山形県衛生研究所

堀岡 正和･武田美智

1｡ 緒 言

前年度にひき抗き一昭和うぅ 年ヰ月から同う4年3月までの薄田=こ実

科学技術庁の委託によるI山形県における放射能調査について韓告する

2.調査研究の概要

(1)測定対象

雨水ちり,上水,土壌I日常食I崇富農物および海産魚貝そうなど1

全べ一夕放射能ならびにサーベイメータおよぴモニタリングポストによ

線量を測定 した.

(2)測定方法

試料採取t前処理･全ベータ放射能および空間綿量の測定は･科学お

｢全ベータ放射能測定法(昭和う1年改訂)｣･昭和うぅ年度放射能委若

および科学技術庁の指示によった･

く3) 測定装置

雨水ちりおよび各種試料の全ベータ放射能の測定はG班計数星章置(AIc

-102型)を使用した｡また,空間綜量の渕定はシンチレーションサーベ

タ(AlokaでDS-121型)およぴモニタリングポスト(Aloka
HSR-R12-16(

使用 した.

(ヰ)調査結果

雨水ちり全ベータ放射能のうち大型水盤による1箇月ごとの測定泉H

に.定時採取による降雨ごとの測定結果を襲1に示した･また一名種言

べ一夕放射能潮定結果を襲2に●さらにlサーベイメータおよぴモニ1

ポストによる空間綜量の測定結果を図2および囲∋にそれぞれオニした

3｡結 語

測定調査抵果のうち,昭和うう年斗月･5月および同年12月に測定し

ちりの最高値は.本県の過去う年間の平均値よりも高い虹を示した･t

ぅち前者は第23田,後者は第2う回中国㌫実損の影誓によるものと考

(去1).またt同棲の影響が大型水盤による1箇月ごとの皐月･5月の詔



ー■}一月間降下量

一也｢一 陣 水 量

月間降下量

月間降下量

年間平均値

5

350

50



表1雨水ちり全ベータ放射能測定結果(定時採取による降雨ごと)
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襲2 各種試料仝ベータ放射能湘足軽果

試 料 名 踪i:こ出点 ㌫揖年月 単 位 放射能沸度(含E

0 一- 5cm

土 壌

山形市 53.7 pci/岳乾土
17｡う2

16｡35
う ～20c皿

うぅ｡7

53｡6 pciノ4
上 水(じや口水)

タコ｡12

わ かめ

さざえ

大 枚(根)

酒田市 53｡b PCi/g生

53｡7

山形市 5∋｡10

ほうオ宜芹(葉)
う〕.10

米 (精米) う〕.12

与｡98

い か

日常食

うぅ｡9

うぅ｡7

うぅ.12

うぅ｡8

牛 乳(市肛)
うヰ｡2- 1｡02



(52)宴頑溝庸､t"放射組摘壷

磐城蔑衛生府御

節山 刀.船木.ミ

ヤ村真一 庄司鬼

/.頭書

路刺∬耳廣一て本郎一実施した耕単軸彷車軸射観閲直の､結果阜観客了る.

ズ.師直の解

叫 神泉の対象

南畝､土壌.食品KフレIて思1l一夕放射能を､腐乱Kつ-1て楓齢柿色貯

また､ガンマ線卵色甘伺/屈ガンて計j暗色l割耳鼻絶てⅧえした･

功 測定オ壊

御者舶紆線r患ヾ一夕妖射絶洲おぇ(/叩り.打拙｢l引上州吼f(叫

入イ7トロメ〆アーニよち且速足号議JにJフた･

刷.剰ぇ親風

思イーア凍射組

オートサンで′レナ1ン}-一々周年川村叔鹿屋

(アロカぶC-7♂∠′ TPC一∫♂り

ガンて線主宰
舶Ⅰ(T止J‡シナし一シタンイーぺ､イメ′夕

(アロカ TL.S-J2/亡J

ガンマ封･扱辛

モニタリり●■､ポスト

ヰ仔へ∠月 廣士遺.ノ汀一√Jク

/2日′一夕用 アロカ 〟イ尺-′′

頻凍命碑

∫ケ¢メ5◆〟4Jけゼj;シナし一夕(娼瘍恒子プ㌧一トタけ)

卯β仁人波高倉竹風〔日立Rカートヰれり



㈱ 結 果

〔恥1食べ､一夕族射絶

射(打よ汀日向降下才帥鮨泉乞長/K禾す.義幸,腺丸限界は膿鯛フ紗

と壬.み打右＼ねフナ′C`カて=廃る.

/ヱ帥嵐粗/紺アG､〟甘/Z舶用Jこ降フ良南かラ篠丸之れたもので･オ

､字画碑実験に末きものと推東芝れう伊上壊.食品の鮨黒色友2K尽す.

(♭)がンて線貴幸
泉3にネすようK､√7へ√ゴノり兢と.例キと周し､-レ1･-′Lぐ廃フた.

{C一
モニタリンノー■不○ストKよ古刀㌧て計教卓

盤拭奥津庚濾凍音のため･g月へ/ヱ射古文測と持った･層/と､Jヱ日比件の

牽レ1･ルがJ用水前に比1tて弟千下が7ていさ畑は∵副え属印象風下碑うチ

アソ･レヾルれ鼻n Kよ舌ものと着えうれさ.

血腐乱中神工舶

√射子フた副えで 囲ぃ丁ノ如膿玖乏れ稚かゥた.

(占､絶･藷･

β卑度の磐城一軒阿波身絹邑レべ′レ∫いい･肝升ヒ聞畝のレへ■′レでt弟っ犀

わ印す同席笑酸の影響沌･一過剛如軒りた南れカう検丸iれゼの

イ射手川ぎFC脇て叫あった.



泉1 南水中の金ベータ波舶絶

年 日 加薮 璽貨 車讐祭 日聖革雛数 苛還
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表2 食品･上如金ベータ叔射能
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(55)埼玉県における放射能調査

埼玉県衛生研究所

中揮清明 吉崎和雄 藤本義

1.措 言

埼玉県における昭和52年度に実施した放射能調査の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

試料､採取地点､回数などは前々報(科学技術庁:第19回放射能調査

論文抄録集,182～5,昭和51年度)のとおりである｡

(2)試料の調整および分析測定法

科学技術庁編｢全ベータ放射能瀾定法(197占､改訂)｣､｢放射性セシウ･

(197d､改訂)｣､｢放射性ストロンチウム分析法(1974､改訂)｣､｢封

シンチレーションスベタトロメータ機器分析法(1974)｣把従った｡

(3)測定装置

別折計数装置:アロカTI)C-105型､ローバツクダランドカンター:アロカTI

波高分析器‥日立505型､シンチレーションサーベイメータ:アロカTCS-121

(4)調査結果

イ 全べ一夕測定結果

第25回中国核実験の影響が12月19日の定時雨水(197mCi/Ⅰ

型水盤による1ケ月毎の雨水塵(12月分､557pCl/ゼ)にみられ〆

いずれの検体も期間中に異常値が認められなかったので省略する｡

ロ 核種分析結果

川 大型水盤による1ケ月毎の雨水塵の分析結果は表1に示すとおりで

回 一番茶､米などの食品の分析結果は表2に示すとおりである0

レうその他､上水､土壌の分析結果はほぼ前年度と同じなので省略する.

ハ 空間線量率測定ならびに■封工の測定結果

川 空間線量率測定結果は表5に示すとおりである｡

何 度乳の刷工測定結果は金武料(15検体)検出限界以下であった｡

5.結 語

放射性降下物による放射能水準は前年度に比べて､米､牛乳､茶などの`

びに/押csについては特に高い値は認められず､雨水塵については高いスプ



表1 雨水塵の核種分析

珊､×1♂mci/km2

･･･∴

.r

■.● ■

表2 食品の核種分析

qO S r

種 類

一

番 茶

精 米

玄 米

生産地

生産軌

生産地

消費地

生産地

生産地

採取地

入間市

入間市

所沢市

大宮市

本庄市

川島町

採取月日

711

71ロ

ス12

灰分蕗
pci/晦 S.ロ. pcl/梗

85.4

198

150

25.占

470

55.5

12. 4

1.19

1.20

1TI)

もTI〕

1TI〕

1TI)

1T工)

もTI)

生産地

生産地

本庄市

川島町

ホーレン草

大 根

あ じ

牛 乳

日 常 食

消費地

消賛地

消費地

消費地

消費地

大宮市

大宮市

大宮市

1.19

1.20

5.59

5.74

42.4

55.4

12.1

12.1 0.49【8.74

8.29

28.5

12. 占

大宮市

大宮市

8. 8

2. 2

705a

ス28a

2.17b

l.41b

2.00

1.29

占.71b

5.25t〕

大宮市

大宮市

占.20

12. 5

14.占C

198C

1.占4d

5.49d

4.25

8.25

5.71d

5.87且

a単位:ダ/ゼ, b単位‥pCi/ゼ, C単位‥ダ/人･1日, 且単位:pCl/

表5 空間線量率
〃R/b

r



(56)東京都における放射能調査

東京都立衛生研究所

笹野 英雄 鈴木 秀雄 斉藤 庄択

高橋 正博 小輪瀬 勉 三村 秀一

1.緒言

昭和53年度に実施した放射能調査について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象試料 全β放射能測定用試料および核種分析用試料の採取場所および採取

/に示す｡このはかに新宿区､八丈島の空間怒量調査を/よ回ずつ行なった｡

表/ 調査用試料の採取場所および採取回数

試 料 名 採取場所 採取回数 仝β放射能 核

雨水･ちり

雨水･ちり(定時)

上水(原水)

上水(蛇口水)

土壌(0～5cm)

土壌(5～20c皿)

日常食

牛乳(生産地･Ⅵ抑報告)

牛乳(消費地)

野菜(ほうれん草･消費地)

野菜(大根･滑着地)

米(満着地)

海水魚(生産地)

新宿区百人町

新宿区百人町

葛飾区金町

葛飾区金町

葛飾区金町

葛飾区金町

新宿区百人町

八丈島

新宿区百人町

文京区大塚

文京区大塚

新宿区百人町

三宅島

♂/ 〔〕

/よ 0

よ ○

よ ○

/ 0

/ (⊃

2 0

# (⊃

よ 0

/ ○

/ ○

/ (⊃

/ (⊃

♯核種分析用試料は前処理後､日本分析センターに送付した｡

(2) 測定方法 科学技術庁編｢放射能測定法｣(1976年)によって行なった｡

(3) 測定器

G垢計数装置】聾研計器(株)MODEL RSC-3NI G垢計数管 Aloka GM-LB-2501

シンチレーションサーベイメータ Aloka TSCq121



表J 雨水･ちりの全放射能

年三 月 測定回数 降水量 最高値 最小値 平均値 月間降下量

(m皿) (pci^)(pci/｣)(pci/イ〕 (mci/ki)

53 4 8

5 9

6 9

7 5

8 3

9 11

1〔1 7

11 6

12 2

54 1 6

2 8

3 7

199 90

108 90

114 53

44 58

34 32

129 68

159 42

24 38

32 108

87 21

100 37

89 23

9 46.8 8.42

9 38.9 3.45

0 31.8 4.23

4 48.7 0.61

19 27.1 0.92

0 22.9 2.22

0 14.0 2.53

0 17.8 0.37

0 54.0 2.81

0 10.0 1.13

0 13.9 1.45

0 9.5 0.42

合 計 81 1169 26.4 2.38

(年間平均値)

ほ) 上水∴ 土壌､日常食および農畜産物の測定結果を表Jに示す｡

表J 上水､土壌､日常食および農畜産物の仝β放射能

試 料 名 測定回数 単位 測 定 値(測定年月日)

上水(原水)

上水(蛇口水)

土壌(0～5cⅢ)

土壌(5～20cm)

※日常食

※牛乳(生産地)

※牛乳(消費地)

※野菜(ほうれん草)

※野菜(大根)

※米

※海水魚(あじ)

2 pCi/1 l.9(6/12)7.0(12/7)

2
pCi/1 3.0(6/12)13.2(12/7)

1
mCi/扁

1
皿Ci/血f

2
pCi/g生

4
pCi/g生

2 pCi/g生

1
pCi/g生

1
pCi/g生

1 pCi/g生

1
pCi/g生

0.1(7/17)

0.65(7/17)

0.02(6/19)0.78(12/26)

1.29(6/8)1.23(8/25)
1.37(12/6)1.04(2/25)

1.20(8/25)l.34(3/24)

6.48(12/7)

1.42(11/15)

0.68(10/27)

2.51(9/19)

※ K合判定値



表# サーベイメータによる空間線量率
ゲR/br

測定年月
測 定 場 所

新宿区百八町 八 丈 島

53 4

5

6

7

8

9

10

11

12

54 1

2

3

7.0

6.1

6.4

7.3

5.6

5.8

5.9

6.6

6.5

5.9

6.8

6.4

5.4

5.3

故障

5.3

5.2

5.2

4.9

4.5

4.7

4.8

5.2

5.2

平 均 6.4

4.結語

仝試料とも前回と比較し､異常値を認めなかった｡

5.1



(57〕神和泉に印さ蚕軸軸噛線

腑･tI鼻鮎厨研

′トム空席島線形ム美男

蓮田鼻水

卜韓毛
前月渡ドひき絶き′/9郎嘘ク絹地御感払方よび泉卑嘲維庸ち虜触耕

ル抑査乙待った.

ヱ.緬査研究て哺虎

(り鋼玉帝展

南本触′髄旺′空噸膏諷薄氷.軸′魚貝草魚′土希司隠
て如繚射阻潮鮒.ウラン柵互行フた.
〔ヱJ房淀オ誌

射卵殻財経:r鹿部願度竜一Iq軋舟鞄廊頓によフた.

仰セラ如‥㌧"ムー即J棚和韻か上仰山)斗尊拝観者に.

い)ストロニテクムこ｢ストロンチタムー恥∴参酌諾-1q鴫脚脚瑚に.
甘巨利足蕃

酎船長戒JDトI引翌年M自動槻差置.呆けTDトム留年順良簑三

卜憎甘地山賀年M之FO3A引思考卜占噂/帥と沌飲印した.

印似q製LBC-ヨ日管2M■スフロー､ローノウクカタ>クーと卵しフ

いJ眈農TCS-1封乱文は聞C馴凸b>チトショユサーベイズー
俵田した.

旨)C山肌軋允莞拍仙)千尊命触着机血′咄｡府農舶細に扁
て使帝Lた.

3t割細泉

単叔紬窃碑源泉吉見l′頗馳帥廟暴壬点ヱ′ラテン身幅鼻毛農5に示し声
わ相中朝東乗単により′南村岬に¶M8一冊≠.t｡タ払′阻R-け㌔′綿

がわす-ォに倹皇子几ただりであフた.

他つ軸ばβ韓醐整触ルぺ′L七萌フた｡



泉I衣射絶剰定鎧呆

鼓_____単為凍 翠j牡

仙■一■一■r■■■･一■■ノ･仙叫■■-q■■-血･■-仙--■■■■-●-･一用--●一唖･-→■一--,■-=一

乱覇教 測 定 値

軸り粥周明嘲 軒ノ師恩内 ql L■TD～3.4れCん鵬ユ

匪水

火≦リ(即印 イ/

ク

烹･斗榛東

tヱ【 LT D

上米は如) ヱi ゲ

･仁一
2 ゥ

農畜▲_牛
乳

__遵奉章押些___

疇ト■~■-1■r▼▼■■~▼′■■W~Ju闊耶-■-tヽ1■■■′`間■書-㈹=ざ1-▲-Ⅵ-､▼て柵t一円伽J■･t■■-

ユ LTD～0セ粥pC〟紐
柵■■■･■仰-■■●-･■■■■■~{■●d■■州-′■岬･エ伽■■亡はコ■t■■-J■■nLr一■■■叫

泉 ク ⊆ t t O勺ほpCJ/皇室
最初

_堕辿≠連 ク仙｢■=コ=≡ニ千首大 瓶 〃 ‡ ク

者▲__弟じん 衝J師盈旦1 lq O■02～0.甘 Lん亨

空間疎音華
ク

Tlユ

4.5～言.5〃町ん

凍貌賃和己山皇12 4.6～与.4 ウ

蒔
___ネ

頑頂軸､乱打魂t LTP

考慮ユ踵希物 ウ = ‥竜.ヮpc通塵圭
破水垂あ じ､ ノ1､田原キ ‡ LTD

土壌
0へノ首c机

5【)28こ■し

辣年度均分正吉

グ______¶f

12(=仇C⊥/紬ユ

口■-1･･一-
`下■咄■■㈹1H■■■■鵬

最 2 ヌ繰り薇屠命佃果
観僻見 掛恥喫 合β 正伝~~~耶sr

わかわ

應頻習申

小軋和寒

LTD LTD ト曾

てヰペニ壬 2700 6.写 LTD

か じめ 3ヱP_?_トTD
ケ

あ 占 わ ｣TD 7.0 ケ

わかめ

乳柄下原

吉コロ0 LTロ I.g

てんぐ亡 蔓_?00 一ケ LTD

か ど 町 鼻賂考 L工__P
･ケ ク

はんだわう 占訝0 ケ 5･_l

単性二p仁/弊

最 3 ウラン到真顔泉

就射兄

司■‖l水

落度土

株取地兵

一■l.平作Itt

菰野叶金計･l

ズ里親湾.崩

杏里一千作III

鹿野里′金昌里

を竺墾堅垂些
旛取.山北町

五山.久里親

尊慮埼 虐臨瑠



(58〕新 潟 県 に お け る 放射 能 調査

新潟県公害研究所

石橋幸三､殿内重政､鈴木 斉

菅井隆一､大科達夫

1 緒 看

前年度にひき続き､新潟県における昭和53年度(昭和53年4月～昭和54年3月)の科学技術

託により′メ三施した放射能測定調査について報告する｡

2 調査研究の概要

曲 調奄対象

調査対象項目は､定時採取雨水･大型水盤による雨水ちり･浮遊塵･空間線量率(サーベノ

ータ､モニタリングポスト)･ヒ水･海水･海底土･土壌･淡水･農畜産物･日常食･魚貝音

であり､試料敬は221で虎った｡

L2-1測定方法

試料の採取･前処理･調整および測定は､科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣ならびに

ベーータ放射能測定法(昭和51年改訂)｣およぴ｢放射能調査委託計画書(昭和53年度)｣に蓋

いて子iった｡

｢31測定機器

G M計数装置 :Aloka P D C-801U型

シンチレーションサーベイメータ:Aloka T C S-121C型

モニタリングポスト :Aloka MS R-R63-51型

低バブクケうウンドGM計数装置:Al｡ka L BC-22B型

｢4･調査結果

各調査対象項Flの測定結果を表1､図1に示す｡

イ 雨 水

定時採取と大型水盤による雨水ちりの放射能降下量は､毎月の値が良く一致するととも卓･

年度と異なり春に高い平年の変動パターンに戻った｡本年度行われた第25回申国枝実験(拝

53年12月14日15時)の影響が12月に顕著に現われ､昭和53年12月18日9暗から翌19日9時3

までの間に降った雨の放射能が最高で､1.48pCiパ血(平常直の約100倍)であった｡6f

降水量が他の月に比して高いのは､6.26水害を起した梅雨のためである｡



ロ 浮遊 垂

秋高い平年の変化を示した｡また核実験の影響は現われなかった｡

ハ 空間線量

前年度と同程度の値であった｡核実験の影響は認められなかった｡

ニ 上水･淡水･海水

前年度と同程度であった｡

ホ 土壌･海底土

土壌は直接法により測定したが､前年度に比して約2倍の値になった｡これは採取

羽村から柏崎市に変更したためである｡なお､土靡の前年度の報告値は間違っており

珊､0-20emの値は､それぞれ882､1657mCi/扇に訂正する｡海底土は前年度と同

った｡

へ 農畜海産物･日常食

｢E･込み｣の値を記載した｡前年度と同程度であった｡
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表1放射能測定調査結果

(昭和53.4～

項 目

降水 量

定時採取

大型水盤

浮遊じん月平均

(公害研屋上)

空 間 線量率

(公害研地上)

上 水

(公害研蛇口水)

海 水

(新帝港沖)

海 底 土

(新潟港沖)

0 - 5 cm

(柏崎市)

5 -20em
(柏崎市)

淡 水
(鳥 星野潟)

原 乳

(西川町)

市 販 乳

(新潟市)

市 販

指嘉島苧
市販大根

(新潟市)

精 米

(巻 町)

市販精米

(新潟市)

日 常 食
(西 川 町)

サ ザ エ

(両津湾)

ワ カ メ

(両津湾)

フ ナ

(鳥屋野潟)

市販カレイ

(新潟市)

モニ タリ ン グ

ポストによ る

年 間連続の

時間最大値

口平均最大値



3 結 語

本年度は､第25回申国枝実験の影響が雨に現われただけであったが､それにもかかわら

りの年間降下量は前年より減少した｡他の試料は前年度と同程度で変化がなかった｡

放射能降ド量

■--･-･降 水量

M
∈
J
＼
傭
U
∈

雲
⊥
盤
岩
音
義
時
¶
U
-
羊
笹
島
吐
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亘
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一
転-1..
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竹
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-
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I
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句
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貞V

6卯

1

21

図2 雨水放射能降下土の経年変化

(日付は中国核実験)



(59〕和順にみけう兼射範御重

か順帝王公賓屏資舛

-ト粛正ノ町

/.労音

埠新出ヰかかノ虜ガ王耳ぜ席宋軒が行〃った顔査は,割早瀬癖長者乾のガ身罷

おヰ如ソ薪rド才動こ叫シ芽凍好有能ド威すま頒萄功収点と馨虜五郎声折■

山寺再巨和再所動繍翫棺圭那.掠下 ここド¥れ硬骨吉賓首すj.
Z 額産の頚骨

り 蘭書常象

蘭重項か盲.南村;リ′上水ノ沖頼.絹本.産直Lいん′痺エ.渚席上′ノ朗康

享L′酸宰′野草′斉呆′素案′気妄′日常食ノ劾書ノほん軸うノき向衆甘辛ノ｢い弟

国 利斉オ該

哉弟ヶ冬芽粛Jが刻如斜賛痺鰯放射幣制東泉切身椎ヨウ素甘柿む仙

ド者んてれト 在才､不幸虜よりせィ･一夕功計糾っ∽7アロカ腰掛､､ソアブ
ガ貯炭好奇刹舶君上β⊂一組レせ空耳l,7好,肴｡

j 壊′庭瀬呆

番頭喜好屋郎巧刻々磨風J′域ノ.或みJひ､虐ノ.ヱ′､､属LT｡.
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式)官の柁の常料の⑧ベーダ兇打取

思考升の倉ベーダ毅軒郷伯ノすれ7日れ干草感材功鱈で房っ吾が.芽唐為り

j､コア%昇一､､干草虐よ♂～打竹i才Jリャザあ､､婚を足し六｡エ壊ドゥいて一言′ノ
遠藤凍てI一刻唐音厨鰭Lモが′眉エ1､･j♂､ゴア妙計ノj解コアゴア観て･誘,声か周巧ド

で布,て庚肴ギ庖埠碑名軋√よぅ判官1いけザ単座の摩周7･あ)ホ｡打身十指帝

碑菱′∴っレ仁てβノ貰ぞこ-との家康音祀♂溜めら帆丁こ庇,好の常斜ヒ庄原し1勝瑞

り高い延を兼す√どが静めゞれた｡

椚 牽風辞そ

動聯号の月利育成五郎に示し下｡サの青も′リーン一言柑ヰキ並1､弟っ

与尽き摩唇音8√ア確かフドたれ､′冬如何′皆の割箸と芽エiれま慮の釣下′摘

山7了がフド.

錘ノ 礁蕗食材(′斗り

ザ鬼平ノり蘭書Iごつ∽て,藤原軌『旨月～J月までの韓剋(Hニりはいオー抑

軍拡下イ､訴,7㍉



ユ日珂廉い吾｡¥の摩F骨ばjj･ど檜‰1ノjダ･J-‰,1ナ一局っ声がJ卓僻′

′Jばとんと湧軌僧れ≦れ射､っ丁㌃ヮ
≠′.野宿

嚇力朗吟村村厨司書中解凍′再≠碩糎車"1杏′紺ザヰ鮎胸のき

フ丁÷｡ども､亡毎う舞増巧粛尭軌こ√よあ官ノJ一輝水戸ド教わゴれ声｡風
鼻下有卦√虐人で･t′いナか溜♂;机下｡

刹吏･､相中ミ昂

転ルー0†＼0舟廿㌦㌔

女 ナ ` ? 才 子 /ク //
′J ′

切Z モ=ダリエフ慣笥トドJ畠空間碑置車の即｣宮仕
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(60)福す凍rおIrる破射経線

滴サ照原生行監吋

北川笥婚卯碑膚 を嘲魂え炬郎

旦r泉崎一高んう緩和修一

1.緒言

酵如よ~ヲ阜凄ド感早津断碑乾酪ご侮っ丁二甜如前野夜好奇香家のr威嚇

詞庵｣ヒ披射線敵視更粛如よろ｢厚子凡乾嘩珊蘭迫の穆赦射御旗｣である

ドニぃらり研摩を報畠する｡

2.珂壷の耽寧

′∫珊牽対象
(痛叶把乙〕一線)雨氷老′ト淳適しtん浄水千軋,綾上.ノ食み産卵

一芸三･芸芸霊芝馳〕
こ?J判定有塩

軽水.直上.港上底軌浄一拍 落水.涛席上.舟屋J

宣旬東塔球音印旛曹華の連流可む一線てっ‥てIJづ

新津液野草播か∴7一顧碑卿眩(Z町卜試如エストロン如ムふ蹄漣(

㌢ル々≠ウム碑輔ぉ酌弔ぃた麟神威(′酌いけキム身咋左､プノ

ウム唐村法卜占っ｢.碑舶吋ておIr碑呵前果痩けtき牒軌J剰L軌溶液･筆
触ま髄腺軸ヒし打｡藷ヰ･JAMP或丸か･･M¶ち速いよ,た.

見聞頑強銀lゴ熱いネ､ノせンス痺を軒rT一っ〕吉岡い巨.

j.倒産鰯寮
｢いイ 食べ-クー故知親風打銅線宮守
衷-∴舶放射能れ概草卜如れ相即首硝化巨衣川毛ユタータンノー･月

の順化モガtす.号zr即呵渡河軌)萄督盲うけ.′印′叩からえ♂打r鞘
7･J珊叫を『ユの並鰯ヒが触j肌れ考の杷折1いて一項軋のレ＼′Lンし}叛メき】

げ軋らナ1亡宜っFこ.
〔ゴノーP 軌軸額卑官
衣掌れT｣D王∴よ王家チカ府酔わ牡の判定摩宰の源泉皇子す一ふ絶ぇtもゝ､｢

控阜でも笥哨確卑碑草け亀去り手跡軋Y比べ有責な緻を上草好漁められ甘ク､フ｢こ.
相互の.亨⊥田鹿宜､嘘魯も府首む藤計上昇lユ避.められ甘か{玩.



けこ帖郎加経唐竹の割箸拍ロわヮ｢ものと考えられる.嘲姥&てt･は∫才c｡
号凍出川Ⅷらに峰子丸歴軒ケの好き七郎うれる｡
(3いこ 漣庭土 溢水.真綿生地
由良上の惑庸介稗貫一彦.アド子す.滞軋郵勾では錐M州`♂c｡ゲ線度

真冬高紬之てt`クc｡が観きれた｡こ.ふ姥阜ヒも咋キ瑚泉で舶の願

机､フrてパ韓仕掛春水の府鮎竹緒常音義ダ,鼻Flこ示す.′Jな∫王てっ､

桝も思垂舛葡勤覇の･た衆如思固郎レぺノノレヒ要らす､適者の液常態の攣

られる･和郎巾オ､ンデ■ヮチタ､うけ如c♂･㌔がはぼ1瑚1軋て姫忠5
何頭嶺では､己スいク′イ声･l仙がら虎ガコ廊.加担乙り周密其濠頻がら.｣

鰯呵再略す銅班射､すれも直夢の凍綿担Tであれえ竣.丸軋

の叩の如c♂は故如ヒ尊命軒Iてよる胸濃敵将で施常硬ドよる家主ヒ考iモ
リムキムL二っ､､ては敦吼え牽姥邑でゃや商い値小親和帰服､は.凪朗郎

のレぺ′して一あっrこ｡

ヰ･紆診

今早獲･よ草ヱタ回･孝之∫回の中国館酪てよ硝好柁ら仰.く敢雛

壇軋卑覆皇由､う`∂¢｡錘佃耳帝相席噺畑泉する娩殖産祓取し｢こ中
量イあり･嘲且推乳への線尊卑与･Jほと∠ビ甘く､環痺匪上の句卑ほか､と

患1.全∴Ⅳ一?一教ゎ令も良材車間線量.

0 - 5 cm

0
- 20 亡m

泉2 南東ちり〔卵戴射熊功河東代. IT虹i/km



か 老ニタリンアポスト端本値の召臭化

泉4 丁しDIこJる 何箱卑鮒 mR/y｡｡r

一租永ゴア
牒乳嘉u朗

患∫∴畦上租殖り楓｢樟着帯一緒鼠 PCi/g

泉占 碑下執｡碑確卦吋森泉
m?.month

確泉叱責 239+21l

教習車碑嵐

展頚町け軋 (0〉



鼻.7.鼻盛土中線奄名和希善果､ pCl/kg

凍泉他東
P∫ニ荻水口

5hn.=co,l=c8ISpectrom批ry byGo仏1Id●tOCtOr.●‡紬dlo-dM臍1亡山■仙

葛争 嬉如鴫〔恩遺風呵蕗泉 p｡i
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-
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a′ba…掩血枚b鳩朝鮮｣():Radio-Chemicalanalysis･:内晦d7叶

即 蕗如核薄命碑藷泉 pcl/且

3Il

a/b (c.d)

8/8 22･-79
0/5 - 5/5 0.17-0.29

0′4
-

2/4 0.14-0.22 8/8 22～128(63′43)



(61-)長野県にかナ葛飾肘能瀬査

長蒙綿密牲公朝瞬町

中痢拝島観光佐々木･

1.嬉言

前軌こレき轟きl胡縛に訂=～感知朗度に棄藤し碑弓鳩榔碑銘庸もj

覿査の席異につり7戟告す舌｡

2･顔査の礪時

(り 東胡軒

南米み拍車水･ち帰当節存軒に来り?揺取し､金甲軸催を卦東レた｡

敵､日揮喰､舶産軋魚類､土壌店長2の拍り鼻下額個脈凍取した｡
蜃舶緒店当拗の勧で助長した.

喝 毒醸裳足

首M斎場裳足 アロカ TDC_103

三ンヰL-ションサーベイ光一9 アロね TCS-I21C

創■刹府軸

雨水､丙机り､動く止水､戎*〕､日時息居島産物(牛乳､米､lさうれ
大帝)､魚類(=わし､わ力､～ぎト士風春向凄皇｡
刷 新東夷去

就料瑚露とガ虎応耕軸紡縞｢食べ-ヲ故輪郭東羞(l叩6)Jよ守ポ同ノ

が妄竣局射落射鮭疇佃直(頗知S埠射J.こよ,て行った｡
似 粛査椅幕

内桁､古び商材ちりの籍栗丘歳1tこ示す｡南米あーか用林･ちりのり才山も別

封鹿東嶺(帯封､2E別の皐響朋ヒんど廣めら肌甜った｡そ小政､年刷

ぼ前鼻息こ比べりす勅も軸･した｡
塵水､雨埠･居島産軌鰯､土壌の金棒締軸碩2のと削ぎあり.

庫ヒ削ぎ同じて-ぁフた｡

虐両船成鳥5のと別､丁7～乳6′R/hrナあっ七｡
3.箱詰

席末と軸･ちリド鼻孔出回中庭廟無敵影響ぼほとんと増ら媒､りす両J
ll-

ヽ､

l_【 - lい1 J･-
▲I

rタ



哀1 雨水郎び南姉別の全早放射瀧
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表2 各種試料中の全寧放射能

測定値

1.4.2ム

0.7810.31)

0.66(0.25)

牛 乳
仲敗軋)

呆(靖東)

0.80(8.29I

l.13(0.29j

0.6ムーO.12)0ム7(0｣5j K舎rK喩)

ほう巾ん阜 8.32(2.22I 7.15t2.32)K合(K碑)

大 蔵 2.58(0.69) 1.t謁吼62IK合印聴)

1.63(0.20j 1.鎚瓜22j K禽押絵)



(62〕鰍lこおけ杏娩軸鯛象

静解凍衝姐研見所

楓松甲え小 原家風輯 息呪地

産節義昭后舶巴

1.頗言

静筋県でlま.昭ネロj占卑かり和酵枝折斤秀絶耽射乾弼査圭､さうに郎ほロ4アj

偲原子力魔電解周辺媛強欲射髄鋼互を東経Lている爪今跡よ暗幕帰j耳鼻に這

机らの閲直の概事き観客する.

2､調査研究の唯事

州 諦査対象

ア､科学挽術有季東成射絶綿査

東時雨水ノ浮遊塵′密闇線量率′陸上′上7Kノ岸碁産吻′海産生脾など

イ､廉喝鹿与力発車町風旦環境族射範調査

碑単線量′空間線量車′浮並塵.戸垂水ノ陸上ノ海水ノ海底土′農畜産贈

物など

f2j測東方浪

ア､頑単線畳
敦ルミネッセンス線青汁rTLP〕主用いて.釣3ヶ月間り碩算線量をラ

イ.空間線阜孝

幸託敏郎能鯛査㌣は､シンテレ一ションサーベイメータJニよる瑚刺史

ダ1リアl･･ポストによる連綿刺定皇､演岡原与力魔抑司辺轍射能純

毛ニチ･仁ンで-･スキーションによる産絶剰ぇき行なフた｡

ウ,仝ぺ一夕蚊軒絶弼査

食べ〆ダ牧村鮭利良lま､生ヒして碑瞥枚析打｢全へ一一9牧村鮭刺史弦｣

て紆甘い､創動こぼGMカウンター邑使用した.ただし､浜岡魔手力親電j

惰放射鮭潮塵の増過客につl､ては､=風吼痩施徹した≠の皇剛はす-L

日韓に郵政Lた毛のであ舌.

エ､薇鮒東

棟線分町酵櫨lま､古色(Lり半単体牌温泉音感いた､弘仙′甜cロ′
困｢｡_などの直音ヒ∴低バ､ソファランド型ガスフローカウンター色相いた



甘)刺虎鶴見

ア､科学枚術庁香抽醐寸絶碑畳

表lに､南水の放射能の朋り推碑去､泉2Jニは､ふ磯樹の仝へ一声枚

した｡雨水ドおける4月の月間韓下草肌色の何にくらへ､て高いの茎J､紺和

郎F日に行なわ机たオブ3回中国聴衆験の影響が鎖フていたモめと思わ
た､呼都j3軒2即4日に如う回申画板架嫁が行なわ新た鄭､南水

礎光村の仝ぺ一夕凍身棟にばほとんど影響が見られ甘かフた.

嘉ユ.雨水の放射能の月別相棒(香託)
■■

■■ 最低値
PC抱

最高値
PC描

降水量
/軋帆

iiこ:惟備考

4月 = 3.ロ 153ニ旦
_旦重石

柑.ワ0
∋ilF

躯3宙牛車牡鴨

5月 皿 0.0 拍8.0 =門.ロ ヰ.用

6月 ほ 0.0 川3う 305.0 2.24

ワ月 tO 0.0 332.7 け=) 4･嬰.
8日 田 0二P 些･5 ほ6二旦__L二_53
?貝 I3 0.0 ?臥4 2紺.0 l.仲

旧_昂 8 ロ■旦 38.? 門l.0 l.33

l=『 5 0･旦__ は.官 噂･5 l●●-

I2月 6 0.0 3?.6 ヰら.5 ロ.3?
lコ.け

車用†裾桝

__1月
8 0.0 ヰ錮 77.D 0.32

2月 8 0.ロ i耳･_写椅0.ロ 〔=5

3月

年間

9

=2

0.0

ロ.ロ

35.0

332.7

2占5.8

即餌
1~~~~~二~~28

2臥25

未2.各種試料の全べ一夕放射能〔奉読)

刺 史 イ直 備 考

土 ‡ 0～5〔帆

5～即cれ

ま師成人

上 火

α8′- 王.0

i特 注

軽口九 1.3～1.7
東 泉 t5.ワ′-t6.2

市販乳 1.2

輔 米



1′∴演岡原与力贋垂印周辺環境棚瞳

表3に･凍簡原子刀発電竹岡退の嶺単線量の利息鮎果琶､泉ヰJこは､諌雁

発毛戸綿迅q確壌試輯中の故射能剰史鮎宋を示した.まモ､養うに局､演顎

地点にあーブ古史間線量率の月別碓轡き､屈ユには､同地象における浮塑塵の

タ朗腕の婚郎示した｡一部の環境試料加ら相乗験の影響と思わ血う棟召

さ弟了おり∴単産底では･fユ可ユ5日詳解の拭杵に井2う回申園核車線¢

邑ち机たやこのれ相中画薇実験部虜磯野に及ぼす影響き紳直するた♂
軋み祀で採厳した放射二つl-ての桝垂瑚胡査船具と表占ド売L七｡

表3･鯛凍詔発折馳嘲尊線量価明晰組側
､■▲

5沸4…月 5碑ア研月53年脚ト12占嘩l朴胡 5璃師白J う画趣
軍畑イ直 20.5 20.0 2I.3 2l.5 糾.3 由.5
最J皇､値 門 帽 げ l雪 75 アβ

最大里 25 25 封 26 旧ア 岬斗

泰斗.演貯原子力発車所周辺の環境試料中の放射能

上 火

海 水

海底土

土 壌

女 米

キャベ･ツ

大 根

ひらめ

かさご

あわび

6.?.t2.3

5.8.1卜2

米～5.7

東～招

0､8～2-3

….8〈■l.?

2.王

仇抑t6～即叫

ロ.2トI.2

瓜叩l恥脚駅

I.7～2.5

3.可～5.?

脚岬～ロ.川

0.田?一口.町t烹～仰肺

木 へ朝川

米～ロ.tl

卜3～l.斗

l.8～2.8

0.0叫唖抑写

よ～0.15脚蝿卜鋸5 m闇卜l.2

皿貯一江噸

♯ ～抑叫

む辞卸机l

Llせえび *



郎･塁間線t李の月別卿サ 郵土‥が/

漣)耕地Iil鴫伸也巾月印刷で-ある.

●･-･･--･譲雁町

片 言
〃

‡ 先 島 富 男 Ⅹ % %

固1.浮遊農の食べ一ア放射能

女6.升25回申団鹿央験影響綿生結果

株取増点

演呵町
外.l.1t

事印闇汁檜也剖町仁け積

3.結語

真の3侶.帆下)音読



(63〕泉東軍屠､における改葬摘醜

慧慧慧宙掛璃
仁感 電

観象K

禁窓

禁恩諾憲霊去藍刻ノ長
〔Z)凍蜘

軸お£嘘ハ｣タ

3)｣､ノ竹｣軒帝施
トロユヰウムヲ碗｣Kした師て行射た｡

-二ま)魂
･ALOK楓L巨C-4引型､

｢むウ4ノブ魂転
｢軸

ユノ喝銅価

･ALOKA製叩仁一fO3聖ノ今〝-〃∠β-ヱ上り璃抒′ク翠
tALok.A鮒S-ノヱノ凰

3､礪套級

巧甘った｡



衷l食β軋

卑祖飾
舟紅ちり仲卸

際畜で警∫

上水(泉水)

欄知和
魂 球､

璃∵底.土､

土療(0へ古琳
(占へa〕c竹･

常温太線

ほうれ庫
簸稗泰

患項葉叛き甘
煉り

棚や

昔導簑

礎車廠商魂

鬼拶車軸碗)

楚軍学(奉郵研)ノ_

鬼避韓廟嘩祈)

盛観凍

毒鮎卸間
尊顔韓

′鬼礎車穀物
麺類印

処務持
恕姦菱辞

乏

つん

ノ

ノ/

/

泉宣.褒簡線二吏

泉う 乳腺虎耕



(64)鰯綿用け3紳鞄碑産

額鴫酌鯛節払丹

那鵠名･官有和紙･降旗直人

瓦定立身･け隠忍

王 事官

爾嫡=一村細線絹針:よ引取那紬峻額査&び魚卵飾監祖女イ掩によち

せカ綿省嘲皿月壕唾親射節軸∈東嶺したり1ユニl:蜘ぷ現におけ盲ユれ
査結果り碓壊養顛肯すヨ.
2 嶺食中畑落

川 鋼宜封息

?餅学績僻凰奉誌放射掲硬
度碕凍机南九′日脚水･ちり〔増水ノ掛ユ机′漁射′土痕ノ濃嘉納(牛町
大鹿′Iまうれん草)′硝塵′魚歓フナ′サ′で〕絶縁に食べ一ヲ棚斉拍硬ヒ

帝lこおけ3射噛碑書虐使明言.
イ 轟演原銅麿膚宵紬ヴ壕触射舵額夜

番賭事海星中心ヒしrこ空如パ錦雇率中座鹿瀬凪モニ=ニケイり)d
封巨凋楓拍動暁/j地且､′メ組じんナゥ巌射馴鹿細波/地息′
榔痺弧 軽土㌔帯下物′農義足軋浄庖路線軌舶吏軋街中か一9
及び席確′柵そ折.

抑 靖淀方法及び姐紀詰

み川手亨ヒ巧りでぁま.

…､ヨj朝食盛呆
了 碑曹威碑β触放射軸蜂

友2′如及L接一半璃蝮感

謹皇舌す｡舶観卿1ナ叫

第動軋第∬句相席鼻嫁が

′行昭択rこが;南水城杵b､う為
しぺlレ放卵巨星繚地す】二Lヒ

il帥T rこ.芝中畑ノ離晦
射り②′て一牛放射箪再.早耳

潮見方法及び測定患

城見斉涛

皇凰り､弓鯉も1かマ辞章
=9ル′け･スり

コネ凋帰営砿ヱ㈹
h増兵患㌣

教馳線材咄足

ご竜通じん

(.毛二郎ン仲絢

}アラーて3鮎に
.-｣■ l

_.._
J■､

鈍拘′融組掩勅裁カ売耳

旛｣連.じん サブトサ〕巧一で3払′:
:鼻息-ノつ当てヰ_｢～ノ㌧ふ

了¢わ

∫つ如.タ7



柵明神比べ飢7〆絢如ロしたり`まノ渡波埼戸朽導線直観斬新

されrこたりと誘えうれ3｡

表一2 仝ぺ一ワ柑能測度感呆

友一j 窒呵鐸骨辛り測度鹿泉(

ヰ 埠塩畝地軸レも

尺/伽〕

足暗線畝雨水り食べ′一う放射能



イ高齢者力魂明朗朗棚斉弼塵
廣J及頗一占叫セニづり}川りぺま淵噸解乱調風化ヰり

9媒離ち酎にd如麒鯛り糾臭叫鼻仰如て4壕嫁御
肴軸錦と舌す,

紬げパ碑′烙透けム乱び舶誠抑如一用射陀も咤叫も

と比厳して顔如如ヒ雨足折れ購フk.しね､しノ叫奇り塚趨ルノ高

岩｡?票芸竿貰二芋讐雷雲雷㍗:′方′竃課驚㌍漂
如′暫裸滅ケ寸3噺可t子レに.

み‡ モニ′ヨリン7竹井ぺ机コ細れ1
締潮足髭凍 冊/叫

酪和木山
} 七攻

･･恋路

長一占 涛遠けムナウ敏郎畠嘲足錯果(呼S)
測定声



友一7 虜魂銑和廠確珊鹿泉
放 射 絶

隆･捏L
土 叱

打～ほ■g

鎮7～牲昔

ほ00

～I700
I側○

()ユヨ00

Jユ80

〟占J〔柏

ネ ノヾl)

ナ て コ

づ づ-⊥

ホンすワ

洛庭庇碑葡

-
舟
～
幻
～

-
一
-

､`

二
ニ
ー
l

･･!主

一
…
ニ
ー
ガ
減
封
り

洛dし ヂ〃丁
～7⊃J

3 鹿嶺

7オール了ウト錮生lま′監伺げ日韓青草ダ身上りたの由/･7パル上斉しrこが
科Fう官宰領は放りうれ師り丁:.

鮎カぬ電明皿ウ費勧鴫で`よ′猪塵抽′卑下ねむう鼻獅子嘲厳君釦

町う腑が′抽也′触宴締り干けユ′,互-9偏′-○ふF肌り鯛舶叫紳
句にあっ′†綿斉康lてよっ苫婚摘抱レてIIヨさ乙と承レた.



(65〕勝仁おけ孟榔脚佐

和断沌甘熟知印慌珊

神岩田坪 田打草子好感 浄

土 鮪盲

蜘∫ヨ那加､ら甘絢封射角告での′大嘘如即急穣鮎よひ複島中の射

推射罷と窒轍恵与李の利息鮨鼠吉報老すヨ｡こ摘稚拙叩中酌:卯址酎肥下う

市有げ常並回の薇官痺生それでれ昭和∫言草IO月挿日とlユ削3日に行った｡

2.調倭廟質の線審

=)南亜･ちり:躍ヒ頼0仰券珂壕ヒに書婚し餅亜に水吉簸り′鮒として

呵南水･碑下鹿毛司操し′佃朽0幸吉地味固レて判定夢坤とLた｡匪=r

鼻毛果毛木す｡判定イ帥t日あたりに平射仰CJ/k㌔一句で表ゎした｡息に竹
砥が締られて=5.

(ユ)南水:正確30皿のデポヂtソけ-ヂで雨水已集め′郎定時に安産者をj
托｡100仰上根上棟放こた南につ‖て′その聞川旦を癖経国レて割紳卸

利息鮨泉を園2に示す｡l目にやや高Ij推和能ポ従カられた｡

戸C⊥/戚



(3);男薗Jん:躍と抑与川で平行席

型健気農産蕃(月鮎如∈でJ酎を

甲tIて屋の方気7ヱ0†㍉を嶋引L′

唾趨頼の講演りユんき頒纏乾画Lて

判定柵とし托｡その鯖果を周3に

示す｡頗膏境の彰窄ば辞められ告か

tりその他の翻:その他の軸守の
0･Ot

舶埴′触値′手跡雛鳥1絹 0.0岱

す｡早掛卸書誌められ如､った｡

(5)を旬線量李‥∧血工サー人しト托

軌1て判定した雪呵真綿卑の結果を

表ユに示す｡りす-れも平埴他であフ

昆｡

衷1.陸水頚水･箱庭土ヰ壌

甥3諸感度中卿(ワ2

敏一耐鬼〔 長鳥値 倭偲ノ値

上水原水(直覚J

蛇口水.(公嬉子研)

言可川北(大和叫)

下 水(津守･中嫁)
婚L 水(大祓港)

ヰ.1

2-｢

6.6

8.6

3.8

3.5

2.6

5.3

7.Z

3.7

沌庭土は薇殖)

工壊(明智軒0～∫c爪)
(′ノ占ゼロc爪j

(熊取0､5じれ)
ケ ∫～ユ0肌J

-

-

(J

3

2G.0(2.5)

2ら.ヨ(0.盲5)

2年.0(0.鴨J

2l.7(トり

20.6(0.ワ5)

2l.5(0.ららJ

葡.孝L(能帝J

育砺算L u邦挿)

8常食(碑頻叫市〕
コ メ(夫預市)
モヤペ･ソ(策戦)

デlィコゾr夫権別

れ一レゝソウ(夫薇卑
アマネギ(鮨取J
.し ヽl - L____′一Jナ･ヽ

ヽJ

4
っ
=
エ
ー
ー
ー
ー
l
〔
J
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〃

ケ

ウ

23.3し
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川)モニタリンデポスト:肥土紆

紬両ポールヒ仁卜血工慮出各をと

りつす′レート巨タで漣御定

した琶碑緑青華卑毒瑠紙上=奇
舶経路沌廿 再思"とめた

結果音義ヨ仁示す｡碑痢によ急高

=埴射し争帯埴ば旦竜王此てり
告り｡

(7j中国鹿官魔の解窄にフりて:

射杜回申巌鹿膏療ぼ把下亡行わ批

正の亡彩管は告れ･た｡弁才回申

固薇膏療ばβ碑闇年朋件日干葡

5碕川手暗闇)灯行われたと報

じられた｡夫薇舟でば常春墓碑朝

昭平碑内相く′モニタリンデ〆

りの判定値′言弛庫中朝J髄の

りす-れじも襲常値ば康出工れ告か

フた｡Eた二 雨水の店がI何に人

去Z サぺ一メータに占3空間綽電車(ルR/

羽車醗両軸セづづ
放牧(大久保)

〃(壕協:亡)
サ ー弘治把

衷3 〉7■ご出トによ孟督間練章李(

17.6

1ら.8

15.q

Iワ.O

18.8

t∫.1

18.O

17.7

17.0

I7.O

18.2

乏0.7

I-3.0

12.6

13.0

12.q

13.2

1j.7

12.7

12.q
I3.O

12.8

12.6

I2.q

って老子掛川一ちこの感官魂の影響でげ菅‖かと考iられ3｡
j,詫籠

斬呵骨朗中国歳費席晴仁絹滞店ば勧工れ王朝搾潮間中の判定値･
平針直であった.



(66)兵庫県における放射能調査

兵庫県衛生研究所

堵村公郎 深瀬治

/ 諸言

昭和∫3年度科学技術庁委託による放射能調査の結果について報告する0

よ 調査研究の概要

(り 調査対象

定時採取における雨水､ 月間雨水ちり､ 上水(じゃ□水)､ 土壌､

牛乳(生産地)､･野菜(生産地)､ 米(生産地)､米(消費地)､海産生

産地 あじ)､†空間線量率

(2)調査方う去

試料の調製及び測定方法は､昭和51年改訂科学技術庁摘｢全ベータ放射能渦

によった｡

(3)測定器機

スケラー 富士電機m岱2dOOl､計数台 富士電機皿別100t､盾申戸工業凪=3

計数管 富士電機胞岨-1210-1(窓厚2｡･bomg/皿2)職瓜王-93tO--ほ

咤/皿2 土壌)､･シンチレーション計数装置 神戸工業弘一230

3 調査結果

定時採取による雨水及び月間雨水ちりの測定結果を表lに示す0最高値 0¢11鮎

最低値 乱O17甚1/血､平均0｡･糾d甚1/止で異常値は認められなかった0各種■

上水､及び土壌の測定結果を表2に示す｡これも異常値は認められなかったQ空吊

率は平均-l.0′R/虹で前年とほぼ同じである○なおこの11年間の空間線量率を1

示す｡I一年間ほほ変化は認められなかった0なお1977年､1978年に担当者がかわ

第25回中国核実験にともない 雨水､ちり(天型水盤による1∃毎)をポ麿したが

は言忍められなかった｡



表l 雨水 雨水ちり､の全ベータ放射能

年 月 測定司教 月間降雨量 最高値 最低値 平均値

〔mm〕 〔pCi/ml)〔pCi/ml〕(pCi/ml〕

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

2

3

1

1

1

l

5

8

3

2

4

8

4

3

4

7

5

9

2

ブ主

69･4 0.042 0.022 0.035

62.0 0.088 0.018 0.057

324･1 0.050 0.012 0.030

17･7 0.048 0.051 0.040

24･9 0.060 0.017 0.054

118.3 0.136 0.029 0.052

82.4 0.044 0.056 0.039

51.1 0.048 0.045 0.046

59･9 0.055 0.037 0.049

46･4 0.079 0.055 0.050

81･0 0.110 0.037 0.067

86･4 0.104 0.020 0.054

1003･6 0.136 0.017 0.046

大型水盤によるlカ月毎の値

表 2 各種食品､上水､土壌､の全ベータ放射能

試料

日常食

日常食

牛乳(生産地)

牛乳(生産地)

米(生産地)

米 し消費地)

ほうれん草(生産地)

大根(生産地)

上フK

上水

海産生物(生産地､あじ)

土壌 什一決m

土壌 5～二刀 Gm

年･月

53. 6

55.12

53. 8

54. 2

53.12

53.12

53.11

53.11

53. 6

53.12

53. 7

53. 8

53. 8

月間降下妄王
〔mCi/km

2.49

2.20

4.98

0.62

0.85

1.91

2.17

1.72

1.89

2.45

5.15

3.12

29.51

測 定 値

1･1
pCi/g raw

O･7
pCi/g raw

l･O
pCi/g raw

O･7
pCi/g raw

O･5
pCi/g raw

O･3
pCi/g raw

4･8
pCi/g raw

2･2
pCi/g

raw

2.8
pCi/1

1･8
pCi/1

2･1
pCi/g raw

16･9
pCi/g

14･3
pCi/g
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(67〕j腺ム泉.こみ丁拍坤朗醒

勅願ま節男町

屋餉庇.府経書

l線名
細川き鮨朗庁和ぷ耳解放し丁二科ぎ彪鮨庁番組トよ舌感触物細線り索

､､て報索わ¢
ヱ 調査荷先の稀各

しり 詞糞身辞

表iの酵｢与対豹LL､足掛二錬

磨し｢l剤■巫､粛水･うり､瞳水､ヱ

應､E瑠扱､平身し､ネ､甜､.野

乳二■づ･､て､咤β綿乍測温し､星屑

碑老孝i二つ､､てば膚千舟跡璃宜し

亨お･鈍紡適細碗斬動力昭凋
巌乍鮨しrこげ'､総数-ま′ヱ/碑乙､'

あ昌｡

β)刹軋久

鯛査軌範〕前朗鮎応剰紘一ま､
月蹄吋耳友好､桝級縮禰｢仝べ

_プ′式年甜頭悼法⊥トJっぃ
d)剥定各

歳I飼査嘩軒戊よ､刻定威厳

鋼温軌 席麒塊

d 瑠:俣

鞘L甜貧血)

ハ州ほ産‡也プ

封1ン(仝.り

ポ(三宮安雄J
割線(仝 Å)

1為 水

項プト､ヰリ

♂.ノVrと仇

∫〈づ抱凧

線水(兜lクれ射衛如昭雄

年 M打数妻竣 アロカ鉄泉 TPC一用3

シンナレーンダンサーべり一夕ー プlユ丸祀敏丁(応-jユJ
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今身虜の言継嶺緒】=お､-て､舟嗅如遥沸､机i二郎うず威祝君腰刀雀牌

小毎っr二詫†∴ん瀬媚塵圃鋸一郎敵断は､虎和郎畜脾と画
展対顔称富み石卜なオっrご¢

煮ヱ糾､ちりの月易悌準

与 月酌協凧
廃物卿
品哨棚hr 何雪空毘商務

∫

オブ､¢ ダ∫ク
一之J〉#

/′才J

£ プノ､よ ㌘ケ β.7よ ｣
占 /∫7.♂ Jg スノ♂

n

71年みよ ♂# 戊/ゲ

u
計
円

l

ぎi女ス∫ J占 J､厨¢

刑

H

l
チ芦/J〆､r ¢iiむ /.〆f

u

H

′∂ 夕月よ クJ ¢.ク∠

// ∫-′∂ ノ 4
一# a占J

′ヱ レク♂ j/占 J// 臨
β

∫卓./ ♂ノ､♂ クJ 玖よ留

HH

ユ 7/√ /¢夏 よ/㌔

J /タ′∫ アJ よ占㌔

黍j 息舶糾の患β鼓新綻

如藤子思地二郎∋要解草車

判定嫁轡 身Jヨ 碑孝屠/ 剰ぇ琢サγ

/久.♂

//､｣ク イ.才 ■町

ノ ♂./ 一宿虜 中

左1Tl軒

凍 後 町

ノ野路孝鬼伺

商 都l町



(68〕鰯頓に糾う髄綿軸査

顧問廟闇碩升
奮切卑身舶耳宙森田俊一禰不便

1.鰯右

前年度に引線さ､昭和出鼻凄に襲施Lモカ射脚掩の凝専左観官丁る.

2.晰寛巾鹿客

〔り軸舟泉
南本.上水′牛乳′野泉′米ノ海水突′日常食′観じん′土痺鹿骨凰旨倒

せJ碗斡の採取及び劇発議

称号榔｢息へt-ア榔細粒或佃郎l午)｣ノ｢嶺新任ヨウ素片前

′拍)｣度す､｢シンナレーションかワンダーにJる定朝頑簿の測定(′甜)｣
ょっ巨｡

(ヨ〕頚姥度豊

洲書憮装置ニアロカTDC一拍ヱ′神戸工業5月-が∂

講義那珂鼻二銅[別5 サーベイメー7:アロカ TC5一

己ニタリン7小ポスト:唇塊 PS-5ヨ2

庫J軸葡見

本納出師岬1こみ丁古癖水中外殻射経度ず大型水盤如よ舌珊酷の月例衝

動一二禾L百が､いザれにも中和解放ざ机硝好摩わ剋執れ言とんど静め功

｢茫｡きモ､メ旦7K盤議で脾りれ匡凰訂､昨年夜Jソもイ紬であフれ

モニタリニ叩ストによう牽句碑睾ば､j胡頚骨ダブ官オフ戸細か､倒革
みりれる発奮孝の大き甘軒甘教ゎり航すダフ戸〆(即トl日の衷把卓に一

周承に憂色こ阜埋が褒められそ｡

そか他わ劇壇ヒつl･て爪例牛と酎弼碑の値で､靖ド吏っ巨細け卯､フ
ヱ′ り｡

葺.きとめ

欄l畔ドt陳でユ凪の泉質顔柑二抑れ戸が､そ碩矧J酌⊥確`
甘かった,

例年瑚に褒め醐た乞ニチリン州ス摘でか直醐酵李め低下甘､頑摩カ†一
すかであった.
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泉3.駄･底魚･工泉の牌鮭良が如頚鯉
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(69〕島牧酎こ射丁言放豹能書華繕

島楓具衛生ム害研究所

甚句由一.寺井叩鯉,藤井幸一
高♯敏文,山太春着一番藤孝一

1､瑞右

脳好古5年直に､鳥嵐具lこみし-こ果施でJれた科学後備斤奪軋の放射有巨調査且

っ仁摩与力蚤卑所喝吐巾壊虜敢射鮭禰宜草色如せて､その聴音老後筈す苫｡

2.調査町胤守

(t)弼査町薮
原与力絶後喝壁書皇動こゐ九､巷直じん.陸丸.海丸､農畜産物､植物

物.陸上､姦底上阜の乱射乾さ詞査Lた.また TLDJモニ3リ>グボス

り空間線量き嶺査し七｡

(コ〕試吋の鑑取乱びt測定吉患

和学臥街斤によ盲各種の

乱射能倒鼠マニ1了′し良心t

｢軋射鮭詞査奪魂計鼻音(

庭木は3年度)｣に準じて

宥フた｡ま七､年巨た判定

甥富は患lりと赤うご･易孟｡

(ち)詞豆腐果&小､考案

イ 空間線阜

泉l ラ則定イ丸岡横堤

三則 定.巨｣分 利 息 撒 毘

硬
骨
拡
村
中
り
玖
射
乾

南メし旦_仇､､

憧土､軌上 馴里沖リー 南九はユ5C写陸上卑直上･よ且
上乾麒ゴ外の

全室い叶 ヱ.S亡仰声衡Jッワ"ウノいユ町井､スプロ~

学
理
分
析

岨工(昭検出愚付榊机胤鴨方桝
トリケウ{ 泉体ラけL一女ヨ⊥カヤ⊥ター

上記み舟つ
旦竜よ呵 砧(L`)礫甘藍付中ロOc阜鶴令姉≦

線､主宰 工手げ一簡償回診イ丁岨1(Ⅷ)吸出

埴算線､阜 無法風靡量言†(素ケは節電誤製

胤看き表文,麦3lこ希す｡年間積草線量は､県下全備で･は約∫0～ノ00
あ盲が 原発朝地地境叩い､､てけ3と約∫0～70〝R本ていあ,た｡

全体としこtま､ほぼ早年蕗叶りしぺt一して･あった｡

□ 全イープ放射能

胤字音泉ヰ.泉下に弄す｡麦十ドみし-てJヱ月の雨水古りq全ベータ

下里ガ高､､りは11日I十白算ヱJ回申国境実額の専管で轟∂.佗は

乾して同程度りレでルで萄フた.

ノ､横線分析

楓育も麦`､泉7tこ示す｡頻出され吉薇捜Iiいrれもフォー･L了ウトlこ



3 密語

相知∫3年度の調査盾果tこみいては､南丸吉りの与イープ放射能l【鴬且古画平

壌り㊨響か鵠めミれたがモの他の項目で咄､呼貴九泉果は蔑めjれ布かっ夫.

真之 空間線主動見境果

ラ則定理員
T L D (仰R/年〕 モ ニ タリユ′ グー カー (
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〔70)剛凍ヒみナる鹿脚直

醐濾細々ント
鹿そ禎中耳漫泉二劇本妻ユ｣

日豊j扶育よ本鹿島

J居宅

瑚弥銅材仲キタ月～鹿キき日)に恥兵k鯉与れと碑の如風
向雀卓,千軋中々′J浄戊鹿泉並抑=府ム光和解碑ふ馳lこ舟十ろ直水′醸

のウラン細長与瀬音する.
ヱ餌査腐果の職罫

(∫崩真の軒泉

南水Jちり.笹木農轟漣軋薄氷鼠′土盛一堂l機き餌宜した｡
副題煉法
釦獅t錦軸師愉｢柵能創見諌.(ゾ〆Jキ)】こdリ′牛乳干の

空噸針柵耐｢栽軒鮭賦乾計風音(市千席)｣fこしたがった｡ウ

l古画雌えそ席料=よった.
抽潮見臥
釦兢柵;州かナント(蔑土専横〝〟∫-ヱ〕

至l哨善幸;主ンナレーションサーベ小一デー(鵡脇久丁甜-/j/βJ

ウラン釦｢j細身見や戌叶軒鳴蛍ズ潮見叢置(長寿射叫釦一正♂〕
彗の潮見;如クよ,P.廿パ(日丘勤t叶R州一郎り

叫卑晩綺東

南和郎鹿析能魂′碩す｡棚は朋ヒサ如磯臭腺ポ行帥れた
隼は博ヒんど鋸められ師､った｡南東り,蔭水,眉紘軋卓軋土壌阜の

匪舶一郎傾貴を展ヱー展印示す｡､}す､小ヰ鹿射能汚菜は留められ射､った

ウラン鉄人屑旦舶の抑怖,野泉,土鹿のウラン食膏き廣吏J展∫Jこネす

が与ウラン痛鍋…ロ,けラント超絶棚十軋こヰとづl-く河=怖の刺如

したポ.風樹と絹草膚ば醇仇られ如､った｡
康乳サの′J′ユの虔幌苑泉嘘上のと勘け一あった｡

J居館

碑如ヤ酌破棄壊によぅ影隼l璃句られ射､った｡廊耕とヰ礁､･}叫



巌ヱ.南*の合β叔射能(れむメィ｣
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(71〕広島県に去叶る敢射綻調査

泉亀乳衛生同風和

平富も確乎常春も

1.純音

好卿53妨乳の神宮挽崎守蕃範Lニよる放射能繍をり楓尊王親告イゐ.

2.碑査の観専

(1)細査吋′乳

雨れ†l)落選じん 僅九 土壌 豊富毒物魚頃鼠鞄の全戸轄甲離ヒ.

宰の剰え走行フ仁｡

(2)剰え奇畝

試粁の礪致巧よ五剰ぇ石渡は.耕車扱市庁鏑｢全べ一ア御哨副ぇ温(昭和

書=｣と｢別口53年見取肘鮮卑峰調査套艶計画書｣に′祖ワ㌔

(3湖厚恩

GM官
Alok a G M2503A

GM計鉄泉温 Al｡ka TD C501

ゝニケし一ニ･ヨンサーべり一ア Alo k a TC S121

5.碩査結果

(1)雨水.ケリの全β牧村能

網牌桝強1のとかけ笥る｡4円仇ら7軌二帖†て､旅射鮭温良.日間

し)すれt高く.ウ1っ障れ阜lニ吐刺している.こう‥う碩¢]咤ぺ前とこt鶉わられ

(2)譜避じんの全β乾郷駐

印懐郷ま長2のとちりで12酎二見高値え禾し仁｡ニればヤ25耶咽

馴ロ53年12日14日)の詔響ヒ思われる｡号の檻L甘酢年度L;ま甘閻粗の髄
仁｡

(3)空間線量率
錮渾断強3りと右りで､前年軋ヒl可嵐り鮨見て■､ぁフた.

(4瑠境試射乎の全戸放射粗
肴4侶牒り上旬年良L司風の鰐泉1■-あフた.

q.解語

今年風は 増肇じんに一碕恥二卵徴果敢り都酌1､削ら帆た｡し小し卵乳



む.両れちりの全β牧村鮭

年 目測定敵陣水量 長都鼻 息低値 平均胤日間降了旦
mm

_
Ci/1 Ci/l Ci/l mCi/kr5i

233 185 26 97 9.3

137 210 16 75 1.4

234 260 7 52 2.3

79 180 50 95 0.3

178 16 3 9 0.1

52 5 0 3 7.1

53 4 8

5 6

6 10

7 3

8 5

9 9

10 3

11 3

12 6

54 1 6

2 10

3 11

32

80

15

33

41

53

10 2 5 0.0

12 6 9 0.1

35 1 9 0.2

15 3 10 0.0

102 5 18 0.0

30 4 16 0.0

合盲十 80 1167 33★★ 20.8

★丸型軋盟による …年間平均値

_壷L蓮墾じんり全β故射能最高胤 嵐軋嵐 平均胤
Ci/が

年 目 測線

~~■~■~~~■ ■■■■■■53 4 3

5 3

6 4

7 3

8 3

9 3

10 9

11 5

12 9

54 1 2

2 1

C土/が pC土/m8
0.2 0.2 0.2

0.1 0.0

0.2 0.0

0.5 0.1

0.6 0.3

0.5 0.3

0.6 0.1

0.6 0.0

7.5 0.0

0.2 0.1

0.1

0.1

0.1

0.3

0.4

0.4

0.4

0.1

1.3

畏3.空間線量辛

年目一題空
53 4 15.1

5 14.9

6 11.8

7 12.4

8 13.8

9 12.1

10 10.6

11 13.8

12 13.7

0.2 54 1 13.2

0.1 0.1 2 14.9



最早.畦軋､最高象徴土塊身の全β社町絶

官j脚名 和t鞄海蛇牡 判 定軋 卑謹

覆水再拝ロ軋)Å島中2

隆丸(浅水)敷居平1
牛乳〔生産地) ん 4

牛乳〔消費地)広範而 2

野果(硯) ゥ 1

野菜(郎拙者) 〃 1

軋 ヶ 1

⊥垣(0′けれ)
ク 1

土粗け～ヱロ山)ク 1

射場(こりJ定席帝1
滴丸凱のれし､)丸叶帝1

笥鞄(飢もJ克ま坤1

藻簸川かめJ･ 1

日軽食
′′ 1

25.0 0.8

6.1

1･4 1･4 1.5 1.2 pCi/

1.5 1.5

2.6

4.8

0.7

79

319

1.5

5.2

1.5

5.8

1.0

pC土/g

pC土/g

pCl/g

pCl/g

mC土/k

mC土/k

pC土/g

pC土/g

pC土/g

pC土/9

pC土/冒

注農高産物.海を生轍日常食lか各k｣胤



〔72〕山口県における放射能調査

山口県衛生研究所

松 尾 博 美

1 緒言

昭和53年度に実施した､山口県における環境および食品等の､■放射能調査結果の概要

2 調査研究の概･要

l調査対象試料

雨水ちり,月間雨水ちり,上水(じや□水),海水,海底土,海水魚,牛乳(市販),精米

日常食および土壌の各試料､､並びに､モニタリングポストおよぴサーぺ-メータによj

量‡則定を調査対象として､調査を実施した｡

2試料採取､試料の調製および測定

試料採取および調製並びに測定は､全ベータ放射能測定法(昭5二1)および昭和53年度方

査委託計画書に準じて行なった｡

3う則定結果

各調査対象試料の測定結果を､表l～表3に示す｡

3 結語

この調査期間内に､中国が第25匝】核実験を､昭和5#車12月14日に行なった｡しかし､

験による影響は､いずれの調査対象試料にも現われなかった｡

表l定時雨水および月間雨水ちり 単位:mci/kl



表2 上水(じゃ口水),海フjて,海底土,土壌,海水魚,日常食,牛乳,精米,野菜

試 料 名 採 取 地 採 取 年 月 測 定 値 単 位

上水(じゃロ水) 宇 部 市 S.53.6 0.17 pci/且

上水(じゃ□水) 宇 部 市 S.53.12 0.53 ロ

海 水 阿知須 町 S.53.8 7.63 ロ

海 底 土 阿東]須 町 S.53.8 16.54 pCi/g(乾)

土壌(0～5) 萩 市 S.53.7 18.80 ロ

土壌(5～20) 萩 市 S.53.7 23.う0 ロ

海 水 魚 山 口 湾 S.5与.3 1.64
pcl/g(生)

日 常 食 山 口 市 S.53.6 0.88 ロ

日 常 食 山 口 市 S.53.12 1.31 ロ

牛 乳(市販) 山 口 市 S.う3.10 1.23 ロ

牛 乳(市販) 山 口 市 S.54.3 1.う3 ロ

精 米 山 口 市 S.53.12 1.44 れl

大 根 油 谷 町 S.54.2 2.03 ロ

ホーレン草 油 谷 町
S.う4.2 4.20 ロ

表3 モニタリングポストおよびサーベイメータによる空間線号

年 月

モニタリングポスト (opB) 空間線量

上 値 下 値 平均イ直 〟R/br

S.53.4 28.0 20.0 22.1 12.55

5 26.0 20.0 22.0 11.82

6 26.0 19.0 21.3 13.35

7 26.0 19.0 21.3 12.07

8 26.0 19.0 21.4 12.87

9 28.0 20.0 22.2 12.92

10 29.0 20.0 22.5 13,与8

11 28.0 20.0 22.8 15.61

12 33.0 20.0 22.9 13.07

S.54.1 34.0 20.0 22.7 13.08

2 37.0 20.0 22.6 12.83

3 38.0 20.0 22.6 12.74

平均イ直 29.9 19.8 22.2 13.03



(73〕番線卦二和丁吾放射能粗

褒破壊公舎牧術払ンクー

匝貴簡弼 倉田ヰ作

篠原東丸 亀山家売

/､鰯轟

密托ロ∫j卑恵に昏嗅媒公皇夜鍋巳ンクーが行在った援見放軒転抑畳什物尊王葡
王 領査掃究巾勧告

江上秋定対象

里蘭鋳邑 久気じん壊､覆水(南米､卸･げ｣.覆土.鼻水.藩直上.農作

確掬､海星生物

〔ヱ)削定ち洛

斜里頬桁市塙r全1l一夕放射能割良法.(よ/卑改善り.TGぞ(Li)羊

出零乙固いた碑羞奇利魔｣(∫/キト
rトリチウム奇利債J(∫ヱ阜)､丁

二くトロシナりム石碑洛J(4q耳放射)､丁放射膿ヨウ素令新患｣(∫之阜)

いて符屯ワた○

(∋)利息盆景

イ 空間樺畳

もニタ■jンナステーションに才=丁る漣鹿部定で柑/野間平均値′7ルよJ

ムr.年間平均庫え/′々/h巨(辛宙線鈍かす樋とんど含ま寸-)で帝南野

埴が乳与れた.モニタリングポイントに苦けさj十村間複眉繹貴でJ訂/βし〉

Rで前年良案嶺ヒ同レぺt′しである.

ロ た気じん嗅

モ=タリンブステーシ了ンt二方ける連績粛直で､仝7ルワァ汲射鮭が蛇

pこ;//仰3､食1､一夕放射能が′7"えぇpCり′仰J共に日間平均値で

ハイポりユームエアサンプラ一によさ鼓点､利息で､全ペ､-ア奴軒能がd牛"

亡こ/桝jであも｡
ハ 壕軸頓両h一夕敏締

南*∴･ち■j(六里瑠蟹〕∫す泉/､その他の拭粁付表ヱ′こ未了.

ニ 軸粁の薇尊命析

L; レl ～£ ▲ヽJT与 す 】′ 七･f



農作物.尊卑連星生称ニー苺椚cs互確鼓しモものが浄く､一軒こフ才一

載積乙提出した.いす■れ電輯固までの細魚締果ヒ比鼓して低く屯って､､る

可Osr小猿軒化隼命机:麦占に示すとぉり.金釘呼起レ↑ルであった.

トリヰウAの合印:鼓7に示すとおり､葡与喪失嶺と呵レへ･′レでぁった

朝工爪命析:象旨に示すと訪ソ.根払エれ拍tlた.

j.紬

志諷毎隠棲斡に値下る中国葡東壌の影響l拭わ与れ如･っ禾.皇帝線量に井

野卯啓叫詫呈周a7〝一々で界,た.農水麦食品(葉菜､魚.無脊柾卸町海藻
骨折蘇景オち最高値の仰c5王頻出した食品む/与圃と弟Lて摂取了る芯ビ

く古参場合の卓見で全身禎ば､く綽畳は.α07′椚rぞ椚ヒ推定1机う.

恵一有料列(埴鴫)れ全イー舅良軒能 阜牡:僧qづ

臣±再｣十｢りう十壱｢打F可可｢言1｢丁】しi｣3
匙L可【車中回L可扉卜可【叫｣L竺｣L不仁イ
笹Eヤl五十｢千り困且L可｢可｢亘｣亘｣示1｢可

恵2.再キー列i帝く唾軸料爪食べ｣錘和泉

#科名 葡 萄 宙･血 丸息敬 試料敬 ≡劉 生 虎 長

軽 水 河J●l水 N･D
/〉

l.I

特 上 5､4 ′)

l弓.4

淳一 フK N.D ′V 8.q

う.q ■～′ 10.7

fll ′〉 卜与

ト5 ′､

ユ占

う.う 一へ一 ∋.占

う.0 ′- う.4

ユJ /～ Z?

乙曾 ′【レ

4.J

l.7 ′- 2.g

全 席 旨j ′一〉

l斗斗

無恥
奇上物 ∂.ヨ ノー

ユ占



患う南*･ちり〔大型水食)仇√勧ヤフトロメトリー出甘薇頑軒吋

干~≒l童≠≒~
妄午庵尭C打佃入海水屑ユ､海底工小計韓即りトロ朴り一に正さ碑穐師

吏皇室~転置毒.毒滝壷

二∴∴∴:二:::■∴/､..∴.
竺ヒと上山十H十干口〒1R

庖

麦5堪布鞄確執藩軸物か｢線ス竹トロ州一にお柵析



泰占 御S卜爪分析

去ワトリチウムの名和

表号 例工の命:析

L型｣し㊥l申ヰ｣｢完墜｣上申準｣ 良二宿す

lニ三萱童童_≡
詫)患う～妄$では未知脚射鮭･N十△仙こ卸､て‖くう△山一lヒ壬屯rトlロ.もLく柑r一｣ヒ



(74〕高知県における放射能調査

高知県衛生研究所

上田雅彦 福井節子

l.緒言

昭和53年4月から昭和54年3月までの期間に実施した放射能調査の概要1

する｡

2.調査の概要

2.1調査対象

雨水,陸水,土壌,農畜産物,海水魚など143件の全β放射能測定およぴモニ

ングポスト,サーペ/メータによる空間線量の測定を行った｡

2.2 測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁絹｢放射能測定法(19d3,197d)｣

た｡

3.調査結果

表調査期間中における雨水中の放射能の月別推移を表l,陸水,各種食品

方女射能測定値を表2･モニタリングポストによる空間線量月間推移を表3

サ~ペイメータによる空間線量測定値を表4に示した｡本調査期間中昭

年to月日日･次いで昭和53年I2月t4日に中国の核実簡が行われたが,雨力

積食品等の放射能測定値およぴモニタリングポストによる空間線量月躍

は特に変動は見られなかった｡

表l 雨水

測定

t3

t O

15

可最高値pCl/1

1dd.4

1t O.4

1d3.l

≡,:妄 ……:;
9. 13

10 8

11 7

の全β放射能

平士勺値

pCl/1

70.4 12.44

37.4 彗 3.20

15.2 F 4.80

129.3

35d.4

43l.7

272.7

152.7

189.5

89.3



表2 陸水および各種食品等の全β放射能

試料名

上 水(蛇口水)

牛 乳(原 乳)

〟 (市 乳)

米 (精 米)

ほう れん草(葉 部)

大 根(根 部)

か つ を(可食部)

測定数 最高値 最低値

4.O pCl/1 0.3 pCl/1

0.OlpCl/g

O.08 〟

土 壌(0一- 5em)

〟 (5･-20cm)

表3 モニタリ ングポストによる空間線量

上値(cpB)

15.3

14.5

14.5

13.2

15.9

13.7

t3.8

14.d

14.占

17.O

t5.8

I5.7

下値(cps)

8.8

8.5

8.5

8.2

8.2

8.7

8.7

8.5

8.d

8.7

8.d

8.d

平士勺値

10.4

10.2

10.2

10.3

10.2

10.4

10.3

10.4

10.4

10.7

10.5

10.5

表4 サーベイメ
ータによる空間線量 空間線量率 u

測定回数 最高値

4d.l～4d.3

4d.4～47.3

47.4～48.3

48.4～49.3

49.4～50.3

12

2

2

2

2

■l

一
■
■
■

l

l

5.d

4

1

-

2

7′

■0

ノ〇

.白

●

●

●

5

5

4

●

●

4

5

2

3

(ソ

4

甲て

5
.
5
.
5
.
5
.
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泉1月軸瀬浄
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泉ユ 両*軸薇射髄日割准移=野崎真正値
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(76〕後背県亡こかナさ放射鮭喝旦

故買泉公宅もノアー

妥鳥請ユ カⅦ嘉恕す軋軒た 十

ユ.鮨三

唱如∫j年度トみけ5紺車扱砺与り阜諾現生みJ甘え落居与力艶色所伺遡り媛

離萌軋り観音と根巻きう｡

二り喝直弼句ヰ.ヤ固は券宣ず′ユよ回り極東親已行なゥた｡

jトゑ卑片手力乳色町j J少年之机才日オgそ難聴査りたか､監電皇借上

う｡

J.言細り観客
両 帝敵丘観射触判定を許喝盈

硝垂内容`j Jユキ座とI司掻で侃有子軋且っ望打線重みJ祈打水土痕′上
巧患ノ泉考ヴ旦β柵解こキ払ヤクβ土卓判定‡た.

勘

=息子カ萄魯呵珂遡環庵新郎範詞風
上う卑見l柁何級子年(サーでイメーり/7他東キュ回′室内級阜奉り虜鴇

いLユダソ′ア■慮●スト)j地久′空一句積耳線呈イ已ユタソγア虻イ7り/ア

ナ回′已こりン7●tカーfこよま宜向線享年･ダスト寄り利息宮地長年/よ回′

碍り食β敢郎能みょか慨確射柑よ≠訪拙こつ､Jて哺乳皇萄屯クた.

印 判むえみJれい珊息最

長ユトぁう.

拘 測邑終乳

① 空呵敬呈

表よト百､き｡

公富もノターり乙ニケツ/アー'ポストり牛向手招砥が/j.7cpSで＼司匝

fこ奮蘇璃東和Ijみ去れ∫､.如年度とく=､きとj=司とも千埼騰がごくわざ-

た,て､)う｡

また､舟艶固盟つ己ユタプノア一骨スト`jよユキ良こ呵レでルで.噴泉ね史党

ヮた.

そ中也り史何級阜測温値むよユキ度と呵レ1■∫レであった｡



れ正/K吋と大夏でち7たれJj今泉で甘ヰ周オ､弟ユダ句把て板東諷と

よ細線風説クエ郎ヨ克っ川本鼻へり紗響山､壬､.キ呵埠千隻でも約

/K吋乙大サド席タj了､-う｡

朗?降下旦皇〃きと､乳冬Jニケ白くA吾がゴ左李に打ナて却く拍車鼓
耳∫弟う｡

⑳ 壊嵐瑚腐り楓椚髄

泉ダ,∫′rド右耳｡

全β軋如能トクリて∫ま一よユキ尽こ1司レ1-､ルであクた.

根絶伺和で止環嵐萌胡がjちr･けとs寄りフォールアクト橡薙が嬢茸､さ凧て･)

′Jl′こつりて`J全書硝こも秩凪さ椚てt)か).

貝頼りムラ=りコが"今年机帯げい‥よ拍/身生裸足されて
よ/早良′こ孝吉右プたあ域明互ウ君主最オぷノでッア7′テγトレ1･Jレとi7有

りと思わ弟さ｡

㊦
二親よよ国子国畝乳観

友7fこ高､j.

今回り故東験で心･もニチリン7一廿スいこよう隻句線号亨′南水0渚逓じ

放射鮨,牛触ヰウノりウリダーれも千草値と同級反りレてJレであJ.速見へウ

メれたがゥ た.

jト極東懸後中居監河且っ環息鶉軸測かこみl〕てLヤり君ケ誓が碑兎fこち

瑞軒jたオ,た｡

3.廃語

よう卑丸り喝iで･ト秘史線上ょさわ誓もサJり■-.全席こl了葡卑良こ伺

↑叶で､あ,た｡
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(77)長噸ド釦丁古萩射乾細杏

長崎県衛生気音析免叶.

鳥埼賓.戎田専一申陛野阜掛七,烏

l線名.

昭和∫j針鼠卜集線しrこ放射能鯛鹿Lこフl･て聴音する･

2･禍杏碑免の観客.

肛額を珂泉

南*′渚垣産′隆水･土壌′通産里弟卜裳首席軋乞間韓阜号/よ♂イ千.

釦.刺定有産.測鼻息､

拭稗の前処理巧ら机こ測定オ封‡斡曹操由青線丁汝軒能副ぇ凍(′9占J)

に付こ)仁.新風暴烏日本繁簡瑠薄刊叶魚粉盈Tp仁一わ/雪いレL百事暑絹

S-/ユ/嘗シンナレーンヨ/す一べ1メ･デーを峰岡し仁｡

制､剰ぇ庸皐

イ.村中の月別諒射能強Å』嚢.1l:示し｢こ.合β東町絶の与呵卑呼値(‡ユ古､

昇弼鋳て号tJユチ･声れγk汁〆あり過去j阜のヰ均測東持長(芽周年均瞳:

西戎.を間蹟下草二 "･gれ亡シiJl)ヒ比赦す5ヒでで低い値て■1ぁ,｢こ

J＼

ニ線度の月別萩町終発泉を泰コ(こ東レ丁て.合β旋町能の阜抑丘lTヱ､打ノ

で鹿毛ユキの判定結果(手招‥卜17頼んりよリヤヤ高い値ナ弟)rこ.

本如間甲L二甲口碑臭験ポヱ呵[昭和山車/ク月/叫F〔チエ卑屈.兇T)

山車′ユ村仲8上身ヱ∫回∴ 地上)ト行甘もれ｢こ･チエ∫凹の東上堪

フいてけ判定緯果旨〔引tこネしrこ.社町絶簸及ほ碑車検Lこいj子猫舟とIJ

な,Tこが席音的与ぇtI諌虻られなが㌧｢∴

睦′lく7食品′土嬢†Jヒ'1の′㌢p放射能副ぇ値と養うト絶海レて示し仁.甘

桝卑ヒ比較して烏乞た見け咋舟､,に｡

J､結藤

林上の綽キと‡ヒ弟与と.答碑勧岬平の介P兼射髄蕗艮l一冊埼=け入えー子

音仁 甲腐植葉験tこよ,了し称こ影軌招坤ら九甘が,rこ.
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(78)鹿朋綿.こあけも棚鮨飼養

嵐姐鮒点者糾明壌帝

ムえ政己′北風正人

易え一身上帝劇膵

卜 鵠毒

針鋸ひ男鹿き鹿渡楓こおける舶舅阜如封亨舶掠泰釦より凄施し1

判軸縫K小､て親告寸も｡

2.鶉杏研究の娩尊

(り 郵晒象

鯛紬象舶(ま,見時細雨揖､上確(如埴)､牛乳(生産地,鴻骨娃1
合､舶魚(堕紬)､射生産地)､麒(蛸池)､旛如J摘鮎､

12晶白-32瑚＼空圃糾弾(叶一べしぃチノ賓ニブ‥ン｢ポ㌧ト)の諌快く
碑であっト,

(2)測足首譲

教師淘鞋およげ刺鮎､卵姐桁庁廟｢冊ら｣`こ鼻､､て行っ仁｡

〔3)刹是椒
改訂

GMガウンクー:アロカTDC-Io之型

モニタリンデ､ポスト:アロカMAR-R引→57型

シンヰレーション†一片メータ:アロカTCS-J21型

梅ノ∴りクーラウシト､･年目ガウント:アロれBレ4与1型

原子鳴九泉夜軸:ジャーL.レア7レ/1月Aぎど5聖
3.調査東泉

潮醜棉ほ別緑青､寸ヒ打tけかね耳ヾ､､そ折小耗阜は如Lおりであ烏｡

ふ 南-ト､い目敏β放射線

玉別埠中泉11Hト薗ヒおりで､キ吼法談下肯し1引仰山佃1で､前号及tこじ
悠止てぐ執っk｡

q
各線試料乎の患β乾射絶

嫁一世t食品およげ土壌卑の叫Kつ＼､てIま､如-こ不才ヒ品､りで射東山
丸琢心､っk｡

ノ＼官密搬号



4､鮨嶺

和郎軒藩卜胡鯛融㈲晰囲症､軸わ鼓舞祈っ､､てLま亘
ぺ∫レで解衷寸卜､き利剣如危カ＼った｡

泉1･両軸右合哨抱月現地針摘向庚叫

貴 司 慧孟舶鳩純友辛舶匹北PC蛙｣‥匹再

碑て号
珊瑚扁

碑雨音 牌 車
53.4 1丁 ら2 0 30､3

■椚

4､q3 lらユ

翠壊
ヤ･､､､

5璽8 ∫0 0 2=
u

3.0年 1ql

ら 10 40 312ト0 ヰ,81

フ.q3

j.qら

トql

ユ与ヰ

1∋1

l｢5

2つ5

7

き

田 芋j妄言j､言j三軍二.;
10

皿

ほ

主41

2

3 守ヨ_巨__一__.彗E･
1.lo

ト15

ト12

卜占2

0･87

j･q牛

与7

ら7

ら2

TO7

ら1

～21
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(79)禰射糾碩紳絶

婿碑如才席射締軒
㊨教組､官朗草､友現計y表

土.酪
柵車に炉ぞ舶占う牙儀一こ留優し碩舞踊章線¢酵の解碩糾う.

三美子千手こ羊去三
2､離稚』解

tり･魂直線
射場潮煙尊

せ､及裾タグリ

ェ41鉄郎占朗相乗教皇醸し七井薪ヱヰlす-1
鴫断働け畔､如引帥桶錮醒軌こか
健脚嫁御射た｡

･りノ

ー
ト
1

<J

イハ

水ム介｣常
ゲ
ノ

ヽノ

蘭､前掛蛸泉皮相顧軒

巌
ぺ

感
叩
二

甘い

叶ノ

上水､舶紛議緑碩けペイ劇

イ巨タに£ろ啓碓轡硝だそノ郎ウ

願うり､岬鹿､亨虹鱒彦軌鹿離軌才､.倒師､触粁孝脚
､ノ＼首かそ愛縁彦たl甘購入し釆.右タグ
孝欄餌卿頑綿甲ぞ糾っ

り
′
♭
卜

ン押ぇト†一ぺトいア･こ三郎

周動線.
翻柚醜､罰線良硝酸碑ぎ繍紳｢柵取離丸､｢餌イ

鰯｣､｢瑚㈲解剖刺繍｣lて應った｡

j､解帥磨風
川 前釆5リ､

郎こ¢郎雌射紬轡至射･て禾し釆･鬼平ヰ首､5輌
打†町lてかTぞ測蜘ヾ･晒し釆たゎりヰ納摘斬新
紺如j呵瀦壊紬K長方柵ぜ郎卵摺酌ヰ呵

4イけ御厨lへ剰

兇尭爪ソ測打人
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放射能調査研究実施機関一覧

機 関 名 住 所

科学技術庁原子力安全局
放射能監理室

科学技術庁放射線医学総合研究所

防衛庁技術研究本部第1研究室

′′

防衛大学校物理学教室

農林水産省農林技術研究所

〝 畜産試験場

′′

家畜衛生試験場

′′

水産庁細覧産研究所
運輸省海上保安庁水路部

′′ 気象庁札幌管区気象台

′′ ′′ 観測部

〝 ′′

海洋気象部

′′ ′′ 気象研究所

厚生省国立予防衛生研究所

〝 国立衛生試験所

′′ 国立公衆衛生院

日本原子力研究所東学琶芽所篤〕

日本原子力研究所東学空箱男)
海洋科学技術センター

し財〕日本分析センター

し財〕原子力安全研究協会

北海道立衛生研究所

東京都千代田区霞ケ開2-2-1

千葉県千葉市穴川4-9-1

東京都目黒区中目黒2-2-1

神奈川県境須賀市走水1-10-20

東京都北区西ヶ原2-1-7

千葉県千葉市青葉町959

北海道札幌市豊平区羊ケ丘1

東京都中央区勝どき5-5-1

東京都中央区築地5-3-1

北海道札幌市中央区北2粂西18

東京都千代田区大手町1-3-4

東京都千代田区大手町1-3-4

東京都杉並区高円寺北4-35-8

東京都品川区上大崎2-10-35

東京都世田谷区上用賀1-18-1

東京都港区白金台4-6-1

埼玉県和光市広沢2-1

茨城県那珂郡東海村

白方白根2-4

神奈川県横須賀市夏鳥2-15

千葉県千葉市山王町295-3

東京都千代田区内幸町1-2-2

札幌市北区北19粂西12丁目
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壊 関 名 住 所

福島県原子力センター

茨城県公害技術センター

埼玉県衛生研究所

東京都立衛生研究所

神奈川県衛生研究所

新潟県公害研究所

石川県衛生公害研究所

福井県衛生研究所

長野県衛生公害研究所

静岡県衛生研究所

愛知県衛生研究所

京都府衛生公害研究所

大阪府立公衆衛生研究所

兵庫県衛生研究所

和歌山県衛生研究所

鳥取県衛生研究所

島根県衛生公害研究所

岡山県環境保健センター

広島県衛生研究所

山口県衛生研究所

愛媛県公害技術センター

高知県衛生研究所

福岡県衛生公害センター

佐賀県公害センター

長崎県衛生公害研究所

E缶l月自_【邑爪∃巨筋∠土:蔦Ⅱ宙再斥

福島県双葉郡大熊町

水戸市石川1-4043-36

浦和市大字上大久保字東639-1

新宿区百人町3-24-1

横浜市旭区中尾町52-2

新潟市曽和字古川314-2

金沢市三馬2-251

福井市原目町39-4

長野市大字安茂里字米村1978

静岡市鷹匠町3-6-2

名古屋市北区辻町字流7-6

京都市東山区東大路五条上ル梅林町
563-2

大阪市東成区中路南1-3-69

神戸市兵庫区荒田町2-1

和歌山市湊東の坪271-2

鳥取市松並町2-470

松江市西浜佐陀町古湊

岡山市古京1-1-17

広島市宇品神田1-5-70

山口市葵町2-5-67

松山市3番町8-234 生活保護色レ

高知市丸の内2-4-1

福岡県筑紫郡太宰府町字向佐野字
39迎田

佐賀市鍋島町八戸幕119-1

長崎市滑石町1-9-5

02403二

0292-5三

0488-5

03-36.

045-36

0252-6

0762-4

0776-5

0262-2

0542-4

052-91

075-54

06-97

078-51

0734-2

0857-2

0852-2

0862-7

0822-5

08392-

0899-2

0888-2

09292-

09522-

0958-5
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